
論

説

新

E

C

論

ー

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

の
性
格

と

課
題

清

水

嘉

治

1

な
に
が
問
題

で
あ
る
の
か

一
九
九

二
年
市
場
統
合
を
め
ざ
し
た

『
E
C
白
書
』
を
改
め
て
検
討
す

る

ω

シ

ェ
ン
ゲ
ン
協
定

の
意
味

働

サ
ー
ビ

ス
分
野

の
自
由
移
動
と
は
何
か

㈹

金
融
サ
ー
ビ
ス
と
自
由
移
動

ω

改
め
て
な
ぜ

「単

一
市
場
」
な
の
か

㈲

「単

一
市
場
」
形
成

の
問
題
点

㈲

「単

噌
市
場
」

の
課
題

㎝

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約

の
前
提
と
難
聞

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約

の
理
念
と
現
実

ω

欧
州
連
合
の
政
治
学

㈲

「欧
州
市
民
権
」
と
は
何
か

㈹

欧
州
通
貨
統
合
の
新
段
階
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⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

欧
州
通
貨
統
合
と
E
C
U
の
機
能

現
行
E
C
U
の
公
的
機
能
と
私
的

(民
間
)
機
能
を
考
え
る

改
め
て

一
九
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代

の
通
貨
統
合
を
考
え
る

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約

に
お
け
る
通
貨
統
A
口
の
特
徴
と
問
題
点

通
貨
同
盟
と
資
本

の
相
圧
交
流

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約

の
矛
盾

現
行
E
C
U
と
新

E
C
U
の
併
存
と
そ
の
矛
盾

一
九
九
.
、年
世
界
景
気
後
退
期

の
中

で
、
新
E
C
統
合
を
考
え
る

欧
州
市
民
権

に
対
す
る
抵
抗
と
創
造

四

E
C
と
E
F
T
A
と

の
経
済
協
力
を
考
え
る

m

パ
リ
憲
章
と
は
何

で
あ

っ
た
か

②

E
C
と
E
F
T
A
と
の
経
済
協
力
と
は
何
か

梱

E
C
と
E
F
T
A
と

の
問
題
点

五

E
C
と
東
欧
と
の
経
済
協
力
を
考
え
る

ω

E
C

の
対
東
欧
経
済
政
策
と
は
何
か

②

一
九
九
〇
年
の
東
欧
経
済

の
混
迷

ゆ

東
欧

の
対
E
C
貿
易

の
厳
し
さ
と
今
後

の
課
題

六

あ
と
が
き

七

参
考
文
献

八

補
足
資
料

に
つ
い
て

一

な
に
が
問
題
で
あ
る
の
か

一
九

八
九

年

末

か
ら
九

〇

年

に
か
け

て
、

東
欧

の

「
市

民
革

命

」

が
お

こ
り
、

九

一
年

八

月

の
旧

ソ
連

の
ク

ー
デ

タ

ー
抑
止

の

ロ
シ
ア

「
市

民
革

命

」、
卜

二
月

ニ
レ

ー1

日

の

ソ
連

の
解
体

、
ト

一
の
独

立
国

家
共

同

体

(C
l
S
)
の
誕
生

、
旧

ソ
連
経

済

の
混
乱

の
連
続
性

の
中
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3

で
、

E
C

は
改

め

て
注

目

さ
れ

た
。

歴
史

的

、
地

理
的

接

近

性

も
あ

っ
て
東
欧

は
E

C

へ
の
経

済
協

力

を
熱

望

し
、

旧

ソ
連
も

E

C

へ
の

経

済

協
力

を

志
向

し

て

い
る
。

こ
の

こ
と

は
、

逆

に
E

C
が
系

統

的

に
、
東

欧

、

旧

ソ
連

へ
の
経

済

援
助

を

展
開

し

て
き

た

こ
と

の
現
わ

れ

で
も
あ

る
。
す

で

に
伊
首

相

は

い
う
。
「
旧

ソ
連

は
極

め

て
不

安
定

な
状

況

で
あ

り
、
い
か

に

こ
れ

を
安

定

さ

せ
る
か

が

E
C

の
最
大

の

課

題

で
あ

る
」

(
ア
ン
ド
レ
オ

ソ
テ
ィ
、

一
九
九
.
.年
..、月
十
四
日
)
と
。

東

欧
、

旧

ソ
連

に
対

す

る
E

C

の
経
済
援

助

は
n

立

的

条
件

作

り

の
援
助

で
あ

っ
た
。

E
C
、

E

F
T

A
、
東
欧

の
経

済

圏
域

は
全

欧

の
経

済

地
域

を

二

体

化
L

す

る

こ
と

へ
の
志
向

で
も

あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

E

C
を
新

し
く
見

直

す

た

め

に
は
、
全

欧

の
中

で

の
E

C
を
位

置
づ

け

る
必
要

が

あ

る
。

一
九
六

〇

年
代

の
E

C

の
政

治

経

済
学

は
、
E

C
と

い
う
極

地
経

済
圏

に
お

け

る
生
産

、
流
通

、
消
費

の
各
循

環

を
内

包

し
た

「市

場
」

の
拡

大

の
あ

り
方

を
対

象

に
し

て
き

た
。
E

C

は
、
そ

の
基

礎

を
市
場

の

「
統

一
」
に
求

め

て
き

た
。

ロ
ー

マ
条

約

の
性
格

も

そ

こ
に
あ

っ

た
。

関
税

同

盟

を
通

じ

て
商

品

、
資

本

、

サ

1
ビ

ス
、

労
働

力

の
自
由

移

動

を
実

現

し
、

域
内

の
輸

出

入

を
活
発

化

さ

せ

て
き

た
。

六
九

年

卜

二
月

の

ハ
ー
グ
首

脳

会
議

に
お

い

て
E

C

の
完
成

、

強
化

、

拡
大

の
三
大

路
線

を
選
択

し

た

の
は
、

E
C

の
そ

の
後

の
あ
り
方

を
示

す

も

の

で
あ

っ
た
。

一
九

ヒ
○

年
代

、

八

〇
年

代

の
E
C

の
方

向
性

は
、

ハ
ー
グ
首

脳
会

議

に
規

定

さ
れ

た
。

私

た
ち

は
、

こ
の
問

題

に

つ
い

て
、
い
く

つ
か

の
構
造

分

析

と
歴

史

分
析

を

試

み

て
き

た

(拙
著

『
現
代

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
経
済
論
』
改
訂
版
、

一

九
八
九
年
、
新
評
論
)。

ヒ

○

年
代

の
E
C
問

題

は
、

国

際
通

貨

危
機

と

石
油

危

機

に
ど

の
よ

う

に
対

応

し
、

E

C

の
経

済

を
安

定

さ

せ

る
か

に
あ

っ
た
。

失
業

率

の
増
人

、

イ

ン

フ
レ
、
国

際
収

支

の
赤
字

を

ど

の
よ
う

に
克

服
す

る
か

に
あ

っ
た
。

と

く

に
七

一
年

の
米
国

の
極

端

な
国

際
収

支

の
赤

字

は
、

ド

ル
の
構

造

的
危

機

と

な

っ
て
表

面

化

し

た
。

そ

の
イ

ン
パ
ク

ト
は
、

E

C
構

成

国

に
対

し

て
も

深
刻

な
経

済
危

機

を

も

た
ら
し

た
。
国

際
収

支

の
赤
字

の
慢
性

化

、

フ
ラ

ン
、

リ

ラ
、

マ
ル
ク

の
価

値

低
下

、
物
価

の
上

昇

、
失

業

者

の
増

大

な
ど

と
な

っ
て
現
出

し

た
。
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そ

の
後

・

E
C
通

貨

は
、

二
極
分

化

の
方

向
性

と

な

っ
て
表

面
化

し

た
。

経

済
力

の
あ

る

マ
ル
ク

は
強

く
、

経
済

力

の
弱

い

フ
ラ

ン
、

リ

ラ

の
価
値

低

下

に
み
ら

れ

る
通

貨

価
値

の
二
重
構

造

を

示

し

た
。

一
方

は
、
国
際

通
貨

の
交

換

性

を

も

っ
て
い
る

に
も
拘

ら

ず
、
他

方

は
、

交
換
性

が
弱
く
・

ド

ル
の
価
値
を
支
え
る
役
割
藁

し
た
。
当
然
、

E
c
の
国
際
通
貨

へ
の
対
応
は
、
自

り
の
通
貨
制
度
を
も
た
な

い
限

り
・

ド

ル
の
管

理

に
対

し

て
弱
体

化

せ
ざ

る
を

え

な

い
。

し

た

が

っ
て
E

C
は

E
C
通
貨

に
対

す

る
共

同
管

理
を

も

つ
こ
と

に
よ

っ
て

ド

ル
に
対

応

し
、
同

時

に
11

C
統

一
市

場

の
安

定
化

を
企

図

し

た

の

で
あ

る
。

一
九

七

〇
年

の

ウ

ェ
ル
ナ
ー

レ
ポ

;
ト
が
提

出

さ
れ

た

の

は

そ

の
た
め

で
あ
る
・
い
わ
ゆ
る
経
済
通
貨
同
明
器

§

。
邑

6
ぎ

コ
。
毎

さ

蚤

凸

蓑

)
は
そ

の
出
発
点
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
八
〇
年

ま

で

に
加

盟
国

閻

の
為

替

変

動
維

持

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

通

じ

て
、
E
C

間

の
為

替

の
安
定

化

を
図

っ
た
。
い
わ
ゆ

る

ス
ネ

ー

ク

ロ
ー
ド

で

(
へ

び
)
対

応

し
た
。
だ

が
強

い
通

貨

と
弱

い
通
貨

の
調
整

を
図

り
、
あ

る
程
度

の
安
定

化

を
示

し

た
も

の

の
、
E

C
経

済

の
安
定

化

を
も

た

ら

す

こ
と

が

で
き
ず
、

一
九
七

六

年

に
そ

の
実

質
機

能

を

放
棄

し

て
し

ま

っ
た
。

そ

の
理
由

に

は
、

E
C

の
共

通

し

た
経
済

政
策

と
通

貨

政

策

の
不
整

合
性

に
あ

っ
た
と

い
わ
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

当
時

の
欧

州

通
貨

制

度

は
、
物

価

の
安
定

、
国
際

収

支

の
均

衡

な
ど

を
も

た

ら

す

こ
と

は
不

可
能

で
あ

っ
た
。

と

く

に
国

際
収

支

不

均
衡

を
解

決

す

る

た
め

の
為
替

レ
ー

ト

の
設
定

の
あ

り
方

、

投
機

資
金

や

ユ
ー

ロ
ダ

ラ

…
市

場
規

制

な

ど

の
資
本

移
動

対

策
、

過

剰

ド

ル
対
策

と

の
か

か
わ

り
、

翫

F

の
機
構

改
革

に
対

す

・。
態

度

が
、

あ
ま

り

に
も
不

明

確

で

は
な

か

っ
た
か
。

こ
の
点

の
検

証

は
、

日
本

の
内

外

の
研

究
者

に
と

っ
て
も

で
き

て

い
な

い
。

冗

ヒ
九
年
三
月
か
ら
欧
州
通
貨
制
度

(E
M
S
)
は
E
C
U

(欧
州
通
貨
単
位
)
を
基
軸

に
し
た
為
替
変
動

メ
カ

ニ
ズ

ム
を
欧
州
通
貨

に

求
め
・
「
単

這

貨
」
発
行

の
可
能
性

を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
時
点

で
、
英
国
は
、
独
自

の
通
貨
を
保
持
す

る
こ
と
宰

張

し
た
が
、

E
M

S

に
は
、

連

帯
性

を

保
持

す

る

た
め

に
加

盟

し

た
が

、

E

M
S

の
基

軸

を
形

成

す

る

「
為

替
変

動

メ
カ

ニ
ズ

ム

(国
メ
。
7
帥
口
⑳
.
渕
鋤
秒.

ζ
①
・
冨

巴
ωヨ

U
団
力
ζ
ご

に

は
参

加

し
な

か

っ
た

。
と

い
う

の
は
、
国

内

の
物

価
高

、
失

業

率

の
増

大
、
成

長
率

の
鈍

化

な
ど

の
問
題

を
抱

え
・

E

R
M

に
参

加
す

る
条

件

を
欠

い
て

い
た
。

こ
の

こ
と

は
、

本

来

的

に
矛
盾

し

た
も

の

で
あ

る
。

そ
れ

は
、

当
時

の

サ

ッ
チ

ャ
ー
首



相

の
面
目

を
保

持

す

る

と

い
う
政

治
的

理
由

か

ら

で
あ

っ
た
。

だ

が
英

国

は
、

九

〇
年

八
月

八

日

に
、

国

内

の
物

価
高

一
〇

%
を
抑

制

す

る

た
め

に
、
財

界

な

ど

の
圧

力

に
よ

っ
て
E

R

M

に
参

加

せ
ざ

る
を

え
な

か

っ
た
。

そ

の
後
、

E
C
通

貨
制

度

は
、

E

C
経
済

政
策

を

、

市

民

の
凱

場

か
ら

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
す

る

こ
と

を

不

可
能

に
し

た
。

だ
が

、
八

〇
年

代

の
経

済
危

機

を
克

服

す

る
た

め

に
も
、

欧

州
通
貨

同

盟

を

ま
と

め

る
必

要

に
迫

ら

れ
、

一
九

八
七

年
七

月

に
発

効

し

た
単

一
欧

州
議

定
書

に

よ

り
、

ロ
ー

マ
条
約
第

三
部
、

第

二
編

に
、
新

し

く
、
「
経
済

.
通
貨

政
策

に
関
す

る
協

力

(E
M
U
)」

の

一
章

を
も

う

け
、
E

M
S
を

法
的

に
保
障

し

た
。
だ

が
、

こ

の
通
貨

同
盟

を
完

成

し
な

い
限

り
、

E

C

の
市

場

統
合

も
完

成

し

な

い
。

こ
の
点

は
、

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ

ト
の

ロ
ー

マ
条

約

改
訂

の
中

で
、

明

記

さ
れ

た
。

こ

の

点

は
、
新

E
C
論

の
骨

組

を

形
成

す

る
も

の

で
あ

る
。

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ
ト

の
論
点

は
、
九

〇

年
代

E

C

の
あ

り
方

を
方
向

づ

け

る
も

の

で

あ

る
と
考

え

る
。

以
上

、
新

E
C
論

は
、

一
方

で
、

全
欧

州

の
経

済

協
力

を

ど

の
よ
う

に
進

め

る
か
、

と

い
う
問
題

意

識

の
も

と

に
、
通
貨

同

盟
、

政

治

同
盟

を

め

ざ

し

た

E
C

の
再

構

成

を

ど

の
よ

う

に
考

え

る

べ
き

か
を

問

わ

れ
、

そ
れ

は
他

方

で
、
ヒ

○

年

代

、

八
〇

年

代

の
E

C

の

メ

リ

ッ
ト
、

デ

メ
リ

ッ
ト
を

総

点
検

す

る
中

で
展

開

さ
れ
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
と
考

え

る
。

そ
れ

は
、

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ
ト
欧
州

理
事

会

の
公

式

報

告

に
部

分
的

に
示

さ
れ

た
。

に
も

拘

ら
ず

、

そ

の
前
提

と
な

っ
た

の
は
、
九

、
一年

E

C
市
場

統

合

を
め

ざ

し
た

「
E

C
白
書

…
な

の

で
あ

る
。

し

た
が

っ
て
、

新

E
C
論

を

展
開

す

る
た
め

に
、

次

の
点

を

問
題
点

と
し

て
取

り
上
げ

た

い
。

新F,C論

 

5

第

一
に
、

九

、
一年

市
場

統

合

を
め

ざ

し
た

「
E

C
白

書

」

の
問

題
点

を

明

ら
か

に
し
、
九

〇

年
代

の
E

C

の
全

体
像

を

示
す

こ
と

に
し

た

い
。

第

二

に
、

E

C

の
発

展

に
と

っ
て
、

と

く

に

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト

の
欧

州

理
事

会

に
よ
る
約

.

.五
〇

ペ
ー
ジ

の
公

式
報

告
書

は
、

東

欧
市

民
革

命

、

ソ
連

の
解

体

、
世

界

経
済

の
混
迷

の
中

で

の
、
新

し

い

ヨ
!

ロ

ッ
パ

の

「秩

序

形

成
」

の
宣

言

で
も

あ

る
。

だ

か
ら

こ
の
難

問
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を
検
討

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
新

し

い
E

C

の
実
像

を

さ

ぐ
り

た

い
。

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ

ト
の
理
念

と
課

題

は
、

E
C
市

民

の
あ

り
方

を
左
右

す

る
。

だ

か
ら

こ
そ
、

そ

の
検
討

は
、

き

わ
め

て
重

要

で
あ

る
。

第

三

に
、

問
題

領

域

を
拡

大

し

て
、

E

C
と

E

F
T

A
と

の
経
済
協

力

関
係

を

取

り
上

げ

る
。
全

欧

の
経

済
圏

の

「
安

定
化

」

を
図

る

こ
と

は
、

E

F
T

A

の
協
力

な

し

に
展

開

し
な

い

で
あ

ろ
う
。

そ
う
だ

と
す

れ
ば

、

E
F
T

A

は
、
従

来

、

E
C
と

ど

の
よ
う

な
経
済
協

力

を
作

り
、
独

自

な
道

を
歩

ん

で
き

た

の
か
。

の

み
な
ら

ず
、

今
後

E
C

と
ど

の
よ

う
な
協

力
関

係

を
結

び

つ

つ
、

自
己

体
質

の
改
善

を

図

っ
て

い
く

の
か
が

改

め

て
問

わ
れ

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

そ

れ

は
新

E
C
論

に
と

っ
て
の
新

し

い
課

題

で
あ

る
。

E
C

が
東

欧
問

題

を
欧

州
領

域

に
含

め

た

の
は
E

F
T

A
と

の
協

力

関
係

を
前

提

に
し

て
は
じ
め

て
可

能

で
あ

る
か
ら

だ
。

第

四

に
、

E

C

と
東
欧

の
経
済

協
力

関
係

を
取

り
上
げ

る
。
東

欧

「
市

民
革

命

」

の
中

で
、

東
欧

は
、

コ
メ

コ
ン
を

解
体

し
、
改

め

て

E
C

と
ど

の
よ
う

な
経

済
協

力

を
結

び

つ

つ
あ

る

の
か
。

欧

州
市

場

経
済

の
発

展

と

い

っ
て
も
、

E

C
と
東

欧

と

の
経

済
協

力

関
係

を
重

視

し

な

け
れ
ば

な

ら

な

い
。

と
く

に
E
C

は

ハ
ン
ガ

リ

ー
、

チ

ェ
コ
と

ス

ロ
バ
キ

ア
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

へ
の
経

済
協

力

と
貿

易

の
拡
大

を
ーご心

向

し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
し
、

ま
た
東

欧

の
自

立

経
済

の
鍵

も

、

こ

の
点

に
あ

る
。

こ

の
点

を
厳

し

く
点
検

し

な

い
限

り
、

E

C

の
新

し

い
発

展
像

を

把
握

す

る

こ
と

は
不

可
能

で
は
な

い
か

と
考

え

る
。

本

稿

で
は
取

り
上

げ

な

い
が
、

新

E

C
論

は
、

第

四
次

ロ
メ
協

定

の
量
的

質

的
性

格

を

ど

の
よ

う

に
評
価
す

る
か

に
あ

る
。

つ
ま
り

E

C
と

A
C

P
と

の
経
済

協
力

関
係

を

ど

の
よ
う

に
新

し

く
位

置

づ

け

る
か
を
問

わ
な

け
れ
ば

な

ら

な

い
。

世
界

経
済

に
お

け

る
南

北
問

題

は
、
厳

然

と

し

て
存
在

し
、

そ

の
格

差

は
、

拡

大

し

つ

つ
あ

る
。

一
方

で
、

N

I

E
S
、

A

S

E
A

N
、

ラ
テ

ン
ア

メ
リ
カ

の
新

し

い
経

済

発

展

の
中

で
、

改

め

て
、

E
C

と

A

C

P

の
関
係

を

ど

の
よ
う

に
位

置
づ

け

る

か
を
問

わ
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

他

方
、

新

E

C
論

の
重

要

な
課

題

は
、

発

展
途

上
国

と

の
経

済
協

力

関
係

の
問
題

で
あ

る
。

マ
!

ス
ト

リ

ヒ
ト
の
会

議

は
、

こ
の
点

に

つ
い

て
充

分

に

ふ
れ

て
い
な

い
。

新

し

い
南

北

問
題

に

つ
い

て

の
E

C

の

ア
プ

ロ
!
チ
は

な

ん

で
あ

る

の
か
、

こ

の
点
を

、
改

め

て
追

及
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し

た

い
。

新

E

C

論

は
、

ば

な

ら

な

い
。

単
な
る
E
C
経
済
統
合

の

「
技
術
論
」
だ
け
で
な
く
、
経
済

の
実
態
を
ふ
ま
え
た
新
E
C

の
構
造
論

で
な
け
れ

二

一
九
九

二
年
市
場
統
合
を
め
ざ
し
た

『
E
C
白
書
』
を
改
め
て
検
討
す
る

ω

シ

ェ
ン
ゲ

ン
協

定

の
意
味

一
九
九

二
年

E

C
市
場

統

合

の
象
徴

的

性
格

の

一
部

は
、

シ

ェ
ン
ゲ

ン
協

定

の
調
印

に
表

現

さ
れ

て

い
る
。

そ
れ

は
、

モ

ノ
、

カ
ネ
、

サ

ー
ビ

ス
そ
し

て

ヒ
ト

の
自
由

化

を
規

定

し

た

ロ
ー

マ
条

約

を
具

現
化

し

た
新

し

い
第

一
歩

で
あ

る
と
考

え

る
。

シ

ェ
ン
ゲ

ン
協

定

は
、

E
C

市
場

統
合

の

ひ
と

つ
の
象

徴
的

発

展

の
姿

で
あ

る
。

こ

の
協
定

は
、

ド

イ

ツ
、

フ
ラ

ン
ス
、

ベ

ル
ギ

i
、

オ

ラ

ン
ダ
、

ル
ク

セ

ン
ブ

ル
グ

の
E
C
加

盟

五

か
園

が
、

一
九

九

〇
年

六

月

一
九

日

に
、

ド
イ

ツ
、

フ
ラ

ン
ス
、

ル
ク

セ

ン
ブ

ル
グ

の
国
境

が
合
流

す

る

「
シ

ェ
ン

ゲ

ン
村

」

近

く

に
停
泊

し

た
船

上

で
調

印

さ
れ

た
。

そ
れ

は
、

E

C
加
盟

国

の
全

市

民

に
対

す

る
国
境

検

査
を
廃

止

す

る
協
定

で
あ

る
。

本
来

人

間

の
自

由

移
動

を
保

障

す

る

こ
と

は
国
家

間

の
信

頼

関

係

に
立

っ
た
主

権

の
部

分

的
委

譲

に
よ

る

ほ
か
な

い

の

で
あ

る
。

い
ま
E

C
構

成

国

は
、

こ

の
問

題

を
加

盟
国

間

で
取

り
決

め

よ

う
と

し

て
い
る
。

E
C
委

員
会

が
、
物

、
資

本

、

サ
1

ビ

ス
の
移
動

を
保

証
す

る

中

で
、
人

の
移
動

を
目
パ体

化

し

て

い
る
。

こ
れ

が

シ

ェ
ン
ゲ

ン
協

定

で
あ

る
。

人

の
移

動

と

い

っ
て
も
、

従

来
、

E

C
内

は
労

働
力

の
移

動

、

市
民

の
旅

行

の
自
由

、
技

術

者

、
経

営

者

の
自
由

移

動

に
限

定

さ
れ

て

い
た
。

と

こ
ろ
が
、

さ
ら

に
進

め

て
E

C
構

成

国

家
内

の
教

育

分

野

に
お
け

る
卒
業

認
書
、

職

業
資

格

の
相

互

承

認
、

事
業

設

立

お
よ

び
居

住

の
権

利

の
相
互

承

認

な

ど

の
n
由

化

に

つ
い
て
合

意
を

し

た

の

で
あ

る
。
「
シ

ェ
ン
ゲ

ン
同
意

」
(ω
9

窪
ゆq
魯

〉
σq
お
①
ヨ
Φ
三
)
は
、
前
述

の
五

か
国

が
、
全

南

民

に
対

す

る
国
境

に
お

け

る
検

査

を
す

で
に
廃

止

し

た

の

で
あ

る
。

こ
れ

は
近

代

国
家

間

の
協

定

と

し

て
は
、

ひ
と

つ
の
市

民
革

命
的

出

来
事

で
あ

る
。

こ
れ

は
人

権

に
関

す

る

五

か
国

の
保

障

で
も

あ

る
。

も

ち

ろ

ん
国
境

検

査

の
完

全
廃

止

は
、

五

か
国

の
人
間

に
関

す

る
信

頼
関

係

に
基

づ

く
も

の

で
あ

る

が
、

同

{…嚇
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時

に
数

多

く

の
問
題

点

を
伴

う

の
で
あ

る
。

と
く

に
E
C
市

民

だ

け

で
な

く
、

E
C

域
外

市

民

や
外
国

人
居

住
者

を

も
対

象

と
す

る
国

境

規
制

の
完

全
廃

止

を
実

現

す

る

た
め

に
は
、
ビ
ザ

の
相

互
承

認
、
外

国
人

の
臼
由

移
動

の
保

証
、
外

国
人

犯

罪
者

の
引

渡

し
協
定

、
武
器

.

弾
薬

の
使

用

と
流

入

に
関

す

る
取

り
決

め

、
麻

薬

対
策

、
裁

判

処
分

の
執
行

な

ど
、

実

に
多

岐

に
わ
た

る
問
題

を
解

決

し

な
け

れ
ば
な

ら

な

い
。

と

く

に
、

麻
薬

、

不
法

入

国

、

テ

ロ
、
組

織

犯
罪

な

ど

の
犯
罪

対
策

に

つ
い

て
も
構

成

国

の
警
察

と
協

力
体

制

を
敷

き

、
市
民

の

基

本

的

自
由

を
侵

害

さ

れ

る

こ
と

な
く

E
C

域
内

を

自
由

に
移

動

す

る

こ
と

が

で
き

る
よ

う

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

こ
の

シ

ェ
ン
ゲ

ン
協

定

は
、

イ

タ
リ

ア
、

ス

ペ
イ

ン
、

ポ

ル
ト
ガ

ル
、

ギ

リ

シ

ャ
も
、

そ
れ

ぞ

れ

の
条

件

を

つ
け

て
、
受

け
と
め

る

こ
と

で
あ

ろ
う
。

英

国

だ

け

は
、
E

C
内

の
国

境

規
制

廃
止

に
対

し

て
、
国

内
事

情

か

ら
否

定
的

で
あ

る
。
こ

こ

で

い
う
国
内

事
情

と

は
、
「
大
英

帝

国
」

の
過

去

の
習

慣

だ

け

で
な

く
、
国

民

感

情
を
含

め

て
考

え

て
よ

い
。

一
九
九

.
一年

の
市
場

統
合

を

め
ざ

し

た
象

徴

的

な

証
明

は

シ

ェ
ン
ゲ

ン
協

定

で
あ
る

と

わ
た

く
し

は
考

え

て
い
る
。

E
C

の
究
極

的

目

標

は
、
「
国
境

を

な

く
す

こ
と

」
で
あ

る
。
従
来

の
国
家

中

心
主

義

を
止

揚

し

て

「仕
ハ同

体

」
を

め

ざ
し

た

の
も
、

そ

の
た
め

で
あ

る
。
E

C

は
、
国

益

よ
り
共

同
体

益

を
求

め

る

こ
と

に
、

そ

の
本

来
的

意
味

が
あ

る
。

し

た
が

っ
て
E

C
構

成
国

の
国
家

の
企
業

に
対

す

る
規

制

権
限

を

漸
次

的

に
E
C

に
委

譲

す

る

こ
と

に
あ

る
。
例

え
ば
、

一
九
匠

し
年

の

ロ
ー

マ
条

約

は
、
欧
州

共
同

体

を
通

し

て
、
物

、
人

、
サ
ー

ビ

ス
、

資

本

が
自
由

に
移
動

す

る
単

一
市

場

を

作

る

こ
と

に
あ

っ
た
。

物

の
自
由

移
動

は
、

従

来

の
商
品

の
輸

出

入

の
自
由

に
示

さ
れ

て

い
た

よ

う

に
、

原

則
的

関
税

の
自
由

化

す

な
わ

ち
無

関

税
化

を
通

じ

て
貿

易

の
活

性
化

を

図

っ
て
き

た
。

人

の
自

巾

移
動

は
、

加
盟

国
国

民

の
権

利

を

包
括

し
、

会
社

や
事

務
所

が
自
由

に
移
動

し
、

本
国

以
外

の
他

の
加

盟
国

で
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す

る

こ
と

に
あ

っ
た
。

②

サ
ー
ビ

ス
分
野

の
自

由

移
動

と

は
何

か

こ

こ
か
ら
加

盟
国

に
お

け

る

サ

ー
ビ

ス
分

野

で

の
自
由

移
動

が
関
係

す

る
。

と

こ
ろ

で
、

少

し
実

務
的

問
題

に
な

る
が
、

こ
の
点

の
理
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由
を
み

て
み
た

い
。
他

の
加
盟
国

で
自
由

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
方
法

に
は
、
本
国
を
基
盤

に
し

て
行

う
場
合
と
、
支
店
ま
た
は
子
会

社
を
通
じ

て
行
う
場
合
が
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
消
費
者
組
合
は
、
早
く
か
ら
結
成
さ
れ
た
が
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
権
利
や
支
店

ま
た

は
子
会
社
を
設
立
す

る
権
利
を
有
効

に
実
行
す
る

こ
と
を
阻
害

す
る
よ
う
な
多
く

の
手
続
き
上

の
障
害

が
、
残

っ
て
い
た
。

こ
れ
ら

の
障

害

は
、
専
門
職
、
銀
行
業
、
保
険
業
、
運
送
業
な
ど

の
特
定
業
務
や
資
本
移
動
、
基
準
、
公
共
機
関

の
資
材
調
達
、
国
際
通
貨
手
続
な
ど

一
般

的
措
置
を
遂
行
す

る
場
合

に
関
連
す
る
国
内
法
や
規
則
が
存
在
し
た
。

こ
う
し
た
障
害

は
、
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
前
半

に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

の
共
同
市
場

に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
障
害
を
ど

の
よ
う
に
取
り
除
く
か

は
重
要
な
課
題

で
あ

る
。

だ
か
ら

一
九
八
五
年

『
E
C
白
爵
』

で
は
、

サ
ー
ビ

ス
提
供

の
自
由
化
を
重
要
視
し
た

の
で
あ

る
。
基
準
草
案

の

一
五
%
か
サ
ー
ビ

ス
提
供

の
n
由
化

に
関
連
し

て
い
る
。

し
た
が

っ
て
加
盟
国
が
、
相
互

に
妥
協
し
、

そ
れ
を

基
礎

に
国
内
法
や
規
則
を
相
互

に
認
識

し
て
実
践
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
例

え
ば
金
融

サ
ー
ビ
ス
が
そ
の
事
例

に
あ
た
る
。

こ
の

点
は
、

一
九
八
七
年

の

「単

一
欧
州
議
定
書
」

で
は
、
E
E
C
条
約
を
改
訂
し
、
単

一
市
場
完
成

の
法
的
保
障
を
す

べ
き

で
あ
る
こ
と
を

促
し

て
い
る
。
九
二
年
単

一
市
場

に

つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供

に
関
す

る
す

べ
て
の
障
害

が
除
去

さ
れ
る
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
。

E
C
委
員
会

の
認
識
は
、

サ
ー
ビ

ス
の
自
由
化
を
欧
州
共
同
体

の
経
済
発
展
に
お
け
る
本
質
的
分
野
と
し
て
受
け
と
め

て
い
る
。
単

一

市
場

の
完

成
目
的

は
、

こ
の
分
野

の
発
展
確
保

(雇
用
促
進
を
含
む
)
だ
け

で
な
く
、

こ
れ

に
よ

っ
て
低
価
格

で
、
他

の
分
野

の

二
ー
ズ

に

対
応

で
き
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

欧
州
共
同
体

は
、
金
融
、
運
送
、
情
報
技
術
、
資
本
移
動
と
労
働
者
お
よ
び
専
門
家

の
n
由
移
動

に
関
す
る
規
則
を
採
択
す
る
た
め
に

作
業

プ

ロ
グ

ラ
ム
を
遂
行

し

て
き
た
。

そ
の
目
的

は
、
加
盟
国

の
利
益
と
サ
ー
ビ

ス
競
争
が
、

そ
の

コ
ス
ト
に
依
存
し
、
す

べ
て
の
事
業

の
利
益

に
関
係
す
る
か
ら

で
あ

る
。

サ
ー
ビ

ス
の
た
め

の
共
同
市
場

の
完
成
は
、
新

し
い
E
C
の
出
発

に
と

っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
役
割

を
果
す

で
あ
ろ
う
。
と
く
に
共
同
市
場

に
お
け
る
欧
州
企
業
、
域
外
企
業

の
集
中
、
合
併

は
、
金
融

サ
ー
ビ

ス
と
資
本

の
自
由
移
動
を
前
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提

と
す

る
。

E

C
委

員
会

は
、

こ
の
点

を

ど

の
よ
う

に
監

視

し

つ

つ
、

サ

;
ビ

ス
の
発

展

を
考

え

る

の
か
。
新

し

い
課

題

で
あ

る
。

㈹

金
融

サ
ー
ビ

ス
と
資
本
移
動

と
こ
ろ
で
、
八
九
年
卜

.
、月

の

『
E
C
白
書
』

は
、
金
融

サ
ー
ビ
ス
と
資
本
移
動
を
市
場
完
成

に
と

っ
て
重
要
な
要
素
と
し

て
位
置
づ

け

て
い
る
。
金
融

サ
ー
ビ
ス
は
す

べ
て
の
E
C
各
国

の
経
済

に
と

っ
て
、
雇
用
創
出
と
輸
出

に
関
連
し

て
重
要
な
要
素
を
も

っ
て
い
る
,

金
融
市
場
が
グ

ロ
ー
バ

ル
化
す

る
中

で
、
金
融

・
資
本

の
自
由
化

は
、
欧
州
企
業

の
規
模
拡
大
と
雇
用
吸
収
力

の
潤
滑
油

の
役
割
を
果
す
。

資
本
市
場

の
自
由
化

が
進
あ
ば
進
む
ほ
ど
、
加
盟
国
居
住
者

は
他

の
加
盟
国

の
金
融
制
度
を
利
用

で
き
、

そ
こ
で
提
供

さ
れ

て
い
る
金
融

商
品
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
。

と
こ
ろ
が
、
今

日
依
然
と
し

て
資
本
自
由
化

に
あ
た

っ
て
も
、
各
国

の
国
内
法

は
、
制
限
を

加
え
ら
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
前
述
し
た

『
E
C
白
書
」

は
、
九

.
一年
ま
で
に
達
成

さ
れ
る
目
的
を
次

の
点

に
求
め

て
い
る
の
で
あ

る
。

ω

銀
行

は
欧
州
共
同
体
域
内
ど
こ
で
も
支
店
を
設
置

で
き
、
域
内
を
通
じ
て
サ
ー
ビ

ス
提
供

が
可
能
な
単

一
銀
行
市
場
を
創
設
す
る

こ
と
。

捌

保
険
業
務
が
市
場
競
争

の
も
と
に
行
わ
れ
、
欧
州
共
同
体
域
内
を
対
象
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

㈹

欧
州

の
産
業

の
金
融

ニ
ー
ズ
を
充
足
し
、
か

つ
世
界

の
投
資
家
を
魅
了
す

る
証
券
資
本
市
場
を
確
並
す
る

こ
と
。

前
述

の

『
E
C
白
書
」

に
よ
る
と
、
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
自
由
な
設
立
と
自
由
取
引
を
達
成
す
る
た
め
の

一
般
的
な
方
法
を
次

の
よ
う

に

要
約
し

て
い
る
。

ω

金
融
機
関

の
健
全
性
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
投
資
家
や
預
金
者
、
ま
た
は
消
費
者
を
保
護
す

る
基
本
規
準
を
調
整
す
る
。

②

加
盟
国

の
監
督
…機
関
や
規
準

の
適
格
性
を
相
互
認
識
す
る
。

㈹

以
上

の
点

に
鑑
み
、
他

の
加
盟
国

で
業
務
を
行
う

こ
と
を
希
望
す
る
金
融
機
関
は
、
本
国

で
管
理
監
督
を
受

け
る
。



こ
う
し

た
金
融

サ

ー
ビ

ス
と
資

本
市

場

の
臼

由
化

を

改

め

て
取

り
決

め
を
試

み
ざ

る
を

え

な
か

っ
た

の
は
、
従

来

の
E
C

の
市
場

統
合

の
鍵

に
な

る
金
融

・
資

本

市
場

の
硬

直

性

に
あ

っ
た
か

ら

で
あ

る
。

こ
こ

で
、
新

し

い
E
C
論

を

展
開

し

な

け
れ

ば

な
ら

な
か

っ
た

の
は
、

い
ま
E

C
内

で

「
九

.
一年

E

C
市
場

統
合

」

の
完

成

を
め

ざ
し

た
政
策

思

想

で
あ

っ
た

の

で
あ

る
。

と

く

に

シ

ェ
ン
ゲ

ン
協
定

と
、

サ
ー

ビ

ス
の
た
め

の
共

同
市

場

の
自

由
化

を
取

り
上

げ

た

の
は
、

E

C
統

合

問
題

は
、

従

来
表

面

的

に
は
加
盟

国

の
単

一
市

場
化

が
半

ば
成

功

し

て
い
る
と

の
政
策

思

想

が
前

面

に

で
て
い
た
か

ら

で
あ

る
。

だ

か

ら
、

私

た
ち

は
、

一
方

で
、

着
実

に
前

進
し

て
い
る
側

面

と

、
他
方

で
、

サ
ー

ビ

ス
n
宙

化

の
制

度
改

革

の
漸

進
的

に
定

着

し

つ

つ

あ

る
側
面

を

み

て
き

た

の
で
あ

る
。
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改
め

て
な
ぜ

「
単

]
市
場
」
な

の
か

す

で
に
E
C

の
単

一
市
場

は
九

、
一年

「
完
成
」
を
め
ざ
し

て
取

り
組

ん
で
い
る
が
、
他
方

で
、

さ
ま
ざ
ま
な
難
問
を
抱
え
た

「
単

一
市

場
」

の

「
完
成
」
な

の
で
あ

る
。

さ
ま
ざ
ま
な
難
問
と
は
、
各
国

の
制
度

の
改
革

と
E
C

の
共
通
し
た
制
度
改
革
が
、
整
合
性
を
も

っ
て

い
な

い
と

い
う
点

に
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
当
り
前

の
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
点

の
整
合
性
を
も

っ
て
い
な
い
か
ら
と
い

っ
て
E
C

の
単

一
市
場

形
成

は
後
退
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
問
題

は
、
各
加
盟
国

の
セ
権

を
前
提
と
し
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
に

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
創
造
す
る
か

に
あ
る
。
E
C
の
統
合
と

は
、
経
済
、
通
貨
、
政
治
統
合
を
あ
ざ
す
プ

ロ
セ

ス
の
中

で
の
協
力
関
係

の
樹
動

に
よ
る
統
合
な

の
で
あ
る
。

国
家
益
か
ら
共
同
益
を
ど

の
よ
う

に
創
造
す

る
か
に
あ

る
。
単
純

に
国
家
機
構

の
超
国
家
機
構

へ
の
転
換

で
あ
る
と

い
う
認
識

で
は
な

い
。

も
ち
ろ
ん
E
C
加
盟
国

に
お
け
る
経
済
的
、
通
貨
的
益
権

の
構
造
的
委
譲
を
直

ち
に
超
国
家
的
機
構

へ
の
転
換
と
は
い
え
な

い
。
そ

れ
は
政
治
統
合
と
経
済
統
合

の

一
体
化

の
う
え

で
改
め

て
考
察

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題

で
あ
る
。

に
も
拘
ら
ず
、
新
E
C
論

の
中
心

的
課
題

は
、
市
場
統
合
を
制
度
的

に
保
障
す

る
通
貨
統
合

の
完
成

に
あ
る
と
思
う
。
九
〇
年
ヒ
月

に
当
時

の
西

ド
イ

ッ
は
旧
東

ド
イ

ツ
を
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統
合

す

る

に
あ

た

っ
て
経

済

力

に
お

い
て
五

分

の

一
の
格

差

を
も

っ
た

に
も
拘

ら

ず
、

敢

え

て
向

う
五
年

間

に
三

五
〇

〇
億

マ
ル
ク
を
発

行

し

て
も

旧
東

ド
イ

ツ
を

吸
収

し
、

賃

金
、

家
賃

、

地
代

に

つ
い

て

一
東
独

マ
ル
ク
対

一
西
独

マ
ル
ク

の
比
率

で
交

換

し

た

の
で
あ

る
。

も
ち

ろ

ん
通
貨

同

盟
後

の
公
定

交
換

率

は
二
対

一
で
あ

る
。

ド
イ

ツ
は
統

一
の
切

り
札

と
し

て
の
通
貨
統

合

を
前

提

に
し
た
市

場
統

合
を

企

図

し

た

の

で
あ

る
。

社

会
的

市

場
経

済
圏

の
も

と

で
は
、

も

し
通
貨

統

合

を
前

提

と

し
た
市

場
統

合

を
行

使

す
れ

ば
、

大

混
乱

が
お

こ

る
。
通

貨

の
問

題

は
、
す

ぐ
れ

て

}
国

主
権

の
問

題

で
あ

り
、
な

に
よ

り
も

、
そ

の
国

の
国
民

の
同

意

を
必

要

と
す

る
。
旧
東

ド
イ

ツ
は
、

「
市

民
革

命

」
後
、
西

ド
イ

ツ
の
政

治
制

度

に
合
意

し
、
統

合

さ

れ
、
通

貨
統

一
に
賛

成

し

た

の

で
あ

る
。

こ
れ

は
ド

イ

ッ
統

一
の
独

特

な

ケ

:

ス
で
あ

る
。

E
C
構

成

国

に
お
け

る
通
貨

統

合

と

は
次

兀
を

異

に
す

る
。

と

こ
ろ

で
問
題

を

進

め

よ
う
。

E

C
が

八
〇

年
代

後

半

に
な

っ
て
、
問
九

、
一年
統

合
」
を
精

力

的

に
進

め

た

の
は
、
な

に
よ

り
も
、

B
本

、

ア
メ
リ

カ

の
先

端
技

術
水
準

に
対

し

て
凱

ち
遅

れ

て
し

ま

っ
た

こ
と

に
あ

る
。

イ
ギ

リ

ス
、

ド
イ

ツ
、

フ
ラ

ン

ス
の
先
端

科
学

技

術

の
発

展

が
立

ち

遅

れ
、

E
C
全

体

と
し

て
、
科

学

技

術
政

策

を
推

進

し

な

い
限

り
、
…世
界

経
済

の
発

展

に
対

応

で
き

な

い
と
考

え

て

い
た
か
ら

だ
。

こ

の
点

は
、

一
九

八
〇

年
代

に
な

っ
て
、

景
気

回

復

過
程

の
中

で
、

E
C

の
失

業
率

は
平

均

.
一
%

で
あ

り
、
南

民

か

ら

の
厳

し

い
批
判

を

う
け

た

の
で
あ

る
。

加
盟

各
国

は
、
自

国

の
失

業
対

策

を

経
済

政

策

の
第

一
に
か

か
げ

な

け
れ
ば

な

ら
ず

、
西

ド
イ

ツ
を
除

い

て
E

C
益

よ

り

は
国

内
益

を
優

先

す

る
と

い
う

「
保

護

主
義

」

を
選

択

せ
ざ

る
を

え

な

か

っ
た
。

だ

が
E

C
委

員
会

は
、

E
C

の
市

場
統
合

に
と

っ
て
、

各
国

の
独

自

な

雇

用
政

策

は
、

E
C

の
市
場

統

合

の
実
現

を

お

く

ら
せ

る

こ
と

に
な

る
。

し

た

が

っ
て
E

C
委

員

会

は
、

八
〇

年
代

の
は

じ
め

の
不
況

対

策

だ

け

で
な

く

産
業

政

策

の
改
革

を

迫

ら

れ

た

の

で
あ

る
。

八

三
年

の
E

C

の

「
エ
ス
プ

リ
計

画

」

が

そ
れ

で
あ

っ
た

。

E

C

は
英

、

独

、

仏

の
科

学
技

術

を
統

合

し

て
、
世

界
経

済

に
対

応

す

る
と

い
う
も

の

で
あ

っ
た
。

さ
ら

に
八

三
年

三
月
、

E
C

は
、
経

済
政

策

の
日

標

を
、
雇

用
政
策

に
お

い
た
。

そ

れ

は
、
世

界

経
済

の
回
復

過

程

に
対
応

し

て
か
な

り

「
成
功

」

を
示

し

た
。

だ
が
景

気

回
復

は
、
雇

用

対

策

を

構

造

的

に
実

現

す

る

こ
と

は
不

可

能

で
あ

っ
た
。

そ
れ

は
、

一
九

八

六

、

八

七
年

の
E

C

の
経

済

政

策

の

一
面

に
表

現

さ

れ



た

。
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「
単

一
市
場
」
形
成
の
問
題
点

第

一
は
、
E
C
市
場
統
合

の
た
め

に
は
、
各
国

の
補
助
金
、
保
護
政
策
を

で
き

る
だ
け
廃
止
す
る

こ
と
、
関
税
ゼ

ロ
の
も
と

で
の
障
害

を

で
き
る
だ
け
取
り
除
く

こ
と
に
あ
る
。

第
、
一は
、
物
価

の
安
定
を
維
持
す

る
よ
う
に
金
融
、
財
政
政
策
を
調
整
す

る
こ
と

に
あ
る
。

第
三
は
、
E
C

の
共
通
政
策

の
も
と

に
、
雇
用

の
増
大
、
企
業
間
競
争
力
維
持

の
た
め

に
、
労
使
、
政
府
問

の
対
話
を
通
じ

て
政
策
を

調
整
す
る

こ
と
に
あ
る
。
当
時
E
C
経
済

の
難
問

は
、
景
気
拡
大

の
中

で
、
失
業
率
が
低
ド
し
な

い
こ
と

に
あ

っ
た
。

一
九
八
五
年

一
月

の
失
業
者
数

は

一
、
七
〇
五
万
人

で
あ

っ
た
。
雇
用
機
会

の
増
大
は
E
C
経
済
政
策

の
至
上
命
令

で
あ

っ
た
。

第

四
は
、
各
国

の
財
政
政
策

の
均
衡
を
図
る
た
め

に
財
政
赤
字
を
縮
小
す

る
こ
と

に
あ

る
。
周
知

の
こ
と
だ
が
、
E
C
自
体

の
財
政
赤

字
も
深
刻

で
あ

っ
た
。

E
C

の
財
政
は
、
加
盟
国

の
分
担
金

に
よ

っ
て
い
る
。
加
盟
国

の
財
政
赤
字
は
E
C

の
財
政

に
と

っ
て
も
深
刻

で

あ

っ
た
。

E
C
経
済

の
体
質

を
見
事

に
示
し

て
い
る
。

E
C
の
財
政
収
入

は
、
各
国

の
付
茄
価
値
税

の

一
・
四
%
を
上
限
と
し
て
、
毎
年

決
め
ら
れ

る

一
定
比
率

の
各
国
拠
出
金

が
全
体

の
半

分
を
占
め
、
残

り

の
半
分
を
域

外
か
ら

の
農
産
物
輸
入
課
徴
金
、
砂
糖
賦
課
金

に

よ

っ
て
あ

て
ら
れ

て
い
る
。
支
出

面
を
み
る
と
、
農
業
共
通
政
策
費
、

と
く

に
農
産
物
価
格
支
持
制
度

に
よ
る
買

い
と
げ
費
、
貯
蔵
費

な

ど
農
民

に
対
す

る
補
助
金

が
約
六

〇
%
以
上
を
占
め
た
。

そ
の
他

は
、
共
通
社
会
政
策
、
地
域
政
策
、
開
発
協
力
、

E
C
理
事
会
、
委
員

会
、
本
部
維
持
費

に
あ

て
て
い
る
。
と
く
に
ブ
リ

ュ
セ
ル
の
E
C
本
部

の
専
門
家
、
技
術
者
、
職
員
な
ど
の
待
遇
を
み
る
と
、
外
交
官
待

遇

で
あ
り
、

E
C
統
合

の
頭
脳
を
形
成
し

て
い
る
。
だ
が
E
C
の
財
政

は
、
八
五
年
以
降
毎
年
四
〇
億
E
C
U
か
ら
五
〇
億

E
C
U
の
赤

字
を
だ
し

て
い
る
。

こ
の
た
め

に
も
、
九

.
一年

E
C
市
場
統
合
を
成
功

さ
せ
、
財
政
赤
字

の
解
消
を
図

っ
て
い
る
。
だ
が
世
界

の
景
気
変
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動

に
左
右
さ
れ

る
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

E
C
当
局

は
、
加
盟
国

の
財
政
が
黒
字

に
な
る

こ
と
、
E
C
財
政
を
健
全
財
政

に
転
換
す

る
こ
と

に
あ

る
。
だ
が
そ
の
方
策
を
目
パ体
的

に
示
し

て
い
な

い
。

第
圧
は
、
加
盟
国

の
国
内
需
要
と
輸
出
需
要

の
増
大
を
政
策
的

に
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

に
あ
る
。
「
E
C
白
書
」
の
公
刊

の
翌

年

に
あ
た
る
八
六
年

に
は
、
E
C
全
体

の
経
済
動
向
を
み
る
と
、
民
間
消
費
、
設
備
投
資
を
中
心
と
し
た
内
需
主
導
型

の
経
済
成
長

で
、

民
間
消
費

は
前
年
比
三

・
九
%
増

に
な

っ
て
い
る
。
総
固
定
資
本
形
成
も
、
対
前
年
比
三

・
四
%
増

に
な

っ
た
。
同
年
に
は
、

一
次
産
品

価
格

の
低
ド
、
原
油
安

な
ど
に
よ

っ
て
貿
易
収
支

は
E
C
発
足
以
来
初
め

て
の
黒
字
を
記
録
し
、

そ
れ
に
伴

っ
て
、
経
常
収
支

の
黒
字
幅

も
約

五
〇
〇
億

ド
ル
に
達
し
た
。

E
C
は
、

こ
の
時
点

に
お

い
て
九
.
一年
E
C
市
場
統
合
化
を
進
め
る
状
況
を
作

っ
た

の
で
あ
る
。
だ
が

そ
れ
は

一
時
的

で
あ

っ
た
。

第
六

は
、
加
盟
国
各
中
央
政
府
と
地
方
自
治
体
が
、

い
つ
れ
も
公
共
投
資

の
増
大

を

は
か
り
、
地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
を

図

っ
た
点

に
あ

る
。

⑥

「
単

一
市
場
」

の
課
題

こ
う
し
た
八
〇
年
代
後
半

の
E
C
は
、
世
界
経
済

の
景
気
回
復
過
程

の
中

で
、

E
C
経
済
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点

に
直
面
し

つ
つ
、

活
性
化

さ
せ
た
。
も
ち

ろ
ん
長
期
的

に
は
停
滞
傾
向

に
あ

っ
た
に
も
拘
ら
ず

E
C
は
、
七
〇
年
代
後
半
、
八
〇
年
代
前
半

の
経
済
動
向

を

み
る
限

り
、
長
期
不
況

の
巾

で
、

つ
ね

に
活
性
化
政
策
を
試

み
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
八
五
年
六
月
、

E
C
委
員
会
は
、
E
C
加
盟

国

の
平
均
成
長
率

が
低

い
こ
と

(当
時
の
西
ド
イ
ツ
は
高
い
)、
失
業
率

が
高

か

っ
た

こ
と
、
農
民

に
対
す

る
過
大

な
補
助
金
政
策

の
こ
と
、

日
本
、
米
国
そ
れ
ぞ
れ
の
多
国
籍
企
業

に
比
較
し

て
E
C
企
業

の
競
争
力
が
弱

い
こ
と
、

と
く

に
先
端
技
術
産
業

に
お

い
て
、
米
国
、

日

本

の
同
種
産
業

の
競
争
力

に
蹉
ち
遅
れ
た

こ
と
な
ど

に

つ
い
て
ど

の
よ
う

に
克

服
す

る
か
を
問
わ
れ

た
。
と
く

に
先
端
産
業

に
お

い
て
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は
、

E
C
系

企
業

の
技

術

そ
れ
自
体

の
塑
遅

れ

で
は
な

く
、

研
究

開
発

と
実
務
的

企
業

と

の
関
係

が
相

対
的

に
臼
立

し

て

い
た

こ
と

に
あ

る
。

つ
ま

り

「
産

学
協

同
}
化

の
日
本

と

E
C

と

の
違

い
を

ど
う

す

る
か

に
あ

っ
た
。

さ
ら

に
域

内

の

「
自
由

化

」

の
推
進

に
あ

た

っ
て
、

依

然

と

し

て
E
C
委

員

会

の
権

限

が
弱

く
、

ど

う

し

て
も

各
国

の

「
保

護
主

義
」

が

不
況

に
な

る
と
、

前
面

に

で

て
く

る
。

「市

場
統

合

」

は
、

資

本

の
論

理

を
原

則
的

に
貰
徹

し

な
が

ら
も

、
各

加

盟
国

に
お

け

る
保

護
主

義
的

な

分
野

を

も

た
ざ

る
を

え
な

か

っ
た
。

し

た
が

っ

て
自

由

な

市
場

機
能

の
展
開

に
と

っ
て
妨

げ

と
な

っ
て

い
る
既

存

の
国
境

規

制

が
改

め

て
問
題

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
こ
に
は
、

E

C

の
憲

法

で
あ

る

ロ
ー

マ
条

約

を
、

加

盟
各

国

は
畷

応
し
た

に
も
拘

わ
ら

ず
、

半
ば

国
益

優

先

の
経
済

政
策

を

選
択

し

て
い
た

の

で
あ

る
。

だ

か

ら

こ
そ
、

E
C
委

員

会

は
八
五
年

六
月

に

『
域
内
市

場

完
成

に
向

け

て
」

を

提
出

し

た

の
で
あ

る
。

そ
れ

は
、

現
実

に
進

行

し

て
い

る
市

場
解

放

を

み

て
も
、

前
述

し

た

よ
う

に
、

E
C
全

体

と

し

て
統

一
し

た
市

場

が
形
成

し

つ

つ
あ

る

が
、

不

況

や
個

々

の
企

業

の
イ

ン
タ

レ

ス
ト
の
錯
綜

の
中

で
、

加

盟
各

国

は
国

益

を
優
先

せ
ざ

る
を

え

な

い
。

つ
ま

り
E
C

は
、

加
盟

国

間

の
関
税

が

ゼ

ロ
で
あ

っ
て
も

、

モ

ノ
、

サ

ー
ビ

ス
の
域

内
臼

由

移
動

を

妨
げ

て
い
る
非

関

税
障

壁

が
存

在

し

て
い
る
。

例

え
ば
基

準

認

証

に

つ
い
て
み

る
と
、

通
信

機

器
、

自
動

車

、
食

品

、
医

薬

品
、
建

築

材
料

な

ど

に

つ
い

て
加
盟

国

間

で
大
き

な
違

い
が
あ

る
。

通
信

機

に

つ
い

て
も
英

・
仏

間

で

の
基
準

が
違

い
、

E

C
全
体

と
し

て
そ

の
障

害

コ
ス
ト
は
三
〇

億

E

C
U

か
ら

五
〇

億

E
C

U
と
計

算

さ

れ

て

い
る
。

共

通

に
基

準

化

す

れ
ば

一
〇

%

か
ら

二
〇

%

の

コ
ス
ト
節
約

が

で
き

る
と

い
わ

れ

て

い
る
。

自

動
車

の
排

出

ガ

ス
規
制

に

つ
い
て

も
、

オ

ラ

ン
ダ

が
厳

し

く
、

フ
ラ

ン

ス
は
緩

和

さ
れ

て
い
る
。

ま

た
西

ド
イ

ッ
で
は

シ
ー

ト
な
ど

の
内

装

に
は
不
燃
性

材

料

が
必
要

で
あ

る

が
他

の
国

で
は

そ

の
必

要

性
を

認

め

て
い
な

い
。

E
C
当

局

に
よ

る
と
、
自

動

車

の
障
害

コ
ス
ト
は

二
六

億

E

C
U

で
、
売
上

高

の
五

%

に
相
当

す

る
。

こ
の

コ
ス
ト
を
減

ら

せ
ば

、
E

C
加

盟
国

聞

の
自
動

車

の
輸

出
入

は
増

大

し
、
雇

用
効

果
を

あ

げ

る
と

い
う

の

で
あ

る
。

医

薬

品

に

つ
い

て
も
各

国

の
基

準

が

ま
ち

ま
ち

で
あ

る

の

で
共
通

基

準

を
設
定

す

る

こ
と

が
迫

ら

れ

て
い
る
。

政
府

が

調
達

す

る
公

共
事

業

に

つ
い
て
も

統

一
さ
れ

て
い
な

い
。

一
九

八
六

年

の
加
盟

各

国

の
政

府

の
調
達

額

の
割

合

は
、

一
五

%

に
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な

る
が
、

公
開

入

札

に
付

さ
れ

て
い
る
割
合

は

二
%

に
す
ぎ

な

い
。

電
気

通
信

、

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

運
送

、
水

道
等

の
分

野

の
政

府

調
達

を

統

一
す

れ

ば
、

よ

り
効
率

的

に
な

る
と

い
う

の

で
あ

る
。

さ

ら

に
金
融

サ

ー
ビ

ス
に

つ
い
て
み

る

と
、

E
C
域

内

に
お

い
て
は
資
本

の
自

由

化

が
進

み
、

銀
行

、

保
険
会

社

の
設

置

は
自
由

で
あ

る
が
、

イ

タ
リ

ア
、

ス
ペ
イ

ン
で
は
国
内

銀

行

の
買
収

が
制

限

さ
れ

て
い
る
。

外

国

か

ら

の
預
金

引
受

け

や
証
券

取

引

が
制
限

さ
れ

て
い

る
。

と

こ
ろ
が
最
近

で
は
、

銀

行

が
国
境

を
越

え

て
で
き

る
業

務

を
拡

大

し

て
い
る
。
例

え
ば
銀

行

と

証
券

の
双
方

の
業

務

が

で
き

る
新

し

い

タ
イ
プ

の
銀
行

を
育
成

す

る

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

同
時

に
八

五
年

以
降

、
域

内

の
銀
行
業

務

の
制

限

も
か

な

り
撤

廃

さ

れ
、
外

国

資

本

の
流

入

も

か
な

り
緩

和

さ
れ

て

い
る
。

E
C
委

員
会

は
、
金

融

の
自

由
化

を
妨

げ

て
い
る

こ
と

に
よ

る

コ
ス
ト
負
担

は
、

二

二
〇
億

E

C

U

で
、

各
国

の
平
均

コ

ス
ト

の

一
〇

%

に
あ

た

る
。

ま

た
陸
運

、

サ
ー

ビ

ス
に

つ
い

て
み

る
と
、
各

種

国
内

免
許

の
必

要
性

、

参
入

規
制

、

価
格

規
制

、

非

居
住

運
送
業

者

の
引
受

け

禁
止

等
を

ど

の
よ
う

に
調
整

す

る
か

の
課
題

が

あ

る
。

E
C
加

盟
国

の
税

関

の
検

問
所

で
運
送
業

者

が

規
制

さ
れ
、

そ

の
遅

れ

の

コ
ス
ト
が
約

四

・
二
億

E
C

U

か
ら
約

八

億

E
C

U
と

い
わ
れ

て
い
る
。

こ
の

コ
ス
ト
節

約

が

で
き

れ
ば
、

輸

送
費

は
低

く
な

る
と

計
算

し

て

い
る
。

そ

の
分

物
価

を
低

下

さ
せ

る
と
構

想

し

て
い
る
。
例

え
ば

貨
物

輸
送

に

つ
い
て
み

る
と
、

貨

物
車

が

一
二
〇

〇

キ

ロ
の
行

程

を
運
送

す

る
場
合

、

一
方

は

イ
ギ

リ

ス
内

の
輸

送

時
間

は

三
六
時

間

か
か

る
が
、

ロ
ン
ド

ン
か

ら

ミ

ラ

ノ

へ
の
運
送

を

す

る
所

要
時

間

は

五
八

時

間

か

か

る
。

こ

の
二

つ
の
市

場

間

の
運

送

コ
ス
ト

の
差

は
五

〇

%
以

上

に
な

る

と

い

う
。

九

.
一年

に
日
本

の
資

本

と
技
術

者

と
共

同

で
掘

削

し

た

ド

ー
バ

ー
海
底

ト

ン
ネ

ル
、

い
わ

ゆ

る

ユ
ー

ロ
ト

ン
ネ

ル
が
完

成

し
、

輸

送

時
間

が
短

縮

さ

れ

る
と

し

て
も
、

そ

の

コ
ス
ト
費

は

三
〇

%

に
な

る
。

こ
の
点

か

ら
陸

運

・
サ

ー
ビ

ス
の
合

理
化
を

行

い
、

E

C
内

の
運

送

コ
ス
ト
を
統

一
す

れ
ば

、

か
な

り

の

コ
ス
ト
節

約

が

で
き

る
。

付
加

価
値

税

を

み

て
も
、

こ

の
点

は
加

盟

国

の
国
民

の
判

断

に
よ

る
が
、

現
実

に
加
盟
国

内

で
、

き

わ
あ

て
多
様

性

を
も

っ
て
い
る
。

日
本
人

の
消

費
税

感

覚

か

ら

い

っ
て
も
、
E
C

は
高

付

加
価

値

税

を
採

用

し

て
い

る
。
も

ち

ろ
ん
、
福
祉

に
対

す

る
考

え
方

が
違

っ
て
も
、
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か

な

り

の
高
付

加

価
値

税

で
あ

る
。

一
九
九

二
年
現

在
、

標

準
税

率

で
、

付
加

価

値
税

を

み

る
と
、

ベ

ル
ギ

ー

一
九
%

、

デ

ン

マ
ー

ク
、
一

二

%
、

ド
イ

ツ

一
四
%
、

ギ

リ

シ

ャ

一
八

%
、

ス
ペ
イ

ン

一
二
%
、

フ
ラ

ン

ス

一
八

・
六

%
、

ア
イ

ル
ラ

ン
ド
、
一11
%

、

イ

タ
リ

ア

一
八

%
、

ル

ク

セ

ン
ブ

ル
グ

一
一
一%
、

オ

ラ

ン
ダ

、
一〇

%
、

ポ

ル
ト
ガ

ル

一
六

%
、

イ
ギ

リ

ス

}
七

%

で
あ

る
。

こ
う
し

た
多
様

性

を

も

っ
た

付

加

価
値

税

を

ど

の
よ

う

に
共

通
性

を

も

た

せ

る
か

で
あ

る
。
税

徴
収

権

は
、

い
う

ま

で
も
な

く
加

盟

国

の
t
権

の
問

題

で
あ

る
。
客

観

的

に

み

て
、
共

通

付
加

価
値

税

は

一
四
1

一
六

%

に
お

ち

つ
く

の

で
は

な

い
か
。

も

ち

ろ
ん
高
付

加

価

値

の
国

へ
の
E
C
共

通
財

政

で
平

準

化

す

る
ま

で

に
援
助

を

す

る

こ
と

は
当
然

の

こ
と

で
あ

る
。

新

E

C
論

を
展

開
す

る

に
当

っ
て
そ

の
根

本

問
題

は
、

加

盟
国

の
市

民

の
税

金

の
実

質
公

平

化

で
な

け

れ
ば
な

ら

な

い
。

『
E
C
白

書
』

に

は
、

こ
の
点

の
分
析

が
欠

落

し

て
い

る
と

い

っ
て
も

よ

い
で
あ

ろ
う
。

E

C
委

員
会

で
は
、

付
加

価

値
税

を

一
四
%
か

ら

.
一〇

%
、

四

%

か

ら
九

%

の
.
一
つ
の
税
率

ゾ

ー

ン
を

提
案

し

て

い
る
が
、

や

は
り
加

盟

国
市

民

の
付

加
価

値

税

に
対

す

る
意

見

を
き

き
、

複

雑

な
利

害

関
係

を
調
整

す

べ
き

で
あ

ろ

う
。

物

品
税

の
統

一
を

ど

う
す

る
か

の
問
題

も
あ

る
。

租

税
問

題

は
、

加

盟
各

国

の
市

民

の
参

加

に
よ

っ
て

決

定

す

べ
き

で
あ

ろ

う
。

こ

の
点

は
、
新

E

C
論

の

ア
キ

レ

ス
腱

で
あ

る
。
市

民

参
加

に
基

づ

く

E

C

市
場

統

合

を

実

現

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、
本

物

の
単

一
市
場

が

で
き

あ

が

る
と
考

え

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

こ
う
し

て

一
九

八
互

年

の

『
域
内

市

場

白
書

』
、
八
八

年

の

『
E
C

白
#

』

に
流

れ

て
い
る
経
済

思

想

は
、
E

C
単

一
市
場

の
確
立

を
妨

げ

て

い
る

「基

準

忍

証
」
「
政
府

調
達

」
「
サ
ー
ビ

ス
規
制

(金
融

・
運
輸
な
ど
こ

「
税

率

の
相
違

」
を

ど

の
よ
う

に
共

通
化

す

る
か

に
あ

る
。

す

で

に
.
↓八
〇

項

目

の
う

ち
ヒ
○

%

を
批

准

承

認

し

て

い
る
と

い
う

が
、

加
盟

各

国

の
社
会

、

経
済

、

政
治

の
諸

条
件

に
規
制

さ
れ

る

で

あ

ろ
う
。

た
し

か

に
E
C
委

員
会

は
市
場

統

合

を
完

成

さ

せ

る
た
め

に
、

ロ
:

マ
条

約

を
改

正

し

た

の
が
八

ヒ
年

し
月

の

『
欧

州
単

一
議

定
書

』
(。。
ヨ
αQ
δ
国
霞
。
℃
Φ磐

〉
。
こ

=
ζ

お
。。ご

で
あ

っ
た
。
こ

の
議
定

書

に
は
、
単

一
市

場
確

壷

の
た

め

に
、
加

盟
国

の
政
治

的

協
力

が
必

要

で
あ

り
、

五

八
年

の

ロ
ー

マ
条

約

に
お

け

る
全

会

一
致

制

の
踏
襲

を
大

き

く
変

更

し

た
。

そ
れ

は
出

発
時

点

の
六

か
国

か

ら
今

日

一
.
一
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か
国

に
な

り
、

全
会

一
致
制

を

採

用
す

る

こ
と

が
無

理

に
な

っ
た
か

ら

で
あ

る
。
単

一
市
場

を

完
成

す

る

た
あ

に
は
、

ど
う

し

て
も
政

治

的
妥

協

が
必
要

に
な

る
。

し

た
が

っ
て
こ

の
議
定

書

は
、

従
来

の
全
会

一
致
方

式

か

ら
特
定

多

数
決

方
式

を

採
用

し

た
。

ち

な
み

に
閣
僚

理
事

会

の
定
員

は
七

六

で
、

ド
イ

ツ
、

フ
ラ

ン

ス
、

イ
ギ

リ

ス
、

イ

タ

リ

ア
が
各

一
〇

人
、

そ

の
国

力

に
応

じ

て
二
人

か

ら
八

人

を
選
出

し
、

特

定

多
数

決

の
場

合

は
、

成
立

に
最
低

七

〇

%
以
上

、

つ
ま
り

五

四
票

を
必
要

と
し

た
。

さ
ら

に

こ
う

し

た
前
提

で
、

通
貨

政

策
、

地
域

政

策

、
社

会
政

策

、

環
境

政
策

、
科

学

技
術

政

策

の
五

つ
の
政
策

部

門

を
設
立

し
た
。

こ
う

し
た
部

門

に
お

け

る
政
策

決
定

過

程

を

ふ
ま

え

た
政
策

を
決

定

す

る

と
き

は
、
多

数

決
方

式

を
採

用

す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

た

し

か

に
九

二
年

の
単

一
欧

州
市

場

が
完

成

す

る
と
、

人

口
は
三
億

、
一、

。
.○

○
万

人

で
あ

り
、

E

C

の
G

D
P
合

計

は

四
兆
六

〇
〇

〇

億

ド

ル
で
あ

り
、

文

字

通

り

「
ヨ
!

ロ

ッ
パ
合

衆

国
」

が

で
き

る

か
も

し

れ
な

い
。

そ
れ

は
平
坦

な
道

で
は
な

い
。

恐

ら
く
、

九

二
年

末

で
、

七

〇

%

の
非

関

税
障

壁

を
打

破

す

る

こ
と

で
精

一
杯

で
あ

ろ
う
。

八

七
年
議

定

書

で
は
、
統

合
完

了
時

点

で
、

加
盟

各
国

が
批
准

で
き

な

い
と
き

は
延
期

す

る

こ
と

も

あ
り

う

る
と
書

い

て
あ

る
。

当
然

の

こ
と

で
あ

る
。
恐

ら
く
非

関
税

障
壁

を
打

破

す

る

た
あ

に
は
、

九

〇
年

代

前
半

は
か

か

る

で
あ

ろ
う
。

そ
れ
が

E

C

の
理
念

な

の
で
あ

る
。

目
標

を

か
か
げ

て
は
、

そ
れ

に
ど

の
よ

う

に
立

ち
向

か

う

か

が

E
C

の
統
合

理
念

な

の

で
あ

る
。

こ
の
点

を

画

一
的

に
う
け

と
め

て
は
な

ら
な

い
。

八

五
年

に
E

C
委

員

会

は
、

九

.
一年

末

の
統
合

完

了
時

の
経
済

効

果
を

予

測
し

た
。

例

え
ば

E

C
全
体

の
G
D

P
総

額

は
、

四

・
.
]五

%

か
ら
六

・
五
〇

%

に
な

り
、

物

価

は
六

%
低
下

し
、
雇

用

吸
収

力

は
、

.
一〇
〇

万
人

か

ら
六

〇
〇

万
人

に
な

る
と
想

定

し
た
。

だ

が

そ

れ

は
計

量
的
推

定

で
あ

っ
て
、
現
実

に
は
、
G

D
P

の
総
額

は
、

そ

の
、
一分

の

一
で
あ

り
、
物
価

は
平

均

三
%
低

下

し

、
雇

用
吸
収

力

は
、

不
況

に
直

面

し

、
一〇

〇
万

人
程

度

で
あ
り

、

こ
れ

に
は

ド
イ

ツ
統

一
の
予

測
、

環
境

保

全
予

測

な
ど

が
計
算

に
入

れ

て
な

い
の

で
当

然

の

推
計

で
あ

っ
た
。

現
実

に
予
測

は
は

ず
れ

た
。
世

界

経
済

の
動

き
を
計

算

に
人
れ

な

か

っ
た
か

ら

で
あ

る
。

問
題

は
、

予
測

が
違

っ
て
も
、

加
盟

国

が
市
場

統

合

の
完

成

に
向

け

て
努
力

す

る

こ
と

に
あ

る
。
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ω

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条
約

の
前
提

と
難

問

一
方

、

E

C
市

場
統

合

は
、

通
貨

統

合

、
政

治
統

合

と
連
動

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

そ

の
完
成

度

が

明
ら

か

に
な

る
。

と
く

に
政
治

統

合

は
、

加

盟
各

国

の
E
C

統
合

へ
の
政

治
的

関

心
度

に
規
制

さ
れ

る

と

い

っ
て
も

よ

い
。

加

盟
各

国

の
政

府
代

表

は

い
ず

れ
も
市
場

統

合

に
合

意

し
、

い
ま

そ

の
推
進

に
向

か

っ
て

の
政

治
条

件

づ

く

り
を
展

開

し

て
い
る
。

他

方

西
欧

の
政
治

地

図

は
、
全

体

と

し

て
E

C
統
合

へ
の
歩

み
を
着

実

に
進

ん

で
い
る
方

向

に
塗

ら
れ

つ

つ
あ

る
。

に
も

か
か

わ
ら

ず

部

分
的

に
E

C
反

対

の
勢

力

も
台

頭

し

て
い
る
。

九

二
年

三
月

下

旬

の

フ
ラ

ン

ス
の
地

方

選
挙

に
お
け

る
右

翼

の
人
幅

の
進

出
、

四
月
上

旬

の
イ

タ

ーー

ア

の
総

選
挙

に
お
け

る
右

翼

の
台

頭

な

ど

み
ら

れ
た

だ

け

で
な
く

、

ド
イ

ッ
南

西
部

の
現
代

産
業

を
支

え

る

ハ
イ

テ
ク
地
帯

と

い
わ

れ

る

バ

ー

デ

ン

・
ビ

ュ
ル

テ

ン
ベ

ル
ク
州

で
は
、
与

党

キ

リ

ス
ト
教

民
セ

同

盟

が

「手

痛

い
打

撃

」
を

う

け
、
外

国

人
排

斥

を
†

張

す

る
右

翼

政
党

が

一
〇

%

を
超

す

得
票

率

を

あ
げ

、

州
議

会

に
お
け

る
第

三
党

に
進
出

し

た
。

さ

ら

に
九

一
年

末

、

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
、

オ

ー

ス
ト

リ

ア
、

ベ

ル
ギ

ー
な
ど

の
選
挙

で
も
、
国

家

主

義
的

政
党

が
増
加

し

て
い
る
。

こ
う
し

た
政

治

状
況

は
、
E
C
統

合

に
と

っ
て

マ
イ

ナ

ス
に
な

っ
て
い
る
。
ま

た

こ
う
し

た
傾

向

は
、
「
冷
戦

構

造

が
な

く
な

っ
た

こ
と

の
副

産
物

で
も

あ

る
。

欧

州

の
分

断

が
解
消

さ
れ

た

こ
と
臼

体

は
歴

史
的

な

成

果

だ
が

、
西
欧

社

会

は

い
わ

ば
必
要

な

コ
ス
ト
と

し

て
、

こ
れ

か

ら

の
排
外

セ

義

の
克

服

に
力

を
注

が
な

け
れ

ば

な

ら
な

い
。

西
欧

社
会

で
も
、
冷
戦

時

代

の
発

想

を

こ
え

る
新

し

い
政

治

体
制

が
求

め

ら
れ

て

い
る
」

(「朝
B
新
聞
」

一
九
九

.
、
・
四

・
九

・
「社
説
」)

と
。た

し

か

に
西

欧

の
課
題

は
、
統

合

へ
の
前

進

と
加

盟
国

内

に
お

け

る
排

外

圭

義
を

ど

の
よ
う

に
克

服

す

る
か

で
あ

る
。

E

C

の
原

理

が

国

境

を
越

え

た

E
C

市
民

共

通

の
人

権

を
守

り
、

モ

ノ
、

ヒ
ト
、

サ

ー
ビ

ス
の
交

流

を
進

め

て
い

る
以
上

、
各

国

の
国
家

主

義

、
排
外

主

義

は
、

E
C

の
原

理

に
逆

行

す

る
。
今

後

、

こ
う
し

た
課

題

に
対

し

て
加

盟
国

の
政
権

政

党

が
ど

の
よ

う

に
取

り
組

む

か

で
あ

る
。
す

で
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に
E
C

は
、

労

働
力

の
自

由

移

動

を
認

め

て

い
る
以
ヒ

、
今

後

各
加

盟

国

間

に
お

け

る
労

働

力
移

動

は
増

加
す

る
。

そ
れ
ば

か

り

で
な

く

東
欧

が

E
C

に
加
盟

す

る
と
す

れ

ば
、

安

い
労

働

力

が
流

入

し
、

こ

の
問
題

に
対

し

て
ど

の
よ
う

に
対
応

す

る
か

も
迫

ら

れ

て
い
る
。

す

で
に
統

一
し

た

ド

イ

ツ
を

み

て
も

、

旧
西

ド
イ

ツ
の
経
済

援

助
を

通

じ

て
旧
東

独

の
復

興

が
部

分
的

に
み

ら
れ

る
も

の

の
、
東

欧

か
ら

の

ド
イ

ツ

へ
の

[
難

民

」

が

四
C

万
人

に
達

し

て

い
る
。

こ
れ

に
反

対

し

て

い
る
民

衆

が
右
翼

化

し

て

い
る
。

外
国

人

問
題

に
対

し

て
E
C

の
基

本

方
針

が
決

ま

っ
て
お

り
、

一
方

で
歓

迎

さ

れ

て
い
る
が
他

方

で
新

し

い
民
族

感
情

も

お

こ

っ
て
い
る
。

こ

の
民
族

感
情

を

ど

の
よ

う

に
解

決

す

る
か

は
、

当
事

者

同

志

の
民
族

の
対
疏

感

情

を

ど

の
よ

う

に
解

消

す

る
か

に
あ

る
。

そ

の
基
本

解

決

課
題

は
、

歴
史

的
条

件

を
踏

え

た
社
会

的

条
件

、

経
済

的

条
件

の
充
実

で
あ

る
,

E

C

の
難

民
政

策

の
基

本

政
策

は
、

対

発

展
途

土

国
援

助
政

策

の

一
環
と

し

て
展
開

さ

れ

て
き

た
。
例

え
ば
、

E
C

は
、

A
C

P
諸
国

に
お
け

る
難

民
問

題

の
原

因

を
、

内

乱

、
戦

争
、

迫

害

、
圧

制
、

人
権

侵

害

、
自

然
災

害

の

い
ず

れ

か
、

あ

る

い
は

こ
れ
ら

の
原
因

の
組

合

せ
と

し

て
う
け

と

め

て

い
る
。

こ

の
た

め

に
、
食

糧

、
水

、

医
療

、

住
宅

(避
難
所
)
の
提
供

に
あ

る
と
考

え

て

い
る
。

最
近

の
E

C

は
、
難

民
援

助

を
、

開

発
援

助

戦

略

の

一
環

と
し

て
大

局
的

に
と

ら

え

る

ア
プ

ロ
ー
チ
を

採
用

し

て

い
る
。

ド
イ

ツ
に
お

け

る
東

欧

か

ら

の
難

民
対

策

は
、

こ

の
条

件

と

は
違

っ
て
い

る
よ
う

で
あ

る
が
、

基
本
的

考

え
方

は
共

通
し

て
い

る
。

E
C

は
、

難

民
問

題

に
対

処
す

る
際

の
基
本

前

提

を
、

難
民

の
社

会

緩

和

を
難

民
受

け

入

れ
国

の
開

発
発

展

の

一
環

と

し

て
と
ら

え

て
い
る
。

難

民
を

単
純

に
救

済

す

る

の
で
は
な

く
、

そ

の
地

域

住
民

の
共

同
体

と

し

て
受

け
入

れ
、

経
済

的

条
件

の
充
実

だ

け

で
な
く
、

教

育

と
技

術

を
与

え

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

自
立

す

る
条

件

を
作

り
、

か

つ
、
彼

ら
が
、

そ

の
地

域

に
根

づ

く

こ
と
を

期
待

し

て
い
る

よ
う

で
あ

る
。

だ

が
そ

う
し

た
負

担

は
、

そ

の
国

の
市

民

の
税

金

に
よ

っ
て
碍

配

分

さ
れ

る

の
で
あ

る
か

ら
、

そ

の
市
民

の
協
力

と
連
帯

を
必

要

と
し

て
い
る
。

わ

た

く

し
な

り

に
整

理
す

れ

ば
、

自
凱

、

連
帯

、

参

加

に
よ
る
難

民
対

策

で
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

こ
う
し

て
、

几

二
年

南
場

統

合

は
、

八

五
年

時

点

の
状
況

と

異
な

っ
て

い
る
。

ソ
連

の
解
体

、

東
欧

の
市

民
社

会

化

の
中

で
、
全

欧
市
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民

は
E
C

の
経
済

発

展

を
期

待

し

て
い

る
。

し

た

が

っ
て
E
C

に
と

っ
て
東
欧

、

C

I
S

対
策

が
新

し

い
問
題

と
な

る
だ

け

で
な

く
、

そ

の
た

め

の
E
C
市

民

の
経

済
協

力

を
必

要

と

す

る

で
あ

ろ
う
。

こ
う

し
た
問

題

を
内

包

し

つ

つ
、

E
C
市

場
統

合

を

考

え

る

べ
き

で

は
な

か

ろ
う
か
。

八

五
年

の
E

C
市

場
統

合

は
、
E

C
市

場
圏

に
お

け

る

E
C
系
多

国

籍

企
業

間

の
市

場
獲

得

を

め

ぐ
る
競
争

で
あ

る
と

同
時

に
、
米

国

、

日
本

の
そ
れ

ぞ

れ

の
多

国

籍

企
業

の
参

入

と
同

時

に
、

E
C
系

資
本

と

の
競
争

を
活

発

化

さ

せ

る
。

市
場

統
合

は
・
国

際
資

本

の
競

争

と

協
力

関

係

を
通

じ

て
、

E

C
市

民
社

会

を
構

築

す

る
と

い
う
新

し

い
市
場

統

一
を
通

じ

て
、

新
し

い
E
C

の
社
会

秩

序

を
ど

の
よ
う

に
作

る
か

で
あ

る
。

E

C
市
場

統

合

の
中

で
、

E
C

は
、

企
業

競
争

の
激

烈

な
展
開

を

通

じ

て
、

雇
用

吸
収

を

図
り
、

企

業
経

営

の
民

セ
k
義

を
定

着

さ
せ

る
と

同
時

に
、
市

民

社
会

に
対

し

て
企
業

の
貢

献

を

ど

う
す

る
か

を
問

わ
れ
、

新

し

い
秩

序

作

り
を

求

め
ら

れ

て
い
る
。

E

C
統

合

は
、

多

様
性

を

も

っ
た
万
華

鏡

の
世

界

を
構

築

す

る

ひ
と

つ
の
実

験

で
は
な

い
か

と
思

う
・

三

マ
ー

ス
ト

リ
ヒ

ト
条

約

の
理

念

と

現
実

ω

欧

州
連
合

の
政
治

学

オ

ラ

ン
ダ

の

ハ
ー
グ

の
郊

外

に
あ

る
静

か

な

ま
ち

で
あ

る

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ

ト

(竃
窓
ω
臨

魯

じ

で
、

一
九

九

一
年

}
二
月

九

日

か
ら

一
二

日

に
か

け

て
E
C

曽
脳
会

議

が
も

た

れ

た
。
そ
れ

は
八

九
年

秋

の
東

欧

、市

民
革

命

」
、
ド
イ

ツ
統

一
の
激

動

の
時

代

か

ら

二
卜

}
世

紀

を

睨

ん
だ

新

し

い
全
欧

の
秩

序

作

り

の
第

一
歩

を

示

し
た

画
期

的

な
会

議

で
あ

っ
た
。

わ

た

く

し

は
、

こ

の
首
脳

会

議

で
、
国

家

を
超

え

る

歴
史
的
実
験
と
な
る
E
C
憲
苧

・
↓

条
約

の
改
正

に
合
意
し
た
点

を
評
価

し
た

い
。

そ
の
骨
格

は

㎞
西
欧
同
盟
」
と

通

貨
統
合

」

に
あ

っ
た
。
政
治
面

で
は
、
欧
州

の
共
通
外
交

・
安
全
保
障
政
策
を
導
入
し
、
欧
州
独
n

の
防
衛

の
体
制
作

り
に

一
歩
踏

み
出
し
た
点

に

あ

る
。

そ
れ
は
米
国
中
心

の
世
界
秩
序
作

り

へ
の
批
判
を
秘

め
た
内
容
を
も

っ
て
い
た
。

西
欧
九
か
国

の
軍
事
調
整
機
関

で
あ
る
西
欧
同
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盟

(W
E
U
)
が
新

し

い
欧

州
安
全

保

障
体

制

の
受

け

皿
と

し

て
浮
上

し
、
「
欧

州
軍

」
創

設

の
検

討

に
入

る

こ
と

に
な

っ
た
。
す

で
に
米

国

は
、

こ
れ

に
対

し

て
米

軍
主

導

の
北

大

西
洋

条

約
機

構

(N
A
T
O
)
と

の
調
整

を

主
張

し

て
い

た
が
、
西

欧

同
盟

は
冷

戦
下

の
N

A
T

O

の
限

界

を

こ
え
、

新

し

い
欧

州
秩

序

づ

く

り

の

一
環

と

し

て
位

置
づ

け

て
い

る
と

こ
ろ

に
特
色

が

あ

る
。

つ
ま
り
冷

戦
終

結
、

旧

ソ
連

邦

の
解
体

に
よ

っ
て
、

西

欧
社

会

に
と

っ
て

「
欧

州
共

通

の
家

」

づ

く

り

の
土

ム
[
を
構

築

し

よ
う

と

い
う

の
で
あ

る
。

す

で

に
E
C
統
合

で

の
指
導

力

を
発

揮

し

よ
う
と

す

る
仏

独

は
、
現

在

の
独

仏
合

同

旅
団

を
拡

充

し

、
将

来
、
西

欧

同
盟

(W
E
U
)
加

盟
国

で
編

成

す

る

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
軍

に
発
展

さ

せ
、
地

域
紛

争

に
も
対

応

し

よ
う

と
す

る
意

図

が

あ

る
。

一
方

英
国

と

イ

タ

リ

ア
は
W

E
U

の
中

の
欧

州
軍

の
展

開

を

・

N
A

T

O

の
翼

下

で
運
用

す

る
と
主
張

し

た
。

問

題

は
、

従
来

の
冷

戦

体

制
下

の
N

A
T

O

の
限
界

を
克

服

し
、

欧
州

市

民

の
平
和

と
案

を
保
障
す

る
新
し

い
安
全
保
障
体
制
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か

に
あ
る
。

E
c
は

}し
の
問
題
意
識

の
も
と

に
、
共
通
安
全
保
障

政
策
を
定
着
す
る

こ
と
を
企
図
し

て
い
る
。

こ
の
会
議

で
は
、
W
E
U

の
欧
州

の
安
全
保
障

の
活
用

の
点

で
は

一
致
し
た
が
、
機
能

や
性

格
付
け
を
あ
ぐ
る
調
整
を
残
し

て
い
る
。

こ
の
課
題

の
背
景

に
は
、
旧

ソ
連

の
解
体
、

旧
東
欧

の
E
C

へ
の
依
存
、
協
力
体
制

の
中

で
、
新
し

い
欧
州
連
合
を
構
築

し
て
い
く
事

態

の
状
況
認
識
が
あ
る
。

こ
こ
で

ロ
ー

マ
条
約
改
正
案

の

「
政
治
統
合
」

に
関
す
る
条
約

の
セ
要
な
問
題
点
を
あ
げ

て
み
よ
う
。

第

一
は
・
欧
州
連
合
を
設
定
し
、
欧
州
人
間

の
連
帯
を
強
め
た

こ
と
、

そ
の
連
合

の
基
礎
を
E
C
に
お

い
て
い
る

こ
と

に
あ

る
。

こ
こ

で
は
E
C
の
活
動

を
基
地
と
し

て
欧
州
連
合
を
位
置
づ
け
た
点

に
あ
る
。

第
二
は
、
連
合

の
目
的
を
次

の
五
点

に
定
め
た
こ
と
に
あ
る
。
ω
持
続
的

で
均
衡

の
と
れ
た
社
会
的
、
経
済
的
進
歩

の
促
進
を
図

る
。

そ
れ
は
内
部
国
境

の
な

い
地
域

の
形
成

や
経
済
、
社
会

の
格
差
是
正
、
最
終
的

に
単

一
通
貨

に

つ
な
が
る
経
済

.
通
貨
統
合

の
確
立
を
通

じ
て
形
成

さ
れ
る
。

②
共
通
防
衛
政
策

の
形
成

へ
と
漸
次
発
展
す
る
こ
と
を
含
む
共
通
外
交

.
安
保
政
策

の
実
施
を
通
じ
て
連
合
と
し

て
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の
存
在

を
国

際

的

に
示
す

こ
と

。
⑧
欧

州
市

民
権

の
導
入

を

通

じ
た

、
加

盟
国

国

民

の
権
利

と
利

益

の
保

護

を
強

化
す

る

こ
と

。
㈲

司
法
・

内
務

分

野

の
協

力

を
強
化

す

る

こ
と
。

㈲

「
E

C
法
令

の
集
積

」
を
維

持

、
発

展

さ

せ

る

こ
と

の
五

点

で
あ

る
。

こ
う
し

た
目
的

を

み

る
と

、

E
C

は
、

域
内

の

バ

ラ

ン

ス
あ

る
発

展

を

図

る
た

め

に
地

域

間
格

差

の
克

服

を
通

じ

て
展
開

し

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
。

E
C

は
共

通
外

交

.
安

保

政
策

を
連

動

さ
せ

て
展

開

し

て
い
る
。

こ
の
点

が
き

わ
め

て
特

徴

的

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
問
題

は
、

経

済

の
安
定

の
も

と

で
の
共

通

防
衛

政

策

を
ど

の
よ

う

に
図

る
か

に
あ

る
。

し

た

が

っ
て
第

三
条

で
は
、

E
c

の
活
動

を

広
範

囲

に

示

し

て
い
る
。

こ
れ

は
、

五

七
年

の

ロ
ー

マ
条

約

に
お

け

る
E

C

の
活

動
分

野

よ

り
大

き

く
前
進

し

て

い
る
。

加

盟
国

間

の
関

税
・
輸

出

入
制

限

の
除
去

、

共

通
通
商

政

策
、

モ

ノ
、

ヒ
ト
、

サ

ー
ビ

ス
、

カ
ネ

の
自
由

移

動

を
妨

げ

る
障
害

の
廃

止

に
よ
る
域
内

市
場

の
完
成

・

域
内

市
場

へ
の
入
国

、

移
動

に
関
す

る
措

置

、
共

通

農
業

政

策

、
共

通
漁

業
政

策

、

共
通

運
輸

政
策

、

競
争

政
策

、
仕
ハ同

市
場

の
機

能

に

必

要

な
加

盟

国

の
法

制

の
調
和

、
欧

州
社

会

基
金

を
含

む
社

会

政
策
、
経

済
、
社

会

格
差

の
是

正
、
環
境

政
策

(旧
条
約

の
第
ヒ
編
を
全
面
的

に
改
正
し

て
い
る
)
、
E
C
産

業

の
競
争

の
強

化
、
研
究

・
技
術

開

発

(旧
条
約

の
第
六
編
を
全
面
的

に
改
正
)
な

ど

に

つ
い
て
は

旧
条

約

の
活

動

範
囲

を

発
展

的

に
活

用
し

て
い

る
。

な

お
第

七

編

の
社

会
政

策

に
関

す

る
付

属

議
定

書

を

み

る
と
、

一
九

八

九
年

の
社
会

労

働
憲
章

の
路
線

を
特
定

多
数

決

で
進

め
る

こ
と

に
合
意

し

た
。

こ
の
点

は

一
歩

前
進

で
あ

る
。

英

国

が
賛
成

し
な

か

っ
た

の

で
、

そ

の
内
容

は

=

か
国

に
適
用

さ
れ

る
。

ま

た
第

九
編

の
経

済

的

.
社

会
的

結

束

(旧
条
約

の
第
五
編
に
代
わ
る
新
条
項
)
を

み

る
と
、
第

=

二
〇
条

-
項

は
、

一
人

当

り
G

D

P
が

E
C
平

均

の
九

〇

%
以
下

に
あ

る
加

盟
国

に
お

け

る

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
実
施

に
対

し

て
資
金

援
助

を
目
的

と
す

る
結
束

基

金

(餌
O
O
∋
σ
一コ
鋤
江
O
コ
句
¢
コ
α
)
を
新

設

し

て

い
る
。

新

し

い
条

約

で
E

C

の
活

動

範
囲

を

拡

大
、
強
化

し
た
分

野

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー

(第

一
、
一
編

)、
欧

州
横

断

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
確

17

と
発

展

(第

;

編

)
、
高

度

な
健

康

保
護

へ
の
貢

献

(第

一
七
編
)、
高
度

な
教

育

、
訓

練

と
文

化

発
展

へ
の
貢

献

(第

]
九
編
)、
開

発

協
力

政
策



24商 経 論 叢 第28巻 第1号

(第
二
〇
編
)
・

消
費

者
保

護

の
強

化

(第

・
六
編
)
、
市

民

権
保

護

(第

一
八
編
)
観

光

に
関

す

る
措

置

(第

一
五
編
)
な

ど

の
分

野

で
あ

る
。

こ

こ
で
注
目

す

べ
き

点

は
、
第

三
条

の
B

で

「
補

完

性

の
原

理
」

(℃
「一9

一℃
一Φ
。
h
ω
呂

ω§

鋤
『ξ

)
を
入

れ

た

こ
と

に
あ

る
。
i
E

C
が
唯

一
独

占

的

に
行

う

と
定

あ

た
以

外

の
分

野

に
関

し

て
、

加

盟

各

国

が
提

案

さ

れ

た
行
動

を
独

自

に
行

う

よ
り

E

C

と

し

て
行

う
方

が
規

模

・
効

果

の
面

で
よ

り
成

果

が

あ
げ

ら

れ

る
場
合

、

補
完

性

の
原

理

に
基

づ

い

て
E
C

は
行

動

を

と

る

」
と

い
う
も

の

で
あ

る
。

①

「
欧
州
市

民
権
」
と
は
何

か

つ
ぎ

に
私
た
ち
が
改
正
案

で
評
価
し
た
い
点

は
、
新
条
項
と
し
て

「
欧
州
市
民
権
」
を
導
入
し
た

こ
と
に
あ
る
。

そ

の
内
容

は
、
欧
州

連
合

の
市
民

が
市
民
と
し

て
の
権
利
、
義
務
を
は
じ
め
、
E
C
域
内

で
の
移
動
と
居
住

の
自
由
、
自
国
以
外

の
加
盟
国

に
住
む
欧
州
市
民

に
対
す

る
居
住
国

で
の
地
方
自
治
体
選
挙
お
よ
び
欧
州
議
会

の
議
員
選
挙
権
、
大
使
館
や
領
事
館

に
よ
る
保
護
、
欧
州
議
会

へ
の
請
願
権

な
ど

に

つ
い
て
規
定
し
た
こ
と

に
あ
る
。
E
C
市
民

の
人
権
、
民
t
t
義
、
n
由

の
保
証
を
改
め

て
明
示
し
た

こ
と
も
注
日
さ
れ

て
よ

い

で
あ

ろ
う
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
市
民
社
会

の
定
着
な
く
し

て
、
そ
の
発
展
を
考
え

る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。

欧
州
市
民
権
と
連
動
し

て
明
記

さ
れ
た

の
が

「
社
会
政
策

」
で
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
加
盟
国
が
雇
用

の
促
進
、
生
活
と
労
働

の

条
件
改
善
、
適
切
な
社
会
保
障
、
経
営
と
労
働

の
対
話
、
人
的
資
源
の
発
展
を
目
標

に
も

つ
と
想
定
し

て
い
る
。

こ
の
社
会
政
策

の
思
想

は
・

一
九
八
九
年
丘
月

に
E
C
委
員
会
が
作
成

し
た

「
E
C
社
会
憲
章
」

に
基
づ

い
て
い
る
。

そ
の
主
要
内
容
を
紹
介
す
る
と
、
①
市
民

の
移
動

の
自
由

に

つ
い
て
は

こ
う

い

っ
て
い
る
。
哨
共
同
体

の
全
労
働
者

は
、
公
共

の
秩
序
、
公
共

の
安
全
、
公
衆
衛
生
を
根
拠
と
す

る
制

限
を
条
件

と
し

て
、
共
同
体

の
範
囲
内
を
自
由

に
移
動

で
き
る
権
利
を
有
す

る
」
と
。
生
活

.
労
働
条
件

の
改
善

に

つ
い
て
は
こ
う
指
摘

し

て
い
る
・
「
欧
州
市
場

の
完
成

は
、
共
同
体

の
生
活

・
労
働
条
件

の
改
善

に
結
び

つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
過
程
は
、
有
期
雇
用
、

パ
ー
ト
労
働
等

の
雇
用
形
態

に
か
か
わ

る
改
善
を
図

り

つ
つ
、
生
活

・
労
働
条
件

の
調
整
を
図

る
こ
と

に
よ

っ
て
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
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な

い
。
ま
た
結
社

の
白
巾
、
団
体
交
渉

に

つ
い
て
は

こ
う
指
摘
し

て
い
る
。
「
共
同
体

の
労
使
は
、
経
済
的
社
会
的
利
益
を
守

る
た
め
、
自

己

の
選
択

に
よ
り
、
使
用
者
団
体

や
労
働
組
合
を
結
成
す
る
た
め
の
団
結
す
る
権
利
を
有
す

る
。
欧
州
次
元

の
労
使
対
話
は
発
展
さ
せ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
労
使

が
好
ま
し

い
と
考
え
る
な
ら
ば
、
E
C
次

元
の
職
業

・
産
業
別

の
契
約
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き

る
」
と

い
う
。
さ
ら

に
高
齢
者

に

つ
い
て
は

「
退
職
時

に
適
当
な
生
活
を
維
持
す
る
手
段
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
障
害
者

に

つ

い
て
は
、
「
社
会
的

.
職
業
的
参
加
を
促
進
す
る

…
層

の
援
助
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
」
と
。

E
C
社
会
憲
章

の
政
策
思
想
は
、
労
働
者

・
市
民
セ
体

の
共
同
体
を
創
造
す

る
と

い
う
明
確
な
方
針
を
示
し

て
い
な
い
。

E
C
市
場
統

合

は
資
本

の
統
合

で
は
な
い
。
市
民

・
労
働
者
を
ド
体

と
し

て
社
会
憲
章
を
基
本

に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
こ
で
改
め

て

一
九
八
六
年

の

「
単

一
議
定
欝
」
の
前
文
を
想
起
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
「
E
C
構
成
国
は
、
加
盟
国

の
憲
法
お
よ
び
法
律

な
ら
び
に
欧

州
人
権
条
約
お
よ
び
欧
州
社
会
憲
章

で
認
め
ら
れ

て
い
る
基
本
的
権
利
、

と
り
わ
け
臼
由
、
平
等
、
社
会
的
正
義

に
基
づ
く

民
主
主
義

を
促
進
す

る
た
め
に
協
ヵ
す

る
こ
と
を
決
意

し
た
」
と
宣
言

し
た
。

こ
の
精
神

に
華
つ

い
て
、
社
会
憲
章
が

で
き

て
い
る
と
考

え
る
。

そ

の
基
盤

は
労
働
基
本
権

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
加
盟
国
が
、
労
働
者

の
労
働
条
件

の
改
善
と
労
働
者

の
生
活
水
準

の
向
ヒ
を

促
進
し
な

い
か
ぎ
り
、

こ
の
憲
章

は
定
着
し
な
い
。

E
C
共
通

の
労
働
権

の
保
障
、
完
全
雇
用
、
労
働
法
、
労
働
条
件
、
職
業

訓
練
、
社

会
保
障
、
労
働
災
害

.
疾
病

の
防
止
、
労
働
衛
生
、
団
結
権
な
ら
び

に
労
使
間

の
団
体
交
渉
権

が
、
質
的
同

一
性
を
も

っ
て
保
障

さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
市
民

の
社
会
権
も
、
労
働
基
本
権

の
保
障
を
前
提

に
し

て
は
じ
め

て
定
着
す

る
の
で
あ
る
。

さ
ら

に
国
境
を
超
え
る
政
策

は
、
商
口
…
、
資
本
、

サ
ー
ビ

ス
、
労
働
力

の
移
動

に
あ

る
が
、
わ
た
く
し
は
労
働
力

の
自
由
移
動
を
雨
視

し
た

い
。
労
働
力

の
移
動
が
自
巾
権
と
結
び

つ
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
労
働
者

の
自
由
移
動

は
、
雇
用
、
給
与
、

そ
の
他
労
働
条
件

に

つ

い
て
の
共

同
体
保
障
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者

の
移
動

に

つ
い
て
の
国
籍

に
基
づ
く
差
別

の
撤
廃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す

で
に

ロ
ー

マ
条
約
第
三
条

C
項

に
か
か
げ
た

「
人
の
自
由
移
動

に
対
す
る
障
害

の
除
去
」
を
具
現
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
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に
直
面
し
た

の
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
雇
用
契
約
締
結

の
自
由
、

そ

の
た
め

の
自
由
移
動

の
権
利
、
構
成
国
内

に
滞
在
す
る
権
利
、
退

職
後
、
当
該
国

に
滞
在
す

る
権
利
な
ど
を
保
証
す

べ
き

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ

の
主
権
国
家

の
条
件
、
経
済
発
展
の
程
度
、
労

働
慣
習
、
民
族
感
情
、
風
俗
感
情

な
ど
を
考
慮
し

て
、
移
動

の
自
巾
権
を
保
証
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

さ
ら

に
、
加
盟
国
内

に
お
け
る
市
民

と

そ
の
家
族

の
移
動
と
居
住

に
対
す
る
制
限

の
撤
廃
、
他
国

で
就
業
又

は
就
職
活
動
を
す

る
た
め

に
自
国
を
離
れ
る
権
利

の
保
障
、

パ
ス

ポ
ー
ト
ま
た
は
身
分
証
明
書

の
提
示
を
も

っ
て
他
国

へ
入
国
す

る
権
利

の
保
障
、
他
国

に
居
住
す

る
自
由
を
保
障
す

る
。

ロ
ー

マ
条
約
第
七
条

は
、
就
職
後

の
外
国
人

に
対
す
る
取
扱

い
の
平
等
を
も
保
障

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
労
働
条
件

(賃
金
、
解
雇
、
再

雇
用
)
に
関
し

て
外
国
人

と
国
民
と
を
差
別
扱

い
す
る

こ
と
を
禁
止

し
、
社
会
的
公
平

の
取
扱

い
、
課
税
、
職
業
訓
練
等

に
お
け
る
国
民
と

外
国
人

の
同

一
取
扱

い
を
規
定
し
、
外
国
人

に
差
別
的
条
件
を
課
す
協
約
を
無
効
と
し
た
。
労
働
組
合

に
お
け
る
平
等

の
扱

い
、
住
宅

に

関
す

る
差
別
扱

い
の
禁
止
、
労
働
者

の
家
族

に
対
す

る
保
障

(労
働
者
と

一
緒
に
生
活
す
る
権
利
、
家
族
用
住
宅
の
保
障
、
家
族
の
就
職
活
動
を
す

る
権
利
の
保
障
、
国
民
と
同
じ
条
件
で
外
国
人
労
働
者
の
子
供
が

.
般
教
育
、
職
業
訓
練
を
受
け
る
権
利
)
も
規
定
し

て
い
る
点

で
前
進
し
て
い
る
。

「
欧
州
市
民
権
」
は
、
英
国
を
除

い
て
共
通

の
市
民
、
労
働

の
保
障
を
質
的

に
同

一
性
と
し

て
取
り
扱
う

こ
と
に
E
C
市
民
社
会

の
基
礎
が

構
築

さ
れ

て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に

「
欧
州
市
民
権
」
は
、
女
性
差
別

の
撤
廃

に
も
及
ん

で
い
る

こ
と
は
い
う
ま

で
も

な
い
。

そ
れ
は

「
社
会
政
策
」
と
連
動
し

て
規
定
し

て
い
る
。
加
盟

一
一
か
国

が
、
社
会
政
策

に
関
す
る
付
属
議
定
書

で
、

一
九
八
九
年

の
社
会
労
働
憲
章

の
路
線
を
特
定
多
数
決

に
よ
り
進
め

る
こ
と

で
合
意
し
た
点

が
新
し

い
。
第

一
一
ヒ
条
か
ら
第

一
二
.
一条
ま

で
の
改
正

が
合
意
さ
れ
た
が
、
そ

の
内
容

は
英
国
を
除

く

=

か
国

に
適
用
さ
れ
る
。
第

一
一
七
条

は
、
改
あ

て
い
う
ま

で
も
な
く
E
C
と
そ

の
加

盟
国

が
雇
用
促
進
、
生
活
と
労
働
環
境

の
改
善
、
適
切

な
社
会
保
護

の
確
保
な
ど
を
社
会
目
標
と
し
た
こ
と

に
あ
る
。

わ
た
く
し
は
、
新

し
い
E
C
の
重
要
な
側
面
を
欧
州
市
民
権
、
社
会
政
策

に
お
け
る
自
由
、
平
等
、
社
会
正
義

に
基
づ
く
市
民
社
会
観

の
構
築

に
求
め

て
い
る
。
と
り
わ
け
近
代
市
民
社
会

の
定
着
化

の
基
礎
は
、
労
働
者

.
市
民
が
追
及
し

て
き
た
労
働
基
本
権
を
ふ
ま
え
た



欧
州
市
民
権

で
あ
り
、
社
会
政
策

の
共
同
的
所
有

に
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
国
際
連
合

の
人
権
宣
言
と
人
権
条
約

の
規
定
を
具
現
化
し
た
も

の

と
受
け
と
め

て
考

え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
E
C
は
統

一
市
場

の
中

で
、
E
C
市
民
権
を
基
軸

に
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。
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⑧

欧
州
通
貨
統
合

の
新
段
階

①

欧
州
通
貨
統
合

と
E
C
U
の
機
能

E
C

の
市
場
統
合
を
完
成
す
る
た
め

に
は
、
通
貨
統
合

の
保
証
を
必
要
と
す
る
。
通
貨

は
諸
商
品

の
価
格

を
共
通
単
位

で
表
現
し
、
商

口
…
の
販
売
と
購
買
を
結
び

つ
け
、
商
品

の
白
由
移
動
を
促
進
す

る
役
割
を
果
た
す

の
で
あ
る
。
通
貨

は
商
品

の

一
般
的
交
換
手
段

の
役
割

を
組
織
的

に
作

り
上
げ
る
。

い
ま
や
E
C
市
民

は
、

一
国

の
経
済
計
算
単
位
と
し
て
の
通
貨
を
、
国
境
を

こ
え
て
流
通
す

る
通
貨
を
必
要

と
し

て
い
る
。

そ
の
た
め

に
、
通
貨
が
交
換
手
段

と
し

て
機
能
し
、
市
民
生
活
を
利
便
な
ら
し
め
る
性
格
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
市
民

の
生
活
を
経
済
的

に
保
証
す

る
た
め
、
通
貨

は
、
価
値

の
保
蔵
手
段
と
し

て
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
通
貨

の
利
用
拡
大

は
、
市
場
経
済

の
秩
序
を
形
成
し
、
経
済
発
展
を
促
進
す
る
。
と
く

に
中
央
銀
行

に
よ
る
通
貨

の
管
理

の
あ
り
方

に
よ

っ
て

は
雇
用
、
生
産
、
流
通
速
度
、
利
子
率
、
国
際
収
支

を
左
右
す

る
ほ
ど
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
も

っ
て
い
る
。

わ
た
く
し
た
ち

は
、
欧
州
通
貨
統
合
を
、

一
国

に
お
け
る
通
貨
機
能
を
共
同
体

の
も
と

で
の
共
通
通
貨
機
能
と
し
て
創
出
す
る
性
格
を

も

つ
も

の
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。

マ
ー

ス
ト
リ
ヒ
ト
に
お
け
る
通
貨
統
合

に
関
す
る
条
件

は
、
従
来

の
欧
州
通
貨
同
盟

の
苦
渋

の
歴
史

の
産
物

で
あ
る
と

い

っ
て
よ
い
。

こ
の
点
は
あ
と

で
ふ
れ

る
。
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
に
お
け
る
E
C
首
脳
会
議
は
、
通
貨
統
合

の
目
的
を
第

一.一条
A

に
求
め
た
。
「
加
盟
国

の
活

動

は
加
盟
国
間

の
為
替

レ
ー
ト
を
固
定
化
し
、
統

一
通
貨
E
C
U

の
導
入
を
進
め
、
統

一
金
融
、
為
替
政
策
を
定
め

て
実
施
す
る
。
加
盟

国

の
活
動

は
、
物
価

の
安
定
、
健
全

な
財
政

と
金
融
状
態
、
持
続
的
成
長

の
可
能
な
国
際
収
支
と

い
う
原
則

に
沿

っ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
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な

ら
な

い
」

と
。

こ
れ

は
統

一
通

貨

E
C

U

の
導

入

を
明

示

し

た

こ
と

に
あ

る
。

だ
が

現
在

機
能

し

て

い
る
E

C

U

の
誕
生

は

一
九

ヒ
九

年

三
月

,
三

日

で
あ

る
。

そ
れ

は
、
し

八
年

七
月

六

、
ヒ

の
両

日
、
ブ

レ
ー

メ

ン
で
開

か

れ

た
欧

州

理
事

会

で
欧

州

通
貨

制
度

(E
M
S
)
を
創

設
す

る
と

い
う
原
則

に
基

づ

い
て

い
る
。

E

M
S

の
創

設

の
狙

い
は
、

第

一
に
当

時
極

め

て
不
安

定

な
国

際

通
貨
機

構

の
ド

で

の
欧

州
通

貨
間

の
為

替

相
場

を
確

凱

す

る

こ
と
、

第

.
に
、
欧

州

各
国

市

場

の
統

合

と
経
済

成

長

の
回

復

を
促

進
す

る

こ
と

に
あ

っ
た
。

こ
う
し

た

狙

い
か

ら

E
M

S

は
、

統

一
通

貨

を

E
C

U

に
求

め

た

の

で
あ

る
。

こ
の
た
び

の

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ

ト
に
お

い

て
は

そ
れ
を
改

め

て
検

討

し

、
新

し

い
通

貨

同
盟

を
確

琵

し
、

新

し

い
世

界
経

済

の
激

動

に
対
応

し
よ

う
と

し

た

の

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
こ

こ

で
改

め

て
、
当

時
英

国

を
除

い
た

E

M
S

に
お

け

る
E

C

U

の
機

能

を
検

討
す

る
。
第

一
は
、

E
C

U

が
、
加

盟

国

の

通
貨

の
価

値

を

客
観

的

に
は
か

る
物

指

し
と

し

て
位

置
づ

け
た

こ
と

に
あ

る
。

第

.
一は
、
警

戒
警

報

を

う
け

と
め

る
乖

離
指

標

と
し

て

の

機
能

で
あ

る
。

例

え
ば

E
C
U

に
対

す

る
各

国

通
貨

の
価
値

が

い
ろ

い
ろ
な

理
由

で
上

ド

す

る
と

い
う
場

合

、

そ

の
変

動
幅

が
所

定

の
境

界
域

を
超

え

る

と
通
貨

当

局

は
修

正
す

る
方

策

を
講

じ

る

こ
と

に
な

っ
て
い
る

が
、

こ

の
限
界

点

を

E
C

U
を

川

い

て
設

定
す

る

こ
と

を

乖

離

指
標

と

し

て
の
働

き

と

よ

ん

で

い
る
。

つ
ま

り

E
C

U

に
対

す

る
各

通

貨

の
価
値

の
乖
離

を
通
貨

当
局

が

調
整

し
、

為
替

相
場

を
安

定

さ
せ

る

こ
と

に
あ

る
。
第

.一は
、
為
替

介

入
、
信
用

供

与
制

度

の
表

示
単

位

の
働

き

で
あ

る
。

こ

の
機
能

は
、
E

M
S

制
度

の
も
と

で
、

各
国

通

貨
当

局

が
為

替
市

場

へ
介

入

す

る
必
要

が
生

じ

た
場
合

、

さ
ら

に
為

替

市
場

介

人

の
た
め

に
欧

州
通
貨

協
力

基
金

か
ら
信

用
供

与

を

う

け

る

こ
と

が
必
要

に
な

っ
た
場

合

の
通

貨

の
貸

借

は

E
C

U

で
表
示

さ

れ

る
.、
第
・四
は
、

加
盟

国

の
中
央

銀
行

間

の
決

済
手

段

と

し

て
の
E

C

U

の
役

割

で
あ

る
。

こ

の
点

は
、

一
九

八

。
一年

四
月

に
、
相

猛
決

済

勘
定

へ7
{三
養

一
的
O
C
。。
Φ
三
Φ
ヨ
①三

〉
。。
。
§

一砂
図
∩
¢
相
圧
決

済
勘
定

〉
を
も

つ
E
C

加
盟

国

の
銀

行

と

B

-
S

(ごd
磐

こ

。
=
三
〔Ψ讐
鋤
ぎ

富
巴

。。
Φ註
①
ヨ
¢
箕

国
際
決
済
銀
行
)
さ
ら

に
オ
ブ

ザ

ー
バ

ー
と
し

て

E
C
銀
行

連

盟

を
加

え

て
新

決
済

シ

ス
テ

ム
の
作

業
委

員

会

を
作

り
、

決
済

方

式

を
決

め

た

こ
と

に
よ

っ
て
明

ら
か

に
な

っ
た
。

こ

の
決
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ひ

済

シ

ス

テ
ム
は
国
際

金
融

機

関

と

し

て

の
性
格

を

示

し

た
が
、

そ
れ

は
あ

く

ま

で
も

民

間

の
し

く

み

で
あ

っ
た
・

し

た

が

っ
て
B
-
s

を

決

済

シ

ス

テ
ム
レ
」
す

る
限

り
、
叢

後

の
貸

手
L

。
①
曇

・
二
婁

憎Φ
釜

)
の
問
題

が

残

っ
て
い
る
。
百

為

を
決
済

機

関

と
す

る
決
済

シ

ス
テ

ム
に
お

い
て
も

B

-
S

は
最
後

の
貸

手

に
な

・り
な

い

こ
と
が

は

っ
き

り

と
r
解

さ
れ

て

い
る
。

し

た
が

っ
て
も

し

E
C

U
市
場

に
流

動
性
危
機
が
発
生
し
た
場
合

で
も
、
銀
行

へ
E
C
U
資
金
を
供
給

し
、
救
出

に
出
動
し

て
く
れ
る
中
央
銀
行

は
な

い
」
(弊

保
想

E
C
U

欧
州
響

単
位
』
金
欝

政
膚

研
究
会

冗

八
Lパ
年
.
.
.
↑

ご

だ
が
E
C
U
市
場

の
推
移
を
み
る
と
、
最

後

の
貸
壬

の
出
動
を
ま

つ
ほ

ど

の
決
済

の
状
況
を
み

て
い
な

い
。
そ
れ

は
加
盟
各
国

の
申
央
銀
行
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通
貨

の
管
埋
責
任
を
も

っ
て
解
決
す
る
条
件
を
た

え

ず
作

っ
て
き

た

か

ーb
で
あ

る
。

に
も
鞄

り
ず
、

E

C
U
市
場

が
広
範

囲

に
発

展

す

れ
ば

「
最
後

の
貸
手

」

と
な

る
中

央
機

関

す
な

わ
ち

欧
州
中
央
銀
行
を
設
疏

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②

現
行
E
C
U
の
公
的
機
能
と
私
的

(民
聞
)
機
能
を
考
え
る

▽し
ワ」
で
E

C
U

の
公
的

機
能

♪
私

的

機
能

を

み

て
み

る
と
、

E

C

U

の
公
的

機
能

は
E

M
S

の
も

と

で
加
盟
国

聞

の
中

央
銀

簡

で
E

C
U
を
公
的

に
使
用
し

て
き
た
。
E
C
U
は
加
盟
国
が
保
有
す
る
外
貨
準
備
と
金

の
そ
れ
ぞ
れ

、
一〇
%
を
欧
州
通
貨
協
力
基
金

(E
M
C
F

、昌

国
¢
.
。
℃
Φ
鎚
ゴ
ζ
。
づ
Φ
酵四
.
団
。
。
。
℃
⑩
憎
ゆ
鉱
く
Φ
閃
G
謬
3

へ
拠

出

す

る

こ

と

に

よ

り

、

そ

の

見

返

り

と

し

て

創

出

さ

れ

た

。

充

八

六

隼

・月

末

で

・

E
C

U

の
総
額

は
約

四

四
〇
億

E
C

U

で
あ

っ
た

。

万

E

C

U

の
私

的
機

能

は
、

展

の
金
幣

場

、

す
な

わ
ち

資
本

市

場

、
外
国

為

替
市

場

、
商

叢

引

等

に
お

い

て
使

用

さ

れ

る
・

私

的

(民
間
)
E
C

U

は
、

い
ま

や
欧

州

の
金

馨

産

で
あ

り
、
ド

ル
や
円

と
比

較

し

て
も

そ

の
競

争

力

を

麟

し

て
き

た
・
さ

ら

に
私

的

E

C

U

は

ヨ
}

ロ

ッ
パ

の
通

貨

市
場

に
お

い

て
、

ユ
ー

・
ぎ

フ
ゑ

上

に
機

能

し

て

い
る
。

こ
の
点

で
、

E

C
U

は
、
潜

在
的

に

ド

ル
以

ヒ

に
欧
州

に
お

け

る
各

国

民

通
貨

の
代

用
物

に
な

り

つ
つ
あ

る
。

い
ま

や
私

的

E

C

U

は
、

そ
れ

を
構

成

す

る

δ

の
誉

を

所
定

の
割

A
口
で
調

達

し
、

混
A
口
す

る

}」
と

に
よ

っ
て
、

限

り

な

く
創
出

罷

で
あ

る
。

公
的

E
C

U
と
私

的

E
C
U

は
混

合
し

な

い
・

だ

か
ら
私

的
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E

C
U

は
・
従

来
欧

州

の
半

ば
公

式

通
貨

と

し

て
地
位

を
上

昇

し

て

い
る
。

E
C

U

は
共

通

通
貨

へ
の
歩

み
を

不
可

欠

と

し

て

い
る
。

M

.
ア
グ

リ

エ

ッ
タ

は

・

『
基

軸

通

貨

の
終

焉

」

(
ピ
餌
窪

Φ
ω
∪
Φ
≦
・・
豊

婁

…
⑤
)

で

Ψ」
・つ
い

っ
て

い

る

。

「
競

争

的

金

幣

場

を

活

用

し
・

し

か
も

そ

の
進
展

を

調
整

す

る
た
め

に
は
、

ヨ
占

ッ
パ

の
通

貨
統

を
強

化

す

る

Ψし
と

が
き

わ
め

て
重
要

で
あ

り
、
急

を
要

す

る

こ
と

で
あ

る
・

た
だ

通
貨

統

一
に
よ

っ
て

の
み

、
金
融

統

合

の
諸

力

は

ヨ
占

ッ
パ

の
実

質

経
済

の
た

め

に
役

、伍

?

」
と

が

で
き

る
。

通

貨

統

一
に
優
先

権

を
与

え

る

こ
と

は
、

ウ

ェ
ル
ナ

翫

.画

に
関

す

る
基
本

方

釧
を

変
更

す

る

ワ」
と

で
あ
る
。

}」
の
変

更

は
金

融

の
グ

ロ
ー

バ

リ
ゼ

↓

ヨ
ン
の
挑
戦

に
対
す

る
適
切

な
対

応

で
あ

る
。

そ
れ

は
諸

国

の
経
済

構

造

の
接

近

が
回

歩

調

を
と

る
と

い
.つ
ワ、
と
を

前
提

と
し

て

い
な

い
・
そ
れ

は
諸

国

の
財

政

政
策

の
類

似

性
を

必
要

と
し

て
は
な

ら
な

い
。
だ

が

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
通
貨

空

間
を

統

一
化
す

る
力

は
、

諸
種

の
国
民
経

済

の
近

代

化

に
役

畝

つ
こ
と

が

で
き

る
。

こ
の
力

は
、

ま

た
国
際

通

貨

の
諸

関
係

を
協

力

の
方

、向

へ
と
転

換

さ

せ
る

▼し
と

も

で
き

る
・

に
も

か

か

わ
ら
ず

・
通
貨

の
統

一
は
ま

た

そ
れ
自

身

が
経
済

構

造

の
変
革

で
も

あ

る
。
L

(譲

昆

治
訳
、
新
評
論
、

五

八
九

ぜ

へ

　
　

ムハ
ペ

　
ジ

　

通
貨

の
統

一
は
・

E

C
里

市

場

の
発

展

を

通
貨

の
側

面
か

ら
保

証
す

る
強

力

な
基

盤

に
な
る
。

だ

が
M

.
マ
グ

リ

エ
ッ
タ
は
、

ウ

、

ル

ナ
ー
計

画

に
対

す

る
変

更

を
目
.ハ体

的

に
示

し

て
い
な

い
。

③

改

め

て

一
九

七

〇

年
代
、

八
〇
年

代

の
通
貨

統
合

を
考

え

る

私

た

ち

は
統

一
通
貨

で
あ

る
現

行

E
C

U

の
機
能

に

つ
い
て
検

討

し

て
き

た
。

E

C

U

の
機

能

を
現
実

的

に
知

れ
ば

知

る

ほ
ど
、

単

一

通

貨

へ
の
道

が
明

ら
か

に
な

る
。
だ

が

こ

こ
で
、
改
め

て

ウ

ェ
ル

オ

レ
ポ

ー

究

七
・
年

6

月
)
の
主

要

な
内
容

を
示

す

ξ

」
,つ
で

あ

っ
た

(。
。
言

§

曇

.・ω喜

。
;

Φ
国
ξ
8

§

。
・
塁

量

一罠

§

誉

ぎ

。
§

・
=
鶴
…

ゴ
①
。
。
塁

ωω
δ
コ
・
コ
葺
Φ
『。帥
=
N
⇔
ぎ

づ
σ
《

ω軽

島

§

量

ー

含

。
コ
母

二

三
・
三

三

三

・
塁

仁
暑

∴

壽

コ
覧

Φ
葺

)
・
ω
¢
℃
。
一①
墓

…

。
b」
¢
=
。
鉱
賢
=
』

刈.
。
;

¢

ぎ

。
§

。
§

a

三
蚕

一㊤§

。
笹

に
、
加
盟

国

通
貨

は
、
為

替
相

場

の
変

動

な

し

に
同

一
の
為
替

相
場

で
無
制

限

に
相

互
交

換

を
保
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証
さ
れ
る
。
加
盟
国
響

が
璽

の
共
同
体
通
貨

に
と

.
て
か
わ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
第

二
に
・
共
同
体
全
域
を
通
ず
る
流
動
性
の
創

出

お

よ
び
通
貨

.
信

用
政

策

を
集
積

化

す

る

}」
と

に
あ

る
.
第

三

に
、
域

外

通
貨

に
対

す

る
権
限

を
共

同

体

が
も

つ
こ
と

に
あ

る
・
第

四

に
、
資

本
虜

に
対

す

る
統

一
し

た
政
策

を

も

つ
こ
と

に
あ

る
。

三

ル
ナ
ー

・
レ
ポ

ー

は
・

資
本

移
動

の
自
由
化

と
通
貨

の
交

換
性

と

と
も

に
為
替

相

場

を
固

定
化

す

る
と

い
・つ
も

の

で
あ

り
、

さ

ら

に
為
替

相
場

の
固

定

化

に
よ

っ
て
為

替

変

動
幅

を
小

さ
く
す

る
・

そ

の

た
め

の
手
段
と
し

て
共
通
プ
ル

の
資
金
援
助
機
関
ま
た
は
為
蓼

定
基
金
を

つ
あ

、
加
盟
禺

の
経
済
政
策

の
調
整
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考

え
た
.
七

輩

.
蕩

、
E
C
理
事
会

は
、
「
経
済
通
高

盟

に
関
す
る
段
階
的
実
現
に
関
す

る
決
墜

」
を
だ
し
・
経
済
樗

同
盟
は
、
七
〇
年
代

に
実
現

で
き
る
目
標

で
あ
る
し
、

そ
の
た
め

に
E
c
中
央
銀
行
制
度
を
必
要
不
可
欠
と
し
た
・

,」
.つ
し
た
莫

に
は
、

強

い

ツ、
ル
ク
と
弱

い

フ
}フ
ン
、

弓

を

ど

の
よ
う

に
調

整

し
、
国

際

通
貨

危
機

へ
の
対

応
を

迫

る
問
題

意

禦

あ

っ
た

か

ら

で
あ

る

(
7」
の
点

、
拙
著

『
現
代

ヨ
占

ッ
パ
経
済
論

』
新
評
論

、

マ

.○

ぺ
↓

参

照

の
こ
と
)
・

充

七
〇
年
代

の
E
c
は
、
国
際
通
貨
危
機
と
福

危
機

に
直
面
し
、
経
済

の
停
懲

造
を
示
さ
ざ
る
を

え
な
か

っ
た
・
七
一二
年
か
ら

七
九

ま
で
の
E
C

δ

か
国

の
成
長
率

は
、
平
均

、
i

%

で
あ
り
、

そ
れ
は
六
八
年
か
ら
七

三
年
ま

で
の
平
均
成
長
率

四

.
九
%

に
比

べ
て
約
二
分

の

一
に
当

た
る
。
ま
た
七
三
年
か
・り
七
九
年

ま
で
の
E
c
経
済

の
新
し

い
嬢

は
・
不
況
下

の
中

で
消
薯

物
禦

急
上
昇

し
た
占
{に
あ
る
。
同
期
間

の
E
C
の
そ
れ
は
平
均

δ

・
四
%

の
上
昇

で
あ

っ
た
。
E
C
は
失
善

の
増
大
・
傘

倒
藪

の
増
大
£

吠

備
投
資

の
低
水
準

に
直
面
し

た
。

つ
ま
り
七
・
年
代
後
半

に
蓮

に
み
ら
れ
た

ス
タ
グ

フ
レ
↓

ヨ
ン
経

済

の
蓼

因

の
欝

を
示
す

と
、
石
油
価
格

の
高
騰

に
よ
る
関
轟

・
m
価
格

の
上
塁

消
費
購

男

の
低
丁

関
連
製
造
業

に
お
け
る
投
資

の
籍

↓
実
讐

金

の
低

下
↓
経
済

の
活
力
低
下

の
悪
循
環
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

万

、

イ
ギ
リ

ス
と
イ
タ
リ
ア
は
、
自
国
通
貨

で
あ
る
ポ

ン
ド
と
弓

の
価
値
を
低
下
さ
せ
、
七
六
年

に
は
公
定
歩
合

の
引
上
げ
を
通

じ

て
、
財
政

.
金
融
面

の
引
き
締
め
政
策
を
選
択
し
、

フ
ラ
ン
ス
は
通
貨
供
給
量

の
管

理
政
策
を
、
西

ド
イ

ッ
が
総
嚢

拡
大
政
策

を
選
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択
し

て
景
気
回
復
肇

を
図

っ
た
・

一
七

八
年
か
・り
七
九
年

に
か
け
三

時
的

に
賦
暴
箇

復
を
寒

り
し
た
が
、
八
。
年

に
人

る
と
、

E
c

の
失
業
率

は
六

二

%

に
回
復

し
た
。
だ

が
消
馨

物
価
鼻

率

は

二

.

死

で
あ
り
、
西

ド
イ

ツ
を
除

い
て
ス
タ
グ

フ
レ
ー

シ

ョ

ン
を
克

服

で
き

な

か

っ
た

。

為
替
市
場
も
強

い
通
貨

マ
ル
ク
と
弱

い
讐

ポ

ン
ド
、

フ
ラ

ン
、

琴

の
.
.轟

造
を
y
あ

よ
・つ
に
調
弊

・る
か

に
お
わ
れ
た
.
例

え

ば
・
為
驚

場

に
対
し

て
も
・
部
分
的
な
為
替
相
場

へ
の
介
入

に
終
始

し
た
.

冗

八
三
年

の
ウ
ー

ア
ム
ズ
バ
歩

.
サ
,、
ッ
ト
で
は
、

経
済
情
勢

の
調
和
と
為
替
相
場

の

一
層

の
安
定
を
促
進
す

る
た
め

に
各
国

の
踊

が
確
認
さ
れ
た
.
と
-
に
E
C
は
E
c
通
貨

の
安
定
を

通
じ
て
経
済
停
滞
を
回
復
す
る

こ
と
姦

っ
た
.
だ
が
書

簸

は
深
刻

に
な

り
、

ウ

ェ
ル
ナ
ー

.
レ
ポ
ー

は
、
大
き
な
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
た

の
で
あ
る
・

万

為
鶯

場

に
お
け
る
各
国
與

銀
行

の
介
入
も
限
界

に
直
面
し
、
改
め

て
改
著

迫

り
れ
た
の
で
あ
る
.

八

四
年

二
旦

六

日
の
欧
州
議
会
決
議

は
、
八
犀

..灯

の

威

州
通
貨
制
度

の
強
化
と
完
成
L

に

つ
い
て
、

E
M
S
の
評
価
レし
批
判

を
行

っ
て
い
る
・

芳

で
・
「
欧
州
覆

制
度

は
、
加
盟
国
通
高

の
為
替
相
場

の
相
対
的
安
定
を
確
保
し
、
相
場

の
激
し

い
変
動
を
実
質

的

に
減
ら
す

こ
と

に
成
功
し
・
同
時

に
錘

相
場

の
変
更
が
、

芳

的
な
行
動

で
は
な
・＼
共
同
討
薦

従

.
て
秩
序
亡

く
行
わ
れ
て
き

た
と

い
う
意

味

で
・
比
較

的
良

好

に
機
能

し

て
き

た
」
と
評

価

し

な
が

ら
、
他

方

で
、
丙

部

的

な
安

定

と
均
質

化

と

い
.つ
日

標

は
、
日取
近

の
二
回

の
讐

調
整

の
結
果
・

よ
り
よ
い
均
質
化
を
〔
指
す
政
策
調
整
が
生
じ
た
と

は
い
え
、
期
待

し
た
ほ
ど

に
健

卑

し
て
い
な
い
L

と
批
判
す
る
・

さ
ら

に
二

九
荒

年
以
降
五
簡

に
、
深
刻
な
国
際
通
貨
危
機

の
混
乱

に
耐
え

て
生
き
延
び
て
差

が
、
墜

通
貨
制

度

へ
の
道

の
強
化

を
遅

ら

せ

て
き

た

「
弱

さ
と
矛
盾

を

暴
露

し

た

こ
と

を
認

め

る
」

と

い

.
て
い

る
.

特

に

「
E
C

U

の
創
造

方
法

が

,つ

ま
く

い
か

な

か

っ
た

こ
と
・

第

菌

書

に
対

す

る
為
替

政

策

調
整

が
欠

如

し

て
い
た

}」
と
、

E

C
U

が
広

焦

又
け
入

れ

、り
れ
ず
、

流

通

砦

乏

し

い

こ
と
・

ま

た
排

他
独

占

的

に
婿

さ
れ
ず

、

交
換

性

も
な

い

こ
と
、

内

部
安

定

を
目

指
す

均
質

化

が
欠
如

し

て

い
な

」
曳
と

(舅

。
.
.
§

Φ曇

婁

σq
喜

Φ
霧

包

讐

⑩
・・
伊
)
な

ど
が
弱

点

で
あ

っ
た
.

に
も

か
か

わ

り
ず

E

M
S

の
制

度

の
中

で
、

八
。
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年
代

に
な

.
て
イ

ン
フ
レ
格
差
を
抑
制
し
た

こ
と
を
評
価
し

て
い
た
。
八
〇
年
代

の
前
半

で
、
通
貨
調
整
が
・
経
済
政
策

を

肩

均
質
化

の
方

向

へ
修

正

し

た
と

い
う

の

で
あ

る
。

一
九
八
〇
年
代

に
入

.
て
欧
州
通
貨
同
盟

は
、
七
〇
年
代

の
為
替
相
場

の
不
安
定
を
次
第

に
克
服
し
・
通
貨

の
安
定
が
・
商
品
・

マ

ビ

ス
、
資
本
、
労
働
力

の
自
由
を
罷

に
す
る
条
件
を
作

.
た

こ
と
、

さ
ら

に
書

の
安
定
と
貿
易
と
金
融

の
自
由
化
が
・
経
済
成
長
と

雇

用

の
た
め

に
相

互

に
補
強

し

あ

っ
て
い
く

こ
と
を
決

意

し

た

の

で
あ

る
。

芳

八
五
年
六
月

に
、

E
C
委
員
会
は
、

E
C
域
内

の
低
成
長
率
、
高
失
業
率
、
過
度

の
崖

物
価
隻

持
政
策
・
企
業
競
争
力

の
低

下
、
先
端
技
術
産
業

の
競
争
力

の
低
下
、
為
替
相
場

の
委

定
な
ど
を
克
服
す

る
た
め
に
、
「
域
内
市
場

の
完
成

に
向
け

て
」
と
い
う

『
E

C
統

A
聞
皇

臼
』

を
提

出

し

た
。

}」
の
点

は
、
七

〇
年

代

の
E

C
、

八

〇
年

代

前
半

の
経

済

・
通
貨

へ
の
反
省

と
同

時

に
塑

一年

E
C

市
場

統
A
q
の
実
現
を
黒

し
た
も

の
で
あ

.
た
。

そ
の
後
E
C
市
場
統
合
は
、
E
C
市
場
を
め
ぐ
る
寡
占
間

の
競
争
を
中
心
と
す

る
企
業
間

の

競
争

が
活
発
化
し
た
。
同
時

に
E
c
市
場
統
A
聞
を
妨
げ

る
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
克
服
し
、
商
品
、
労
働
力
・

サ
壱

ス
・
資
本

の
自
由
移

動
も

是

着
」

し

つ
つ
あ

る
。

芳

、

一
九
九
〇
年
代

の
E
C
統
合
は
、
市
場
統
合
、
政
治
統
合
・
通
貨
統
合

の
三
位

葎

化
を
め
ざ
す

も

の

で
あ

っ
た
。

④

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

に
お

け
る
通

貨
統

合

の
特

徴

と
問

題
点

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ

ト

に
お

け

る
E

C

首

脳

会

議

は
政

治
、

通

貨

統

合

に
関

す

る

ロ
ー

マ
条

約

の
改

正

案

を

提

出

し

た

の

で
あ

る

(↓
冨

霊
遷

ロ
。圃ロ
陶
ゴ
ヨ
..博
∪
。。
.
ヨ
σ
.
門
一
一』

8

一)。

改

め

て
通
貨

統

合

の
目
的

を

確
認

す

る
と

、

統

一
通
貨

E
C

U

の
導

入

を
定

め

た

こ
と

に
あ

る
。
そ
の
中
核

は
欧
州
中
央
銀
行
馨

(E
S
C
B
)
を
設
享

る
こ
と

に
あ

っ
た
。
欧
州
中
銀

の
目
的

は
委

定
な
E
C

の
物
価

の
安
定

に
あ

.
た
。
E
S
C
B

の
基
本
的
な
仕
事

は
、
第

δ

五
条

で
明
記
し

て
い
る
よ
う
に
、
①
E
C

の
金
融
政
策

の
決
定
と
実
施
・
②
外
国

為
替
操
作

の
実
施
、
③
外
貨
準
備

の
保
有
と
運
営
、
④
支
払

い
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
蓮

用
、
⑤
金
融
機
関

の
監
査
と
金
融

シ
ス
テ
ム
の
安
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定

に
か
か
わ
る
政
策
農

開
す

る
こ
と

に
あ

る
。
欧
州
中
銀

は
、
唯

通
貨

の
発
行
権
を
明
示
し
た
}」
と
に
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
仕
事

を
ど

の
よ
う

に
実
現
す

る
か

の
・フ
呈

ス
、
介
人
度
、
調
整
機
能
、
経
済
政
策

の
安
定
化
策
な
ど
に

つ
い
て
の
役

割

は
、

今
後

の
課
題

で
あ

る
。

私

た

ち

は
・

了

ス
ト

リ

ヒ

ト
の
功

罪

に

つ
い

て
論

ず

う

」
と

は

で
き

る
。

だ

が

い
ま
重

要

な
点

は
、

二
±

世
紀

に
向

か

っ
て
E

c

が
新

し
く
歩

み
だ

し

た

こ
と

に
あ

る
。

し

た
が

っ
て
従

来

の
E

M
S

の
問
題

点

と

そ

の
あ

り
方

を
E

M
C

の
機
能

と
歴
史

を
通

じ

て
明

.り

か

に
し

て
き

た
・

だ

が
新

E

c
論

に
と

っ
て
重
要

な
骨
組

は
、
通

貨
統

合

に
関

す

る
条
約

な

の
で
あ

る
。

こ

こ

で
改

め

て

了

ス
ト

リ

ヒ

ト

に
お
け

る

E
C
蔵

相

会

議

に
お

い

て
、

欧

州

中
銀

へ
の
移

行

に

つ
い

て
調

整

し

た
点

を
取

り
上

げ

る
・
そ
の
羅

の
箪

・
①

冗

九
六
集

に
政
府
間
の
協
議
を
開
き
、
財
政
赤
字
の
削
減
な
ど
経
済
条
件
を
満
た
す
国
が
七
か
国
以
上

あ
れ
ば
多
数
決

(国
の
人
。
を
藷

し
た
特
定
多
数
決
)
の
決
定
を
経

て
九
七
年

に
最
終
段
階

に
移
行
す

る
と

い
・つ
も

の
で
あ
る
。
財
政
赤
字

の
削
減
を
す
る
た
め

に
は
・
各
国
と
も
、
財
政
改
薯

展
開
し
、
経
済
活
力

の
強
化
、
福
祉

の
充
実
、
環
境
保
全

な
ど
を
政
策
目
標
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
・
②
も
し
九
七
年

に
麹

仔
で
き
な

い
場
合

は
、
九
九
年

百

百

に
は
経
済
条
件
を
満
た
す
国
だ
け

で
最

終
段
階

に
移
行
す
る
と
い
う
・
E
c
は

青

し

て
九
〇
年
代
末
ま

で
に
欧
州
中
央
銀
行
を
設
芒

、
通
貨
統
A
口
を
実
現
す
る
と
}」
う
に
、

そ
の
目
的
を
お

い
て
い
る
。

す

で
に
・

E
C
関
係
者

の
間

で
は
、
経
済
条
件
を
満

た
す
七
か
国
以
上

で
通
貨
統
A
口
を
実
現

し
、
九
七
年
最
終
段
階

に
移
行
す
る
▼、
と

を
目

指

し

て
調
整

し
た

が
・

加
盟

国
間

の

薮

を

み
な

か

.
た
。

蔵
相

会

議

の
決
定

は
九

九

年
初

め

と

い
・つ
期

限
を

区
切

る

り」
と

に
よ

.

て
・
経
済
効
率

の
よ

い
加
盟

三
か
国
か
四
か
国

で
通
貨
統
合

に
踏
み
き

る
こ
と
を
可
能

に
し
た
。

E
C
蔵
想

譲

が
決

め
た
通
貨
統
合

の
経
済
条
件

は
、
財
政
赤
字

の
削
減
、
物
価

の
安
定
、
国
際
収
支

の
均
衡
、
長
期
金
利
水
準
、
為

替

の
安
定
な
ど
で
あ

っ
た
・
現
在

の
時
点

で
九
六
年

に
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
可
能
性

の
あ

る
国

は
ド
イ

ツ
、

フ
一フ
ン
ス
、

デ

ン
了
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ク
、

オ

一フ
ン
ダ
な

ど

で
あ

る
。

E
c
各
国

は
条
件

を

満

た
す

た
め

に
努

力

す

る

で
あ

ろ
う

が
、
統

合

を
担

う
先

発
国

と
後

発
国

に
わ
か

れ

る

で
あ

ろ
う
。

欧
州
中
央
銀
行

が
設
立

さ
れ
た
あ
と
は
、
通
貨
統
合
参
加
国
績

一
通
貨
発
行

の
準
備
を
進
め
、
E
C
U
を
発
行
し
・

E
C
の
基
軸
通

貨
と
な
る
で
あ

ろ
.つ
。
E
C
蔵
相
会
議

は
、
通
貨
統
合

に
参
加
し
な

い
英
国

の
取
扱

い
に

つ
い
て

「
参
加

し
な

い
自
由
」
姦

め
る
方
向

で

一
致

し
、

国
民

投
票

を

必

要

と
す

る

デ

ン

マ
ー

ク
に
も
同

じ

よ
う

な
条

件

を
与

え

た
。

な
お
欧
州
中
銀
機
構

に

つ
い
て
改
訂
さ
れ
た
笙

〇
五
条

に
よ

。
て
紹
介
す
る
。
欧
州
中
央
銀
行
機
構

(E
S
C
B
)
の
最
大

の
目
的

は

物
価

の
安
定

に
あ
る
と

い
・つ
。
E
S
C
B
の
基
本
的
輩

は
、
笙

に
、
E
C

の
金
融
政
策

の
決
定
と
実
施

に
あ
り
・
第
二
に
・
外
国
為

替
操
作

の
実
施

に
あ
る
。
第
三
に
、
外
墓

備
保
有
と
響

に
あ
る
。
第
四
に
、
支
払

い
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
用
に
あ
る
・
第
五

に
・

金
融
機
関

の
監
視

と
金
融

シ
ス
テ
ム
の
安
定

に
か
か
わ
る
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
あ
る
。
欧
州
中
銀

(E
C
B
)
が
・
前
述
し
た
よ
う

に

唯

一
通
貨
発
行
権
を
も

つ
と

い
う

こ
と

は
、
E
C
市
場
統
合
と
連
動
さ
せ

て
通
貨
統
合
を
進

め
て
い
く
構
想

で
あ

る
。

次

に
私
は
、
通
貨
統
合

の
経
過
を
改
め

て
整
理
し

て
み
た

い
。
周
知

の
よ
う
に

冗

七
〇
年
代

の
ウ

ェ
ル
ナ
ー

レ
ポ
i
ト
の
構
想

は
・

部
分
的

に
定
着

し

つ
つ
も
、

ド
ル
危
機

へ
の
対
応

竿

分

で
な
か

.
た
。
そ
れ
は
先
述
し
た
よ
う

に
強

い
通
貨

マ
ル
ク
に
対

し
て
他

の
国

の
通
貨

が
弱
体
化
し

て
い
た
か
ら

で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
欧
州
通
貨
制
度
を
作

っ
て
、
各
国

の
中
央
銀
行
総
裁
会
議
な
ど

に
よ

っ
て
ド
ル

の
委

定

に
対
し

て
E
c
独
自

の
通
貨
対
策

を
試

み
た
が
、
世
界
経
済

の
激
変

の
中

で
、
そ
れ
は
ト
分

に
機
能
し
え
な
か

っ
た
・

芳

で
・

加
盟
国
通
貨

の
変
動
幅
を
上

下
こ

.
二
五
%
内

に
維
持
す
る
と

い
う
目
標
も

一
九
八
〇
年
代
後
半

に
な

っ
て
始

め

て
可
能

で
あ

っ
た
。

こ

れ

に
は
、
加

盟

国

の
政

治
統

A
口
と

リ

ン
ク
し

て
政

策

決
定

を

し
な

い
限

り
前
進

し

な

い

こ
と

を

示
し

て
い

る

の

で
あ

る
・

そ
れ

は
・

充

八
三
年
六
月

の
シ

ュ
ト

ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
欧
州
理
事
会

で
示
さ
れ
た

『
冒
一言
」
は
、
加
盟
国
間

の
政
治
協
力

の
必
要
性
姦

調
し
・
「
欧
州
同

盟
」

の
目

標

を
設

定

し
た

}、
と

で
も
明

・り
か

で
あ

る
。
「欧

州

の
建

設

は
、
欧

州

の
連
帯

と
共

同

の
も

の
と
、
全

般

的
財

政

目
標

を
明

確

に
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し
・
効
率
的

な
意

志
決
定
手
続
、
諸
活

動
部
門
間

の

一
層

の

一
貫
性

と
緊
密

な
調
整
を
志
向

し
、
欧
州
同
盟
を
強
化
す

べ
き

で
あ
る
L

(ω
。
藝

ψ。
Φ
§

§

.
。
国
。
δ
。
§

d
§

。・
量

一:

;

①
図
塞

・・
ω
も
聾

と
主

張

し

た
。

E
C

が
中

軸

に
な

っ
て
欧

州
統

A
口
を
志

向

す

べ
き

で
あ

る
と

い
う
思

想

で
あ

る
。

E

C

の
通
貨

統

合

は
政

治
統
合

と
連

動

し

て
成
立

す

る
と

い
う
考

え
方

を
提

示

し

た

の

で
あ

る
。

}」
の
思
想

は
、

八

九
年

六
月

の
E

C

理
事
会

に
お
け
る

『
ド

・
ル

馨

』

と
な

っ
て
具
現
化
し
た
の
で
あ
る
。
通
貨
統
A
口
の
篁

段
階

は
、

九
〇
年
七
月

百

以
前

に
開
始

さ
れ
・
全
加
盟
国
通
貨

の
E
R
M

へ
の
参
加
、
域
内
変
動
幅

の
統

一
お
よ
び
加
盟
国
内
各
中
央
銀
行
総
裁
A
譲

の
機
能

の
強
化
を
t
内
容

と
し
、
通
貨

・
金
融
政
策

の
協
調
を
強
化
す

べ
き

で
あ

る
と
い
う

の
で
あ

る
。

⑤

通
貨
同
盟
と
資
本

の
相
互
交
流

兀

八
七
年
以
降

九

二
年
市
場
統
合

の
完
成
を
め
ざ

し
て
E
C
市
場

に
お
け
る
資
本

の
籍

.
集
中
も
進

ん
だ
。

▼、
の
}、
と
が
通
貨

統
合
を
促
進
し
た
・
他
方
貿
易

の
拡
大

も
進
ん
だ
。
貿
易

に
よ
る
市
場

の
拡
大

は
、
E
C
市
場

の
生
産

の
拡
大
を
誘
因
し
、
規
模

の
利
益

に
よ
る
価

格
低

下

を

も

た
ら
す

と
と

も

に
、

多
種

多

様

な
曹

㎜
の
選
択

を
可

能

に
す

る
。

E
C

は
関
税

を

零

に
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

E

C
域

内

の
貿

易

を
拡

大

し
・
市

場

の
統

合

を
促

進

し

た
。

そ
れ

に
伴

.
て
E
C
通
貨

の
発
行

量

を
増
大

さ

せ
た
。

と
く

に
商

.
嬰

易

の
量

的
拡
大
だ
け

で
な
く
・
欧
州

に
お
け
る
直
接
馨

を
活
発
化

さ
せ
た
。
E
c
資
本
市
場
は
、
九

二
年
統
A
口
を
め
ざ
し

て
活
性
化
し
た
。
そ

れ
は
域
内

に
お
け
る
資
本

の
相
互
浸
透

で
あ
る
。

と
く

に
八
六
年
以
降
、
E
c
の
対
外
、
対
内

の
直
接
投
資
が
増
大
し
た
。
八
〇
年
代
後

半
か
ら
の
E
C
経
済

は
・
世
界
経
済

の
好
景
気

に
支
え
ら
れ
た
。
八
六
年

の

『
E
C
議
塞

四』

に
お
け

る
欧
州
企
業

の
育
成
策
は
、
加
盟

国
企
業

の
積
極
的
投
資
を
促
進
し
た
。
進
出
企
業
と

の
競
争

に
対
抗
す
る
た
め

に
経
営
体
質

の
改
善
、

コ
ス
ト
低
減

.
企
業
規
模

の
効
率

性

の
追
及
を
条
件
づ
け

て
い
る
。
E
C
嚢

国

へ
の
直
接
投
資

は
活
発
化
し
た
。
従
来

の
製
造
業

へ
の
直
接
投
資
は
、
八
〇
年
代

の

δ

年
間

歪

し

て
い
る
が
・
金
融
・
保
険
、
不
動
産
、
そ
の
他

マ

ビ
ス
業

の
比
票

増
大
し

て
い
る
。
と
く
旨

立

つ
の
は
、

日
本
企
業
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の
E

C
投

資

は
、

製

造
業

は
も

ち

ろ
ん

で
あ

る
が
、

サ
ー

ビ

ス
業
投

資

が
増

大

し

て
い

る
。

世

界
経

済

に
お

け

る
E
C
加

盟
国

間

、

日
本

、

米
国

の
E

C

へ
の
投
資

お

よ
び

E

C

の
対
米

投

資

の
状

況

を

み
る
と
、

産
業

構
造

の
構

成

変

化
を

も

た

ら
し

、
通

貨

・
金
融

の
国
際

化

を
促

進

し

て
い

る
。

第

一
次
産

業

の
低
下

と
第

二
次

産
業

の
相
対

的
低

下

に
対

し

て
第

三

次

産
業

の
比
重

の
増

大

と

な

っ
て
進

行

し

て

い
る
。

こ

の
現

象

は
、
先

進

国

の

「
ソ

フ
ト

ノ
ミ

ッ
ク

ス
」

化

を
も

た

ら
し

て
い

る
。

そ
れ

は
国
際

経

済

に
お

け

る
金
融

資
本

主

導

の
現

象

で
あ

り
、

そ
れ

は
脱

工
業
化

社

会

と

の
連
動

化

を
ど

う
す

る
か
を

問

わ
れ

て
い
る

の
で
あ

る
。ソ

フ
ト

ノ
ミ

ッ
ク

ス
化

は
、
従

来

の
重

厚

長
大

型

の
産
業

か

ら
軽

薄

短
小

型

の

ハ
イ

テ
ク
産
業

へ
の
移

行

を
示

し
、
省

エ
ネ
、

省
資

源

へ
の
産

業

構
造

を

示

し

て
い
る
。

し

た
が

っ
て
金
融

の
自
由

化

、
国

際

化

の
性

格

は
E

C
経
済

の
新

し

い
特
徴

を
導
出

し

て

い
る
。

こ
う
し

た
背

景

に
は
、

E

C

の
共

通

通
貨

と

い
わ
れ

る
民

間

E

C
U

の
利

用
度

が
高

ま

っ
て
い
る

こ
と

を
示

し

て
い
る
。

八

八
年

に
民

間

E

C
U
建

の
新

規

債

券
発

行
額

は
、

八
七

年

の
約

七

四
憶

ド

ル
か

ら

一

一
二
憶

ド

ル
に
増
人

し

た
点

に
あ

る
。

八
九

年
時

点

で
、

E
C

U
債

券

発
行
額

は
、

ユ
ー

ロ
債

券

発
行

額

総
額

の
五

・
四
%

と
低

い
が
、

そ

の
潜
在

力

は
大

き

い
。

そ

の
比
率

が
毎

年

増
大

し

て

い
る
点

を
注

目

し

た

い
。
公
的

E
C

U

は
限

定

さ
れ

て
い

る
と

は

い
え
、
E
C
加

盟

国
間

の
公
的

通
貨

の
安

定

の
た

め

の
決

済

や
介

入
を

み

る
と
、

き
わ

め

て
、
安

定

し

て

い
る
。

E

C

U
が

、

E
C

間

の
通
貨

取

引

の
決
済

、
介

入

・
準
備

な

ど

の
分

野

で
、
優

位

を
保

ち
、

E

C

に
お

け

る
商

品
、
資
本

、
労

働

力
、

サ
ー

ビ

ス
の
自
由

化

を
促

進
す

る
役
割

を

果

た
し

て
い

る

こ
と

は
疑

い
も

な

い
事

実

で
あ

る
。
だ
か

ら

こ
そ
、

八
九

年

六
月

に
E

C

の
経
済

通
貨

同

盟

を
推

進

す

る
た

め

に

『
ド

ロ
ー

ル
報
告

』

が
提

出

さ

れ

た

の

で
あ

る
と
考

え

る
。

通
貨

同
盟

の
第

{
段

階

を
九

〇
年

七

月

一
日
以

前

に
開
始

し

、
全
加

盟

国
通

貨

の
E

R
M

へ
の
参

加

(英
国
は
保
留
)、
域

内
変

動
幅

の
統

一
、
加

盟
国

の
中

央

銀

行

の
総
裁

会

議

の
機

能

を
強
化

し
、

金
融

政

策

の
統

一
を
促

進
す

る

こ
と

を
提

案

し

た

の
で
あ

る
。

第

二
段

階

に
お

い

て
、

E
C

の

通

貨
金

融

政
策

に

つ
い

て
の
最
終
的

責

任

を
負

う
欧
州

中
央

銀

行
制

度

(E
S
C
B

目

図
ξ
O
冨
き

Qり
差
酔Φ
ヨ

O
h
O
雪

算
巴

bσ
磐

認
)
を

設

け
、
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各
国

の
金

融

政

策

の

一
元
化

、

各

国
通

貨
相

互

の
変

動

幅

の
縮
小

を
提

案

し

た

の

で
あ

る
。

そ
し

て
第

三
段

階

で
は
、

域

内

通
貨
相

互
間

に

「
固

定
相

場

制

」
を

採

用
し

、

単

一
通
貨

へ
の
移

行

を

め
ざ

し
、

E
C

の
市
場

統

合

を
通
貨

の
面

か

ら
保

障

し
、
文

字

通

り

の

「
E
C

U
」
基

軸

の
通
貨

統
合

を

め
ざ

し

た

の

で
あ

る
が
、

第

二
、
第

三
段

階

の
具

体
的

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
は
明
示

さ
れ
な

か

っ
た
。

こ
う
し

た
第

二
、
第

三
段

階

の
通
貨

統

合

を
明

示

し

た

の
が
、

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ

ト

に
お

け

る

「
通

貨

に
関
す

る
条
約

」
で
あ

っ
た
。
し
た

が

っ
て
、

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ

ト

の
E

C
憲
法

の
原

点

を
改
訂

し

た
意

味

の
重

要

な
内

容

は
、

「
通
貨

統

合
」

に
あ

っ
た

の

で
あ

る
。

⑥

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ
ト
条

約

の
矛
盾

私

た
ち

は
、

欧

州
同

盟

の
基

軸

を
市

場
統

合

、
通

貨

同
盟

に
求

め

て
き

た
。

そ
れ

は
現
実

的

に
定
着

し

つ

つ
あ

り
、

E
C
首

脳

の
政
治

的

共
同

作

業

の
成

果

で
あ

る
。
市

場

統

合

に
し

ろ
、
通

貨
統

合

に
し

ろ
、
加

盟

各
国

の
政

策
担

当

者

が
、
国

民

の

ニ
ー
ズ

に
対

応

し

つ
つ
、

ど

の
よ
う

に

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
を
形

成

す

る
か

に
あ

る
。

だ
が
現

実

に
、

加
盟

国

間

の
協

調

は

一
貫

し

て
変

わ

ら
な

い
で
あ

ろ
う

が
、

そ

こ

に
は
、

さ

ま
ざ

ま

な
政

治
的

対
立

が
存

在
す

る

こ
と

も
当

然

で
あ

る
。

E

C

の
新

し

い
発
足

は
、

市

場
統

合

か
ら
通

貨

統
合

に
あ

る

こ
と

は
、
明

ら

か

で
あ

る

に
も

か
か

わ

ら
ず

、
加

盟
国

内

の
政
治

状
況

は
、

ひ
と

す

じ
な

わ

で
は

い
か

な

い
。

市

民
社
会

の
定
着

を

め
ざ

す
以

上

、

加
盟

国

内

に
お

け

る
政
治

的
対

壷

が
あ

る

の
は
当

然

で
あ

る
。

一
九

九

一
年

卜

.
一月

に
合

意

し

た
E

C
通
貨

.
政

治
統

合

の
方

向
を

示
し

た

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ
ト
条
約

の
批
准

に

つ
い
て
も
、

加

盟
国

内

の
議
会

に
お

い

て
対
立

す

る

の
は
あ

た
り

ま
え

の

こ
と

で
あ

る
。

そ
う

で
な

い
限

り
、
市

民

社
会

志
向

の
意

味

は

な

い

で
あ

ろ

う
。

一
九

九

二
年

四
月

一
日

の

ド
イ

ッ
の
報

導

に
よ

る
と
、

ド
イ

ッ
で
は
、

通
貨

統
合

に
よ

っ
て
欧
州

で
最
も

強

い

マ
ル
ク

の
価
値

が
低
下

す

る

と

い
う
不

満

が
お

こ

っ
て

い
る
。

ま
た

フ
ラ

ン
ス
で
は
新

ロ
ー

マ
条
約

で

決

あ

た
欧

州
市

民
権

の
導
入

の
成

果
を

認

め

た
も

の
の

「
外

国
人

の
権

利

を

不
当

に
拡

大
す

る
」

の

で
は
な

い
か
と

い
う
不

満

が
お

こ

っ

て

い
る
。

事
実

、

九

二
年

三
月

末

の
地

方

選
挙

で
は
、

政
権

党

で
あ

る

ミ

ッ
テ
ラ

ン
の
社
会

党

へ
の
批

判
が

高

ま
り
首

相

は

ク

レ

ッ
ソ
ン

か

ら

ベ

レ
ゴ

ボ

ア
に
変

わ

っ
て

い
る
。

こ

の

こ
と

の
背
景

に

は
、
環
境

保

護

派

の
進
出

は
当

然

の

こ
と
と

し

て
も

、
「
国
家

生

義
」
派

の
勢
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力

が
増
大
し

て
い
る
。
「
移
民
問
題
」
に

つ
い
て
の
国
家
主
義

の
台
頭
が
あ

っ
た

こ
と
を
改
め

て
考

え
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
国

家
主
義
、
民
族
主
義
者
が
、
感
情
的

に
E
C
批
判
を
し
て
も
、

そ
の
本
質
を
打
破
す

る
こ
と
は
、
歴
史
的

に
も
、
構
造
的

に
も
無
理

で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
E
C

の
市
場
統
合
も
資
本

の
論
理

に
基
づ

い
て
構
造
的
発
展
を
み
せ
て
い
る
が
、
通
貨
同
盟

に
い
た

っ
て
は
、

一
筋
縄

で

は
い
か
な

い
。
各
国

は
、
自
国

の
主
権

の
制
限
を
相
互

に
認
知
し
、
共
同
体

の
同

一
性
と
異
質
性
を
共
有
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

通
貨
統
合

の
移
行
期

間
を
明
示
し
た

の
は
、

こ
う
し
た
理
念
を
内
包

し
た
も

の
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
通
貨
統
合

の
第

二
段
階

は
、
は

っ
き
り
と
九
四
年

一
月

一
日
に
開
始
す

る
と
し
、
こ
の
段
階

で
欧
州
通
貨
機

関

(E
M
I
)
を
設
立
し
、
E
M
I
は
加
盟
各
国

の
既

存
中
央
銀
行
と
の
協
調
を
強
化
し
、
物
価
安
定
を
保
証
す
る
目
的

で
金
融
政
策
を
調
整
す
る
と
な

っ
て
い
る
が
、

そ
の
た
め

の
実
行
す

る

条
件

は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
第

二
段
階

の
最
初
か
ら
E
C
U
バ

ス
ケ

ッ
ト
の
通
貨
構
成
比
率
を
凍
結
す

る
と

い

っ
て
い
る
の
は
、
各
国

の

物
価

の
安
定
、
経
済

の
安
定
と
連
動
し

て
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら

で
あ

る
。
欧
州
中
央
銀
行
が
強
力
な
通
貨
統
合

の
た
め

の

権
限
を
も
た
な

い
限
り
為
替
安
定

シ
ス
テ
ム
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ

の
た
め

に
は
各
国

の
通
貨
統
合

へ
の
協
力
が
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
九
二
年

四
月

の
段
階

で

「
マ
ー

ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
」

の
批
准
作
業

は
も
た

つ
い
た
。

ド
イ

ッ
で
は
前
述
し
た
よ
う

に
通

貨
統
合

に
よ

っ
て
欧
州
最
強

の

マ
ル
ク
が
消
滅

し
E
C
U
に
変
わ
る

こ
と

に
不
安

の
声
が
あ
が

っ
て
い
る
。
例
え
ば

「
E
C
U

の
代
わ
り

に

ユ
!

ロ
マ
ル
ク
、

ユ
1

ロ
フ
ラ

ン
な
ど

の
呼
び
名

に
し
た
方
が
よ
い
」
(ゲ
ン
シ
ャ
ー
ド
イ
ツ
外
相
)
ま
た
ド
イ

ツ
レ
六
州
の
首
相

は
政
治

統
合

で
州
政
府

の
権
限
が
縮
小
し
、
ブ

リ

ュ
ッ
セ
ル
の
E
C
本
部

の
権
限
が
強
化

さ
れ
る
の
で

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
の
条
約
批
准

に
反
対
し

て
い
る
。

マ
ル
ク
か
E
C
U
か
と
い
う
通
貨
呼
称

の
問
題

で
あ
る
な
ら
ば
欧
州
通
貨
機
構

に
と

っ
て
本
質
問
題

で
は
な
い
。
ま
た
州

の
権

限

に

つ
い
て
は
今
後
各
国

の
地
方
自
治
権
を
守

り
な
が
ら
E
C
の
政
治
統
合

の
あ
り
方
を
考

え
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑦

現
行

E
C
U
と
新

E
C
U
の
併
存
と
そ

の
矛
盾

一
方
、
こ
こ
で
改
め
て
E
M
U

(経
済
通
貨
同
盟
)
参
加

の
条
件
を
吟
味
し

て
み
よ
う
。
第

一
に
、
E
M
U

に
参
加
す
る

一
年
前

の
物
価
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上

昇
率

が
加
盟

国

中

最

も
低

い
三
か

国

の
平

均
を

一
・
〇

五

%
上

回

ら

な

い

こ
と
。
第

二

に
、

財
政

赤

字

は
、
実

績

で
あ

れ
、

見

込

で
あ

れ
、
名
目

国

内
総

生

産

(G
D
P
)
の
三

%
を

超

え
な

い

こ
と
。
第

三

に
、
累
積

赤

字

が
G

D

P

の
六

〇

%
を

超

え
な

い

こ
と
。
第

四

に
為

替

レ
ー

ト
は
参
加

前

の
最
低

二
年

間

は
欧

州
通
貨

制

度

(E
M
S
)
の
変
動

幅

二

.
二
五

%
内

で
推

移

し
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。
第

五

に
参

加

国

の
長
期

国

債
利

回

り
は
、

物

価
安

定

の
点

か

ら
最

も
金

利

の
低

い
三

か
国

の
平
均

を

、
一%
上

回

ら

な

い
。

A

.
ロ
ー
ゼ

ン

シ

ュ
ト

ッ
ク

に
よ

る
と
、

現
在

こ
れ
ら

の
五

点

の
条

件

を
満

た

し

て
い
る
国

は

フ
ラ

ン
ス
と

ル
ク

セ

ン
ブ

ル
ク

で
あ

る

と

い
う
・

デ

ン

マ
ー

ク
、

ド
イ

ッ
、

オ

ラ

ン
ダ

、
イ

ギ

リ

ス
が

こ
の
後

に
続

き

、

イ
タ

リ

ア
、

ス
ペ
イ

ン
、

ポ

ル
ト
ガ

ル
、
ギ

リ

シ
ャ
は
、

こ
う
し

た
条

件

を

み

た
す
可

能
性

が
き

わ

め

て
低

い
と

い
う
。

ベ

ル
ギ

ー
と

ア
イ

ル
ラ

ン
ド
は
累
積

赤

字

の
規
制

が

問
題

に
な

る

で
あ

ろ

う

と

い
う
。

こ
う

し

た
見
方

は
当
然

で
あ

ろ
う
。
今

後
、

五
点

の
条

件

に
デ

ン

マ
ー
ク
、

ド
イ

ッ
、

オ

ラ

ン
ダ

な
ど

が
接

近

し

て
い
く

で

あ

ろ
う
。

た

し
か

に
、

こ
う

し

た
条
件

を

み
た
す

国

が

一
九

九

七
年

に
通
貨

同
盟

を
、

お

そ
く

と
も

九
九

年

に
通
貨

同
盟

を
完

成

す

る
と

い
う
。

だ

が

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ

ト
条

約

は
、

イ
ギ

リ

ス
と

デ

ン

マ
ー

ク

に
対

し

て
特

別

不
参
加

選
択

条

項

を
与

え

て

い
る
。

こ
の
点

は
す

で

に
述

べ
た
。

と

こ
ろ
が
、

先
発

国

が
通

貨

同
盟

を

形

成
す

る
と
後
発

国

に
対

し

て
金

融

市
場

に
お

け
る
重

力

と
な

り
、

企
業

家

は
、
安

定

し

た
通
貨

を

求

め

る

で
あ

ろ
う
。

当
然

な

こ
と

で
あ

る
。

だ

が

ロ
ー
ゼ

ン

シ

ュ
ト

ッ
ク

は
、

バ

ス
ケ

ッ
ト
通

貨

で
あ

る
現

行

E
C

U
と
将

来
単

一
通

貨

と

な

る
E

C

U
と

が
名

称

以
外

に
共

通

点

が
な

い
と

い
う
。
彼

は
続

け

て
い
う
。
「
E
M

U

の
最

終
段

階

で
、
E

C
U

バ

ス
ケ

ッ
ト
通

貨

の
中

で
最

も
安

定

し
た
通

貨

が
新

通
貨

圏

を

形
成

し
、

新

し

い
E
C

U
通
貨

を

自

ら

の
力

で
創
設

す

る

た
あ

に
バ

ス
ケ

ッ
ト
か

ら
抜

け
出

す

こ
と

に
な

ろ
う
。

現
在

の
E

M

S
加

盟
国

す

べ

て
が
新

E

C
U

通
貨

ゾ

ー

ン
に
参

加

が
認

め

ら

れ

な

い
限

り
、

(し
か
も
認
め
ら
れ
る
可
能
性

は
極
め
て
小
さ

い
)

そ

し

て
E

M
S

シ

ス

テ
ム
が
現
行

バ

ス
ケ

ッ
ト
通

貨

の
E
C

U
を
中

心

と

し

た
為
替

レ
ー
ト
機

構

と

と
も

に

こ
の
ま

ま
残

る

の
で
あ
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れ
ば

、
新

E

C

U

の

ハ
ー
ド
カ

レ

ン
シ
ー
と

現
行

E

C
U

が
併

存

す

る

こ
と

に
な

る
」

(『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
九
二
年
四
月

一
六
日
)
と
。

こ
こ

に
は

二

つ
の
問
題
点

が
あ

る
。

第

一
は
、
新

欧

州
通

貨

単
位

E

C

U
と
現

在
機

能

し

て
い
る

E
C

U

の
併

存

を
ど

の
よ
う

に
す

る

か

で
あ

り
、
第

二

は
、
E
M

S
加

盟
国

す

べ
て
が
新

E

C

U

の
発
行

権

を
伴

う
経

済

通
貨

同
盟

(
E
M
U
)
に
参
加

し
な

い
限

り
、
欧
州

通

貨
統

合

は
不
可
能

で
あ

る
と

い
う
否

定
的

見

解

で
あ

る
。

わ
た

く

し

の
考

え
方

は
、

こ
う

で
あ

る
。

第

一
の
現

行

E

C

U
と
新

共
通

通
貨

を
通

貨
同

盟

の
完
成

ま

で
併

存

さ
せ

る

こ
と

に
あ

る
と

思

う
。

現

行

E
C

U

を
段
階

的

に
新

通

貨

同
盟

に
吸
収

し

て
い
く

の

で
は
な

い
か
と

考

え

る
。

こ
の
場

合

、
従

来

の
E

M
S
を

廃
止

し
、

現

在

バ

ス
ケ

ッ
ト
通

貨

E

C
U
建

て

の
資

産

を
各

国

通
貨

建

て

に
移

す

こ
と

に
よ

っ
て
加

盟

国

の
投

資

家

に
安

心
感

を
与

え

る

で
あ

ろ

う
。

そ

の
た
め

に
新

E
C

U
建

て

の
資
本

獲

得

の
際

に
生

ま

れ

る

リ

ス
ク
を
最

小
限

に
抑
止

し
、

混

乱

を
な

く
す

こ
と

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
E
C

は
新

E

M

U

の
参

加

規

則

の
条
件

を

み

た
す

よ

う
な
各

国

へ
の
金

融
政

策

を
求

め

て
い
く

で
あ

ろ
う
。

し

た

が

っ
て

現

在

ド
イ

ッ

マ
ル
ク
を
通

じ

て
E
M

S
加

盟

の
弱

い
通
貨

と
新

し

い
E
C

U

に

リ

ン
ク
し

て
い
る
通
貨

を

安
定

さ
せ

る

こ
と

に
あ

ろ
う
。

さ
ら

に
現
行

E
C

U
債

の
金

利

引

き
あ

げ

を
実

行

す

る
だ

け

で
な

く
、

E

C
U
債

を
安

定

さ

せ

つ
つ
新

E

C

U

に
吸

収

し

て

い
く

こ
と
が

必
要

で
あ

ろ
う
。

新

旧

E

C
U

の
併

存

を
克

服

し

て
い
く

こ
と

に
あ

る
。

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト

の
通
貨

同

盟

の
成
立

過

程

に
は
、

挫
折

の
危

険

を
含

み

つ

つ
、

か

つ
未

解

決

の
政

治
的

、

法
律

課
題

を
克

服

し

て
い
か

な

け
れ

ば
な

ら

な

い
。

通
貨

同

盟

完
成

に
は
、
加

盟
各

国

の
政

治

的

協
力

と

く

に
各
国

の
中
央

銀

行

の
通

貨

発
行
権

を

E

C

に
委

譲
す

る

こ
と

に
あ

ろ
う
。

⑧

一
九
九

二
年

世

界
景

気

後

退
期

の
中

で
、
新

E
C
統

合

を
考

え
る

さ

い
ご

に

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

は
挫

折

の
危

険

を
含

み
な

が

ら
、
市

民
主

体

の
E

C
通
貨

統
合

、

政

治
統
合

を

め
ざ

し

て
進

ん

で
い

る
。

E
C
委

員
会

は
、
九

一
年

一
二
月

四

日
、
九

三
年

ま

で

の
経

済

見
通

し
を

発
表

し

た
。

ド

イ

ッ
の
高

金

利
政

策

に
よ

っ
て
E

C

の
景

気

回

復

の

テ

ン
ポ

は
お

く
れ
、
九

一
年

の
実

質

経
済

成
長

率

(国
内
総
生
産
肖
G
D
P
ベ
ー
ス
)
は
、

一
・
三
%

で
あ

り
、

一
九

八

二
年

以
来
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の
低

水
準

で
あ

り
、

九

二
年

は

・
∵

二
五

%

で
あ

り
、

九

三
年

も

、
一
・
五

%

の
伸

び

で
は
な

い
か

と

予
想

さ
れ

て
い
る
。

E

C
全
体

の
平

均
失

業
率

は
、

九

.
]年

九

%
、

九

三
年

九

・
五

%

と
予

測

し

て
い
る
。
九

二
年

、
九

三
年

の
E

C
内

の
主
要

国

の
経

済
成

長
率

の
見
通

し

を

み

る
と
、

ド
イ

ッ
ニ

・
、
一五

%
、

一

・
七
五

%

、

フ

ラ

ン
ス
ニ

・
二
五

%
、

一
・
七

五
%
、

英

国

二
%
、

二

.
七

五

%

で
あ

り
、

フ
ラ

ン
ス
を
除

い

て
平
均

以
下

で
あ

る
。

最
大

の
問

題

は
、

失

業
率

の
上
昇

で
あ

る
。

E

C

の
平

均

成
長

率

は
八
%

台

に
ヒ

昇

し

て

い
る
が
、

九

二
年

に
は
九

%
台

に
な

る
見
通

し

で
あ

り
、
失

業
者

数

は
、

す

で
に

一
.
一〇
〇

万

を
超

え

て
い
る
。

九

一
年

の

フ
ラ

ン
ス
失
業

率

九

。
五

%
、

九

二
年

一
〇

%
、
九

三
年

一
〇

・
二
五

%
、
英

国

は
同

じ
各

年

八

・
四
%

、
九

・
七

丘

%
、

一
〇

・
○

%

で
あ

り
、

ド
イ

ッ
は
、
同

じ
各
年

を

み

る
と
、

四

.
六

%
、

五

.
○

%
、
五

・
五

%

で
あ

る
。
失

業
率

は
か

な
り
高

く
、
仏

、
英

、

ス
ペ
イ

ン
、

ア
イ

ル
ラ

ン
ド
は
深
刻

な
社

会

問
題

に
な

っ
て

い
る
。

こ

の
点

を

ど

の
よ
う

に
克

服

す

る
か

が
問

わ
れ

て

い
る
。

こ
の
失

業
率

は
E

C

に
と

っ
て

マ
ー

ス
ト

ー3

ヒ
ト
条

約

の
批

准

に
あ

た

っ
て

マ

イ

ナ

ス
要

因

に
な

っ
て
い
る
。

E
C

は
欧

州

通
貨
制

度

(E
M
S
)
に
よ
り
各

国

の
為

替
変

動

を

一
定

の
枠

に
固
定

し

て
い
る
た

め
、
加
盟

一
国

だ

け
が

金
利

を

さ
げ

て

景

気

を
刺

激

す

る

の
は
難

し

い
。

ド
イ

ッ
の
高

金
利

政

策

に
対

し

て
英

仏

な

ど
各
国

は
金

融
政

策

を

発
動

す

る

こ
と
が
困

難

で
あ

る
。

に

も

か
か

わ

ら
ず

、
E
C
加

盟

各
国

は
、
高

失
業

率

を

ど

の
よ
う

に
抑

止

す

る

か
を
問

わ

れ
、
国
内

需
要

拡

大
策

を
選
択

せ
ざ

る
を

え
な

い
。

そ
う

で
な

い
と

E
C
加

盟
国

の
市

民

は
、

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条
約

合
意

に
対

す

る
批
判

を
強

め

て
く

る
。

E
C
各
国

が
現
在

進

あ

て

い
る

通

貨
統

合

は
、
公
共

投

資

に
よ

る
財
政

赤
字

を

抑
止

し

て
い
る
。

し
た

が

っ
て
各
国

は
経

済
構

造
転

換

を
迫

ら

れ

て

い
る
。

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ
ト
条
約

批

准

は
、

た

え
ず
難

題

に
直

面

し

て

い
る
。

E
C
各

国

の
景
気

後

退

を
克

服

す

る
た
め

に
は
、

E
C

通
貨

同
盟

の
条

件
を

基
準

に
し

て
、
加

盟

各
国

が

、
輸

出
拡

大

に
よ

る
市
場

活
性

化

を

め
ざ

し
、

関
係

企

業

に
お
け

る
失
業

を

吸
収

し
、

同
時

に
、

減

税
政
策

と

公

共
投

資

を
実

施

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
成

長
率

を
高

め

、
失

業

率
を

低
下

さ
せ

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

需

要
拡

大
政

策

に
際

し

て
は
、

イ

ン
フ
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レ
率

を
抑

え

つ
つ
、
金

利

を
下

げ
、

設
備

投

資
中

心

の
景

気
拡

大

を
志

向

す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

し

た
が

っ
て
新

し

い
E

C

の
課
題

は
、

難

問
を

は
ら

み
な

が

ら
も
、

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

の
具

現
化

を
目

指

さ
ざ

る
を
え

な

い
し
、

め

ざ
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

新

E

C
論

は
、

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ
ト
条

約

を

E
C
市

民

が
肉

体
化

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
新

し

い
世
界

秩
序

形

成

の
土

台

に
な

っ
て
貰

い
た

い
。

E
C

市
民

権

も
、
難

問

を
抱

え

つ
つ
、
新

秩

序

を
形

成
す

る
新

し

い

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
人

権

と
民

主

主
義

の

砦

と

な

る

で
あ

ろ
う
。

⑨

欧

州
市

民
権

に
対

す

る
抵
抗

と
創
造

フ
ラ

ン

ス
で
は
、

保
守

の
共
和

国

連

合

の

シ
ラ
ク
党

首

が

「
マ
ー

ス
ト

リ

ヒ

ト
条

約

」

に
お

け

る

「
欧

州

市
民
権

の
導

入

に
反

対

し

て

い
る
。
欧

州
市

民

権

の
導

入

は
、
E
C
加

盟
国

の
市

民

で
あ

れ
ば

、
ど

こ
に
住

ん

で
も
、
そ

の
国

の
地

方

自
治

体
選

挙

に
立
候

補

し

た
り
、

投

票

行
動

も

で
き

る

よ
う

に
な

り
、

地
方

自

治
権

の
あ

り
方

が
問

題

に
な

る

と

い
う

の

で
あ

る
。

と

く

に
E

C
内

の
貧

し

い
国

の
住
民

や

E
C

の
他

の
国

で
国
籍

を

取

っ
た
移

民

が

フ
ラ

ン

ス
に
流

れ
込

む

こ
と

を
懸

念

し

て
い
る
。

だ

が
問

題

は
、

E
C

の
欧

州
市

民
権

は
、
加

盟

国

の
市

民

が
、

人
権

、

自
山

、

民
主

主
義

を

自

ら

の
生

き
方

の
中

に
定

着

さ
せ
、

創
造

し

て

い
く

こ
と

に
あ
り
、

一
時

的

に
は
、

民
族

感
情

が
排

外
的

思
想

を

生

み
だ

す

か
も

し

れ
な

い
が
、

欧
州

市

民

は
、
中

・
長
期

的

に
み

て
、

欧

州
市

民

の
同
質

性

を
追

及

し
、
平

和

と

民
主

主
義

を
定

着

さ

せ

る

こ
と

を
志

向

し

て
い
く

で
あ

ろ

う
。

E

C

・
マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

は
、

一
方

で
、
各

国

の
国

益
宅

義
、

保
守

主
義

、
保

護

主
義

、

民
族

優

先
屯

義

を

作

り
出
す

で
あ

ろ
う

が
、

そ
れ
を

た
え
ず

こ
え

て
グ

ロ
ー

バ
リ
ズ

ム
と

リ

ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
結

び

つ
け

て
い
か

な

け
れ
ば

な

ら

な

い
。

も
ち

ろ

ん
、

わ

た
く

し

は
E

C

の

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ

ト
条
約

を

、
新

し

い
欧

州
市

民
革

命

の
出

発
点

で
あ

る
と

考

え

る
。
加

盟

国

の

「
エ
ゴ
」

を

ど

の
よ

う

に
克

服
し
、

E
C

の
市

民
権

を
共

有

す

る

か

に
か

か

っ
て
い
る
。

フ
ラ

ン
ス
に
お

け

る
九

.
}年

三
月
末

の
地
方

選

挙

の
結

果

を

み

て
も

E
C

・
マ
ー

ス
ト
リ

ヒ
ト
条
約

推
進

派

の

ミ

ッ
テ

ラ

ン
社

会
党

が
敗

北

し
、

ク

レ

ッ

ソ

ン
首

相

が
退

陣

し

た
。

も
ち

ろ
ん
、

先

に
も

ふ

れ
た

が

同
党

の
、兀
蔵
相

で
あ

る

ベ

レ
ゴ

ボ

ア
が

新
首

相

に
な

っ
た
。
九

二
年

四
月

の

フ
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ラ

ン
ス
は
失
業
率

一
〇
%
、
外
国
人
排
斥
が
深
刻
な
問
題

に
な

っ
て
い
る
。
排
外
主
義

の
右
翼
が
伸
び
た
こ
と
と
環
境
保
護
派

の
進
出
も

大
き

い
。
だ
が

ベ

レ
ゴ
ボ

ワ
新
首
相

は
、
「
フ
ラ

ン
の
安
定
、
イ

ン
フ
レ
抑
制
、
健
全
財
政

に
よ
る
欧
州
通
貨
統
合

へ
の
積
極
路
線
」
を
打

ち
出
し

て
い
る
。
当
然

な
選
択
路
線

で
あ
る
。

ベ

レ
ゴ
ボ

ワ
首
相

は
、

E
C

・
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
を
批
准

し
、
通
貨
統
合
路
線
を
強

化
し

て
い
く
で
あ
ろ
う
。
事
実

フ
ラ
ン
ス
は
九
月

二
十
日

こ
の
条
約
を
国
民
投
票

に
か
け
る
と
い
う
。
彼

は
八
八
年

に
蔵
相

に
な

っ
て
か

ら
、
欧
州
共
同
体

の
通
貨
統
合

に
向

け
努
力
し
、
国
内

の
経
済
政
策
と
し

て
緊
縮
財
政
に
よ
る
イ

ン
フ
レ
抑
制

に
全
力
を
あ
げ

て
き
た
。

こ
の
結
果
、
九

一
年

の
イ

ン
フ
レ
率
は
三
%
以
下

で
あ
り
、
財
政
赤
字

の
国
内
総
生
産
費
率
も
約

一
.
八
%

に
抑
制
し
着
実

な
成
果
を
上

げ
、
E
C

で
は
数
少
な

い
通
貨
統
合

の
条
件
適
合
国

に
な

っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九

一
年
以
降
、
世
界
経
済

の
景
気
後
退

に
伴

い
、

失
業
者
数

が
増
加

し
、
九

二
年

に
な

っ
て
約
三
〇
〇
万
人

に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
三
月
下
旬

の
統

一
地
方
選

で
の
社
会
党

の
惨
敗

と
な

っ
た
原
因

で
も
あ
る
。

ベ

レ
ゴ
ボ

ワ
首
相
は
、
国
内

の
不
満
を
吸
収
し
、
国
有
企
業

の
株
式
を

一
部
放
出

し
て
売
却
益
を
雇
用
対
策
費

に
あ
て
る
部
分
民
営
化

を
開
始

し
、
雇
用
促
進
財
源
を
確
保
す

る
で
あ

ろ
う
。
と
く
に
、
市
場
経
済
を
活
性
化
す

る
た
め

に
国
有
大
企
業
グ

ル
ー
プ
の
部
分
民
営

化
を
進
め
、
企
業

の
経
営
効
率
、
競
争
力
を
高
め
、
九

二
年
市
場
統
合
を
成
功
さ
せ
、
雇
用
政
策

の
改
善

に
の
り
だ
し
て
い
く

で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
失
業
対
策
と
企
業
経
営

の
活
性
化

の
中

で
欧
州
市
民
権
を
確
立
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
方

E
C
加
盟
国

の

ス
ペ
イ

ン
や
ポ
ル
ト
ガ

ル
は
、

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約

に
基
本
的

に
合
意
を
示
し
た
が
、
E
C
域
内

で
は
、
依
然

と
し

て

一
人
当

り
の
G

N
P
は
低

い
。
し
た
が

っ
て
両
国

は
、

E
C
内
南
北
格
差

の
是
正
が
具
体
化
す
る
見
透
し
を
え
ら
れ
な
い
限
り
、

マ
ー

ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約

に
簡
単

に
批
准

で
き
な

い
と
主
張

し
て
い
る
。
E
C
委
員
会
は
、
す

で
に
E
C
予
算
を
九
七
年
ま

で
に
格
差
是
正

の
た
め

に
三
〇
%
配
分

す
る
と
提
案
し
た
。
だ
が
、
E
C
財
政
負
担
国

の
多

い
独
仏
英

は
反
対
し

て
い
る
。
ま
た
デ
ン

マ
ー
ク
で
は
、
六

月

に
国
民
投
票
を
実
施

し
た
。
四
月
は
じ
め

の
世
論
調
査

で
は
、

マ
!
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約

に
賛
成
す
る
ひ
と
は
三
分

の

一
に
満
た
な
か

っ
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た
。

こ
の
点

は
、
改

め

て
E
C
通

貨
統

合

に
よ

っ
て

デ

ン

マ
ー
ク
が

ど

の
よ
う

に
プ

ラ

ス
に
な

る
か

の
議
論

を

す

る

で
あ

ろ

う
。

と

こ
ろ

が
、
六
月

二
日

の
国
民

投

票

の
結

果
、
僅

か

の
差

で
批
准

を

し

な
か

っ
た
。
英

国

で
は
、

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト

の

「社

会
政

策
」
「
通
貨

統

合
」

の
進

め
方

に
反
対

し

て
は

い
る
が
、

全

体

と

し

て
、

条
約

批

准

に
最

も
積

極
的

で
あ

る
。

こ
う
し

て
E
C

.
マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

を
批

准

す

る

に
当

っ
て
各

国

の
利

害

は
さ
ま

ざ
ま

で
あ

る
。

市
場

統

合
、

通
貨
統

合

、
政

治

統
合

と

い
う

三
位

一
体
化

を
め

ざ
す

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ
ト
条
約

は
、
欧

州

市

民

に
と

っ
て
、
自

国

の
経
済

、

政
治

、
社

会

の
構
造

の
あ

り
方

を
改

革

す

る
転

機

で
あ

る
。
賛

否

両
論

が
無

限

に
湧
出

す

る

の
は
当

然

で
あ

る
。

欧

州
統

合

を

め
ぐ

る
欧

州
市

民

が
厳

し

い
自

己
改

革

と

相

互

改
革

な

し

に
で
き

る
わ

け

が
な

い
。

第

一
次

大
戦

、
第

二
次

大
戦

で
、

帝

国
主

義
戦

争

に
よ

っ
て
欧

州

市

民
同
七

が
敵

対

化

し
、

財
産

も

人
権

も

民
主
主

義

も
、
人

間

の
存

在
権

も
奪

わ
れ

た

こ
と

か

ら

の
猛
省

と

し

て
E
C

が
出
発

し

た
以

上

、
欧

州
統

合

の
本
質

は
、

欧
州

市

民
権

の
樹

立

に
あ

る
と
私

は
考

え

る
。

し
た

が

っ
て
、

欧

州
統

合

は
加

盟
国

内
部

の
市

民
間

の
激

し

い
議

論

と
統

括

を
繰

り
返

す

こ
と

が
重

要

な

の

で
あ

る
。

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ
ト
条

約

は
、
欧

州
市

民

が
、
豊

か

な
市

民
生

活

と
平

和

を
持

続

す

る

た
め

の
創

造

力

を

か
も

し
だ

す
条

約

な

の

で
あ

る
。
欧

州
市

民

ひ

と

り

ひ
と

り

の
市

民

の
下

か

ら

の
統
合

と
自
立

の
創
造

の
た
め

の
条

約

で
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

E

C
統
合

は
矛
盾

と
対

立

を

た
え
ず

内

包

し

た
新

し

い
地

道
な

欧

州

の
創
造

で
な

け
れ

ば

な
ら

な

い
。

そ

れ

は
東

欧

、

C
I

S
、

ア

フ
リ
カ
、

ア
ジ

ア
、

ア
メ
リ
カ
、

日
本

な

ど

へ
の
新

し

い
下

か

ら

の
世

界

経

済
秩

序

を
確

立

す

る
た

め

の
欧

州
地

域

か

ら

の
市

民
的

問

題
提

起

な

の
で
あ

る
。

こ
の

こ
と
を

自
覚

し

な

い
限

り
欧

州
統
合

の
本
質

は

わ
か

ら
な

い
。

欧

州
市

民
権

は
、

私

た

ち
自

ら

の
課

題

で
あ

り
新

し

い
E
C

の
あ

り
方

の
ひ
と

つ
の
側

面

な

の

で
あ

る
。
こ

の
条
約

に
対

す

る
各
国

市

民

の
不

満

は
、
市

民

参
加

の
不
透

明
性

、
ブ

リ

ュ
ッ
セ
ル

の
E
C
官

僚
主

義
批

判

に
み
ら

れ

る
。

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

を

め

ぐ

る
欧
州

市

民
間

の
批

判

と
反

批
判

の
連
続

に
よ

っ
て
欧

州
市
民

が
新

し

い

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
像

を
構

築

し

て

い
く

べ
き

で
あ

ろ
う
。

や

は
り

「
ロ
ー

マ
は

一
日

で
な

ら

ず
」

で
あ

る
よ

う

に

「
マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
は

一
日

で
な

ら
ず
」

な

の

で
あ

る
。
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新

E

C
論

は
、

働
者

、

技
術

者

、

く

べ
き

で
あ

り
、

同

時

に
世

界
市

民

ひ
と

り

ひ
と

り

の
課

題

な

の
で
あ

る
。

市

民

が
創

造

し

て
い
く
道

な

の

で
あ

る
。

E

C
市

民

は
、

そ
れ
が
新

し

い

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
方

向

で
あ

る
と

お
も

う
。

四

E
C

と

E

F

T

A

と

の
経

済

協

力

を
考

え

る

そ
れ

は
厳

し

い
道

で
あ

る
。

ひ
と

り

ひ
と

り

の
企
業

家
、

労

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト

の
部

分
的

矛

盾
を
克

服

し
、

創
造

し

て

い

ω

パ

リ
憲

章

と
は
何

で
あ

っ
た

か

一
九

九
〇

年
代

は
不
透

明

な
時

代

で
あ

る
。

E
C

は
市

場
統

合

、
通

貨
統

合

、

政
治

統
合

の
三
位

一
体

を
同

時

に
進
行

さ
せ

つ

つ
あ

る

中

で
、

八

九
年
秋

に
は
東

欧

で
は

「
市

民
革

命

」
が

お

こ
り
、
従

来

の
共

産
党

指

導

の
体
制

に
決

別

し

た
。
東

欧

は
、

E

C
、

E
F

T
A

へ
の
接

近

を
志

向

し

た
。
東

欧

は
、

従

来

旧

ソ
連
と

東
欧

と
政

治
経
済

同

盟

で
あ

っ
た

コ
メ

コ
ン
体

制

の
実
質

的
機

能

を
停

止

さ

せ
、

新

し

い
市

場

経
済

体

制

を
志
向

し

た
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
は
激

動

の
時

代

に
入

っ
た

の

で
あ

る
。

だ

が
同
時

に

.
二

世
紀

を
展

望

し

て
新

し

い
世

界

秩

序

づ
く

り

に
取

り
組

み

始

め
た
。

そ

の
出

発

点

が
、

一
九
九

〇
年

一

一
月

.
」
一
U

の
全

欧
安

保

首

脳
会
議

で
採
択

し

た

パ
リ
憲

章

で
あ

っ
た
。
「
す

べ
て

の
国

々
が
、
平
等

の
尊

厳

を
有

す

る
欧

州

の
建

設

」
を

し

て

い
く
点

で

一
致

し

、

一
方

で

「
人

西
洋

か
ら

ウ
ラ

ル
」
ま

で
、
他
方

で

「北

極
海

か
ら
地
中

海

」

ま

で

の
地
域

に
住

む
人

々
が
、

異

な

る
文
化

、
宗

教

、
習

慣

、
社

会
体

制

下

に
あ

る

に
も

か

か
わ

ら
ず
、

平
和

を
共

有

し
、
新

し

い

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
像

を
構

築

し
よ

う
と

し

て
い
る
。

そ

の
出
発

点

が

「
パ

リ
憲
章

」

で
あ

っ
た
。

そ
れ

は
、

第

一
に
、

民
主

主
義

、
平

和

、
統

合

の
欧

州

の
新

時
代

を

明

ら
か

に
し

た
。

従
来

の
冷

戦

体
制

下

の
欧
州

の
対

立

と
分
断

の

時
代

に
別

れ
を
告

げ

、
今

後

の
欧

州

の
関

係

を
市

民
相

互

の
尊
敬

と
協

力

に
基

づ
く

信
頼

関

係
と

し

て
位

置
づ

け

た
。

欧
州

は

こ
れ
ま

で

の
さ

ま
ざ

ま
な

対
立

か
ら
解

放

さ

れ
、
自

ら
平
和

、

民
主

、

統

一
の
時

代

を
切

り
開

く

こ
と

を
表

明

し

た
。

そ

の
具

現
化

の
あ

り
方

と

し
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て
人
権

、

民
主

主
義

、
法

の
支

配
を

説

い
た
。

と

く

に
民

族
的

少
数

派

の
人

種
、

文

化
、

言

語
、
宗

教

的

同

一
性

を
尊

重

す

る
と
宣
言

し

た
点

で
あ

る
。

第

二

に
、
「
安

全

保
障

」
問
題

で
あ

っ
た
。
C

F

E

(Z
Φ
αq
。
一或

一8

。
コ
0
8

<
2

一δ
惹

;

§

a

閃
o
憎8
ω
ヨ

野

憎。
℃
Φ
欧
州
通
常
戦
力
交
渉
)

条

約

と
信

頼
醸

成

措
置

(o
¢ロ
ζ

ー

O
。
コ
h乙
窪

8

0σ
三
一α
一轟

竃
窪
ω霞
Φ
軍
備
管
理

・
軍
縮

の
環
境
を
整
え
る
た
め
、
対
立
国
間
の
誤
解
や
警
戒
心
を

と
く
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
、

一
九
七
五
年

ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
で
初
め
て
使
用
、

旧
両
体
制
の
対
立
の
中

で
の
市
民
次
元

で
の
平
和
の
選
択

で
あ

っ
た
)

に
関

す

る
協

議

を
強

化

し

た
点

に
あ

る
。

「
安
全

保
障

」

が
欧

州
経

済
統

合

、

E
C
、

E

F
T

A
、

E
E

(東
欧
)

の
経
済
協

力

関
係

を
保

証

す

る
も

の
と

し

て
受

け
と

め

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
人
相

互

の
信

頼
関

係

、
国
家

間

の
信
頼

関

係

を
盤
石

に
し
、
国
境

の
な

い

「
人

間

の
安
全

保
障

」

を
具
体

化

し

よ
う

と

し

て
い
る
。

第

三

は
、
経

済

協
力

と

環
境

問
題

で
あ

っ
た
。

市

民
的

経

済
協

力

の
前

提

に
壷

っ
て

「市

場

経
済

」

を
発

展

さ
せ
、
繁

栄

し

た
欧

州
統

一
を
建

設

す

る
た

め

に
経
済

協

力

と
環

境

問
題

を
重

視

し

た

の

で
あ

る
。

こ
う
し

て
パ

リ
憲

章

の
骨

格

を
背

景

に
全

欧

の
統
合

思

想

の
中

で
、

E
C

と
E

F

T
A

と
東
欧

の
経

済

協
力

関
係

を
考

え

て

い
く

べ
き

で
あ

ろ
う
。

さ

ら

に

一
九

九

一
年

八
月

の
旧

ソ
連

の
解

体

の
イ

ン
パ
ク

ト
は
、
東

欧

の
新

し

い
経

済
発

展

の
あ

り
方

、
欧

州
統

合

の

シ
ナ

リ

オ
も
大

き

な
変

更

を

う
け

て

い
る
。

一
九
八

九
年

の
東
欧

の

「
市

民
革

命

」

以
降

、

E
C

は
、

大

欧
州

の
連

合

を
志

向

し
、

そ

の
た

め

に
は
、
基
盤

と

な

る
E

C

の
結

束
を

強

め

る

こ
と

が
重

要

で
あ

る
と
考

え

る

よ
う

に
な

っ
た
。
市

場
統

合

、
通

貨
統

合

の
実
績

を
踏

え
た
あ

と

、
欧

州
自

由
貿

易
連

合

(E
F
T

A
)
と

の
経

済
協

力

を
構

築

し
、
さ
ら

に
東

欧

と

の
統
合

を

構
築

し

よ

う
と
す

る

「
欧
州

共

通

の
家

」
を
志

向

し

て
い
る
と

い

っ
て
よ

い

で

あ

ろ
う
。

と

こ
ろ
が
世

界

経

済

の
新

し

い
秩
序

の
あ

り
方

は
九

一
年

八
月

の

ソ
連

の
解

体

に

よ
り
、

旧

ソ
連

へ
の
経
済

強
力

を
志

向

し
、

米
国

、
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E

C
、

日
本

の
経

済

協
力

の
あ

り
方

も

問

わ
れ

て
き

た
。

米
国

は
、
世

界

秩
序

の
指

導

力
を

発

揮

し
、

E
C
、

日
本

に
対

し

て
米

国

の
支

配
力

の
も

と

に
新

し

い
秩

序

を

構
築

し

よ

う
と

し

て
い
る
。

湾
岸

戦
争

で
の
軍
事
力

の
勝
利

を

契
機

に
、

そ

の
傾
向

を

強

あ
た
。

だ

が

E

C
、

そ

の
他

の
途
上

国

は
、

平

和

、
対

等
、

平
等

、

民

主
、

民
族

自
凱

、

の
理
念

の
も
と

に
、

世

界

の
新
秩

序
を
、

連

合
方

式
、

国
連

統

合
方

式

の
理
念

に
求

め

て

い
る
。

こ

の
点

で
経

済

力

に
お

い

て
世

界

の
指

導

力

を
失

っ
た

ア
メ
リ

カ
が
軍
事

力

を
背
景

に
世

界

の
新

秩
序

の
先

頭

に
立

つ
時

代

は
終

焉

し

た
と

い

っ
て
も

よ

い

で
あ

ろ
う
。

E

C

の
世

界

の
新

秩

序

と

は
、

足

元

の
欧

州

の
安

全

、
統

合

に
あ

る
。

こ

の
点

か
ら

も

E

C

は
九

、
一年

の
市

場

統

合

と

そ
れ

に
続

く

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条

約

で
合

意

し

た
通
貨

、

政
治

統

合

で
E
C

の
連
帯

を
強

化

し
、

そ

の
後

E
F

T
A

と
東

欧

と

の
統
合

を
志

向

し

た

の

で
あ

る
。

こ
の
た
あ

に
、

オ

ー

ス
ト
リ

ア
、

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
の
E
C
加

盟

を
、

一
九
九

三
年

以

降

の
課
題

と

し
、
東

欧

諸
国

の
加

盟
を

、

九

〇

年
代

末

に
構

想

し

て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
九

一
年

の

ソ
連
解

体

に
よ

っ
て
事

態

が
変

化

し

た
。
旧

ソ
連

11
C

I
S

(独
立
国
家
共
同
体
)

は
経

済
危

機
、

す

な

わ
ち

、
失

業

、

イ

ン

フ

レ
、
資

金

不
足

に
直

面

し
、

E
C

な

ど
先

進
国

に
経

済
援

助
を
求

め

ざ

る
を

え
な

く
な

る
。

E

C

に
と

っ
て

ソ
連

の
経

済

改
革

を

成
功

さ
せ

な

い
限

り
、
大

量

の
失

業

者

が
東

欧
、
E
C

に
流

入

し
か

ね
な

い
。
そ
う

な

る
と
す

れ
ば

、

東
欧

の
経

済
改
革

も

遅

れ

る
。

こ
う
し

た
状

況

か

ら
E

C

は
、

旧

ソ
連

自
体

の
経
済

自
立

へ
の
援

助

と
東
欧

と

の
経

済
協

力
を

積
極
的

に

進

め

る

よ
う

に
な

っ
た
。

例

え
ば

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ
ト
条
約

に
み

ら
れ

る

「
政
治

統
合

」

で
あ

り
、

そ

の
最
大

の
焦

点

が

「
欧
州

連
邦

制

」

で
あ

る
。

E
C

は
す

で
に
共

通

農
業

政

策
、

共

通
通

商
政

策

を
実

現

し
、

共

通
外

交
政

策
、

安

全
保

障

に
お

い
て
も
、

E

C
閣
僚

理
事

会

で
特

定
多

数

決

を
決

め

て

「
E

C
政
府

」

を
企

図

し

て
い
る
。

し

た
が

っ
て

一
九

九

二
年

ま

で
に

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ

ト
条

約

が
合
意

か

ら
批

准

へ
と

進

み
、

加
盟
各

国

が
欧

州
連
邦

を

志
向

す

れ
ば

、

E

F
T

A

の
加

盟

も
促

進

さ
れ

る

で
あ

ろ
う
。

E

C
東

欧
関

係

の
進

展

に
あ

た

っ
て
E
C

と

E

F
T

A

の
協

力
関

係

が

優
先

さ
れ

る

で
あ

ろ

う
。
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⑦

E

C
と
E

F

T
A

と

の
経
済

協

力

と
は
何

か

E

C
と

E

F
T

A

の
経

済

協
力

関
係

は
、

一
九

七

、
一年

に

「
自
由
貿

易

協

定
」

に
基

づ

き
、

工
業
製

品

に

つ
い

て
関
税

と
数

量
制

限

を

七

七

年
末

ま

で

に
撤
廃

し

た
。

そ
し

て
八

四
年

以
降

「
自
由

貿
易

地
域

」

を

形
成

し

た
。

そ

の
後

E

C
と

E

F
T
A

の
貿
易

は
発
展

し
、

一
九

八

四
年

に
E

C

か
ら

の
輸

入

は
五

六

・
九

%

で
あ

る
。

E

F
T

A

の
輸

出

は
五

三

・
六

%

で
あ

っ
た

が
、

そ
れ

は
、

一
九

八
八
年

に

は
そ

れ
ぞ

れ
六

〇

.
四
%

と
五

六

.

一
%
と

増
大

し

た
。

E

C

に
と

っ
て
E

F
T

A

は
、

大

き

な
貿
易

相

手
国

で
あ

る
。

E
F

T
A
加

盟

国

の
対

E

C
貿
易

依
存

度

は
湘目同
く
、
ス
イ

ス
七

一
%

、
オ

ー

ス
ト
リ

ア
六

八

%
、
ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
五

五
%

、
ア
イ

ス
ラ

ン
ド
四
九

%
、
フ

ィ

ン
ラ

ン
ド

四
五
%

、

ノ

ル
ウ

ェ
ー
四

三
%

で
あ

る
。

E

F
T

A

の
E

C

へ
の
貿

易
依

存
度

が
大

き

い
か

が
わ

か

る

(閣
自
o
。。訂
葛

×
器
ヨ
巴

↓
脱餌
O
。
ω
け鋤
鉱
。。瓢
。餌
一
畷
Φ
餌
.
bd
。
。
ζ

塗
ρ
)
。
E
C

は

E
F

T
A

と
統

一
市

場

を
形
成

し
、
E
E

A

(欧
州
経
済
地
域
)
を

形
成

し

、
実
質

的

な
貿

易
を

拡

大

し
、
自

由

な
市

場

圏

を
拡

人

し

よ
う

と
計

画

し

て

い
る
。

欧

州
経

済

地
域

に
と

っ
て
の
問

題
点

を

み

る
と
、

E

F
T

A

の
あ

る

加

盟

国

は
労

働
力

移
動

の
自
由

化

に

つ
い
て
適

用

除
外

を
求

め

て

い
る
。

こ
の
根

底

に
は
経

済
力

格
差

と
賃

金
格

差

が
存
在

し

て
い
る
。

ス
イ

ス
と

リ

ヒ

テ

ン
シ

ュ
タ
イ

ン
は
外

国
人

労

働
力

の
自
由

移
動

に

つ
い

て
は
難

し

い
態

度

を

と

っ
て
い
る
。

E
C

側

は
E

F

T
A
加

盟

後

七

年

の
移

動

期
間

を

示

し
た

の

に
対

し

て
E

F

T

A
側

は
レ
年

を

も
と

め

て

い
る
。

す

く

な
く

と
も

E

C
側

は

…
般

的

セ

ー

フ
ガ

ー

ド

条

項

の
適

用

で
対

処

し

な

い
が

、

E
F

T
A
側

は
例

外
規

定

を
要
求

し

て
い
る
。

E

F
T

A

は
労

働

力
移

動

に

つ
い

て
も
、

前

述
し

た

よ

う

に
例

外

規
定

を

求

め

た
。

E

C
企
業

の
不
動

産
、

電

気
通

信

な

ど

の
投

資

に

つ
い
て
相

41

の

ル
ー

ル
を

要
求

し

て

い
る
。

さ
ら

に
E

F

T

A
側

は
健
康

、

環
境

な

ど

に

つ
い

て
の

ル
ー

ル

の
変

更
を

求

め

て
い
る
。

こ

の
点

は
、

E

C

の
政
策

決
定

過
程

に
E

F

T
A

が
ど

の

よ

う

に
参
加

で
き

る
か

に
か
か

っ
て

い
る
。

E
F

T

A
加
盟

国

が

E
C

に
加

盟

す

る

に
当

た

っ
て
、
各

国

の
態
度

は
、

ま
ち

ま

ち

で
あ

る
。

そ

の
基

本

的

課
題

は
、
産

業

の
競

争
力

が
あ

る

か
ど

う

か

に
か
か

っ
て
い

る
。

オ

ー

ス
ト
リ

ア
は

八
九
年

に
加

盟
申

請

し

て

い
る
が
、

E

C
側

は
九

三
年

以

降
加

盟
交

渉

を

始

め

る
と

い
う
。

E

F
T

A
が

E
E

A

に
参
加

す

る

に
は
、

E

C
法

の
六
〇

%

を
受

け

人
れ

る

こ
と

が
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条

件

に
な

っ
て
い
る
。

オ

ー

ス
ト
リ

ア
は
、

そ

の
条

件

を

み
た

し

た
と

い
わ
れ

て
い
る
。

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
は
、
九

一
年
中

に
加

盟

申
請

を

提

出

し
、

九
五

年

ま

で

に
正
式

加
盟

を

目
指

し

て

い
る
。

そ

の
他

の
E

F

T
A
加

盟

国

は
、

国
内

の
社

会
的

、

経
済

的
条

件
、

と
く

に
世

論

の
動
向

を
重

視

し

て

い
る
。

欧

州
市

場

圏

の
拡

大

は

E
F

T
A

に
と

っ
て
も

メ

ー2

ッ
ト
と

デ

メ
リ

ッ
ト
を

も

っ
て

い
る
。

デ

メ
リ

ッ
ト

を

い
か

に
回

避
す

る
か

に
あ

る
。

ロ
ー

マ
条

約
第

二
三
七

条

に
は

「
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
す

べ
て
の
国

は
、

E
C
止
ハ同

体

の
構
成

国

に
な

る

こ

と
を
要

求

す

る

こ
と

が

で
き

る
」

と
あ

る

以
上

、

E
C

以
外

の
欧

州
諸

国

が

E
C

加
盟

に
よ

っ
て
メ
リ

ッ
ト
を
享

受

す

る

こ
と
を
願

っ
て

い
る

こ
と
も
確

か

で
あ

る
。

こ

こ
で
あ

え

て
E

C

と

E
F

T

A

(オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
、

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
、

ス
イ
ス
、
リ
ヒ
テ
ン

シ
ュ
タ
イ

ン
)
の
経

済
力

を

量
的

に
み

る
と
、

E

F
T

A
総
人

口

は
約

一、.、
一三
〇

万
人

(
一
九
九
〇
年
)
、
G

D
P

(国
内
総
生
産
)
は
七
〇

〇

〇

億

E
C

U

で
あ

り
、

E
C

は
人

口
三
億

二

八
六
〇

万
人

、

G

D

P
は
約

11
兆

七

一、二

億

E

C
U

で
あ

る
。

両
者

を
合

計
す

る
と
人

、

G

D

P

で
、

世
界

最
大

の
市

場
圏

に
な

る
。

に
も
か

か

わ
ら
ず

、

総
体

と

し

て
の
経

済
力

は
同
時

に
相
互

に
矛

盾

す

る
性

格

を
も

た
ざ

る
を

え

な

い
。

E

F
T
A

は
、

ス
イ

ス
、

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
な
ど

「
豊

か

な
小

国
」

で
構

成

し
、

ス
イ

ス
、

オ

ー

ス

ト
リ

ア
、

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
、

フ

ィ

ン
ラ

ン
ド
は
、

一
貫

し

て
中

立
政

策

を
堅

持

し

て
き

た
。
「
欧

州
経
済

領

域
」

(E
E
A
)
は
、
九

三
年

一
月

か

ら

ス
タ

ー

ト
す

る
。
だ

が
難

問

に
直
面

し

て

い
る
。

す

で
に
ふ
れ

た
漁
業

権

に

つ
い

て
は
、

E

C

は
、

E

F

T

A

の
漁

業
水
域

で
の
操

業

を
認

め

る

よ
う
要

求
し

た

が
、

ア
イ

ス
ラ

ン
ド
、

ノ
ル
ウ

ェ
ー
が
猛

反

対

す

る
。

人

口
三
〇

万
人

の

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

の
輸
出

の
う
ち

八
〇

%

は
水
産

物

で
、

自
国

の
水

産
資

源

を

E
C

に
開
放

す

る

と
、

雇

用

の
減
少

な

ど
を
も

た

ら

し
、

重

大
問

題

を
発

生

す

る
。

こ
の
点

の
E
C

と

の
調
整

が
残

っ
て

い
る
。

問
題

は

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

の
漁
業

権

を

認

め

た
う

え

で
、

協

力
関

係

を
樹
立

し

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

の
国

益

を
優

先

し

つ
つ
E
F

T
A

と

の
協
力

関

係
を

図

る

べ
き

で
あ

ろ

う
。

オ

ー

ス
ト
リ

ア
や

ス
イ

ス
は
、

E

C
統
A
口
の
中

で
、

現
実

に
困
難

に
直

面

し

て

い
る
。

例

え
ば

、

オ

ー

ス
ト
リ

ア
や

ス
イ

ス
は
、

E

C

の
基

準

を

認
定

し

て
い
る
最

大

四
〇

ト

ン
の
大

型

ト

ラ

ッ
ク
が
、

E

C
域
内



の
通

過

に
対

し

て
、

二
八

ト

ン
以

下

の
ト

ラ

ッ
ク

に
規
制

す

べ
き
だ

と
主

張

し

て
い
る
。
当

然

の

こ
と

で
あ

る
。
共

通

の
運

輸
政

策

を
め

ざ
し

て
も

、
こ
う

し

た
個

別
的

な

運
輸

政
策

で

の
妥
協

を

示

さ

な

い
か
ぎ

り
、
E

C
委

員
会

の

エ
ゴ

に
な

る
。
ヒ
ト
、
モ

ノ
、
カ
ネ
、
サ

ー

ビ

ス
の
自
由

移

動

が

E
C

の
原

則

で
あ

る

限

り
、

E
C
が

E

F

T
A

に
対

し

て
、

そ

の
原
則

を
守

る

こ
と
を
主

張

し

て
も
、

限
界

で
あ

る

こ
と

を
自

覚

し

な

け
れ

ば
な

ら

な

い
。

こ
う
し

た
問
題

点

を
政

策
的

に
解

決

し

な

い
限

り
、

E

C
と

E

F
T

A

の
経
済

協

力

は
、
表

面
的

に
円

滑

に

い

っ
た
と

し

て
も

、

そ

の
本

質

は
解

決

し
な

い
。

労

働
力

の
移

動

に
し

て
も
、

E

C

は
E

F
T

A

に
対

し

て
三

ー

四
年

を
主
張

し

て
い
る

の
に
対

し

て
、

E

F

T
A

は
五

ー
ヒ

年

を
主
張

し

て

い
る
。

当

然

の

こ
と

で
あ

ろ
う
。
労

働
力

の
自
由

移
動

と

い
う
が
、

言
葉

で
は
簡

単

で
あ

る
。

だ
が

現
実

に
は
、

E
C
と

E

F
T

A
間

に
お
け

る
労

働
力

の
自
由

移
動

が
実

現

す

れ
ば
、

E
F

T
A

か
ら

E

C

へ
の

移

動

が
活
発

化

す

る

で
あ

ろ
う

。

だ
が

制
度

的

に
労
働

力

の
自

由

移
動

が
保

障

さ

れ

た
と

し

て
も
、

そ
れ

ぞ
れ

の
受

け

入
れ

国

に
お

い

て

は
さ

ま
ざ

ま
な
民

族

感
情

、

言

語
感

情
、

風

土
感

情

を
も

ち
、

円
滑

に

は
進

ま

な

い

で
あ

ろ
う
。

E

C
市

民
権

が
確

立

し
、

人
権

と
民

主

主
義

が
定

着

し
な

い
限

り
、
円

滑

に
は

い
か
な

い

で
あ

ろ
う
。
労

働

力

の
移
動

は
、
労

働
権

の
確
立

だ
け

で
は
な

く
、
現
地

で
の
教

育
権

、

福

祉
権

の
保

証
も

伴

う

か
ら

で
あ

る
。

E
C
共

通

の
市

民
権

は
E

C
構
成

の
市

民
参

加

に
よ

っ
て
確

立

し

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
課
題

で
あ

る
。
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③

E

C
と

E

F

T
A

と

の
問

題
点

E
C

と

E
F

T

A
間

に
お

け

る
労
働

力

自
由

移
動

の
問
題

で
、

と

く

に

ス
イ

ス
は
外

国
人
労

働
力

の
受

け
入

れ
を

厳

し

く
制
限

し

て
い

る
。

ス
イ

ス
の
労

働

政
策

は
、

失

業
率

一
%
台

に
抑

制

す

る

た
め

に
外
国

の
労
働

力

を
制

限

し

て
い
る
。

さ

ら

に
E
C

は
、

E

C
内

の
貧

困
地

域

を
活

性
化

す

る
た

め

の
E

F

T
A

の
資
産

拠

出

を
求

め

て

い
る
が
、

E

F
T

A

は
、
新
基

金

創
設

の
拠
出

額

を

め
ぐ

っ
て
、

E
F

T
A

の
立

場

を
強

調

し

て

い
る
。

E
E

A

(欧
州
経
済
地
域
)
交

渉

は
、

E

F
T

A

に
と

っ
て
は
漁
業

権

、
労

働
権

、
市

民
権

、

拠
出

金
な
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ど
難

問

を
か

か

え

て
い
る
。

E
E

A
形
成

を

促
進

す

る

に
当

っ
て
難
問

は
、

E

F
T

A
内
部

の
対

立

で
あ

る
。

労
働

権

、
市

民
権

の
問
題

に

つ
い
て

の
対

立

で
あ

る
が
、

こ

の
点

は
市

場
権

を

拡
大

す

る
中

で
解
決

し

よ

う
と

し

て

い
る
。

一
方

E

F

T

A

の
E

C
加
盟

交

渉

に
当

っ
て
複

雑

化

し

て
い
る

の
は
、

加

盟
申

請

の
手
続

き
を

め

ぐ
る
各

国

の
違

っ
た
動

き

で
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

リ

ア
、

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
、

ノ
ル
ウ

ェ
ー
は
加

盟
申

請

を
決

め

た
。

と

こ
ろ
が

ス
イ

ス
は
、

E
E

A
条

約
を

批
准

す

る

た
め

の
国

民
投

票
を

必

要

と

し

て

い
る
。

こ

こ
で
否

決

さ

れ

る
と
、

先
送

り

で
あ

る
。

国

民
投

票

に
よ

っ
て
E
E

A
条
約

を

ひ
と

り

ひ
と

り
が

認
識

す

る

こ
と

は
重
要

な
課

題

で
あ

る
。

「
大

欧
州

市

場
」

の
形

成

は
、

ひ
と

り

ひ
と

り

の
E

F
T

A
市
民

の
態

度

の
問

題

な

の
で
あ

る
。

一
九

九

・
.年

四
月

一
四

H
E
C

と

E
F

T

A
は
、

両

地

域

の
市

場

を
統
合

し
た

.
欧
州

経
済

地

域

」

(E
E
A
条
約
)

に
調
印
し
た

身
7
.

閃
ヨ
砦

o
一巴

日
一ヨ
Φ
。。̀
>
9

一
一ρ
お
露
し
。
九

一
年

一
〇

月

に
E
C

と

E
F

T

A

は
E

E
A
創

設

に
合
意

し
た
。
先

述

の
諸

問
題

を

調
整

し
、
E

C
法

に
適

合

す

る

よ
う
努

力

し

た

と

い
う
。

11

月
初

め

に
正

式

調
印

す

る
。

こ
れ

に
よ

っ
て
、

一
九

か
国
、

入

U
三

億
八

千
万

人

の
世
界

最
大

の
統

一
市
場

が
九

三
年

か

ら
発

足

す

る
。

仮

調
印

の
と
き

問
題

に
な

っ
た

の
は
、

E
C

の
司

法
機

関

で
あ

る
欧

州
裁

判
所

が

そ
の
後

闘
合

意
内

容

に
含

ま

れ

て

い
る
合

同

裁
判

所

の
設

置

は

E
C
法

違
反

」

で
あ

る
と
異
議

を
唱

え

た
。

こ
の
点

、
合

同

裁
判

所

に

つ
い

て
は
、

E

F
T

A
側

が
譲
歩

し
、
E
E

A

の
最

高
司
法

権

は
欧

州

裁
判

所

が

う
け

も

つ
こ
と

に
な

っ
た
。
九

三
年

の
E
E

A
発
足

に
あ
た

っ
て
は
、

工
業

製
品

の
貿

易

は
自

由

化

し
、

労
働

移
動

に

つ
い

て
は
五

年

の
経

過
期

間

を
設

け

る

ス
イ

ス
を
除

い
て
原

則
自
由

化

す

る
。
金

融
面

で

は
、

E

C

の
銀
行

、

保
険

指
令

が

E
F

T
A

に
ま

で
拡

大

さ
れ

、

E
C

の
金

融
機

関

が

E
F

T

A

に
支

店
を

自
由

に
開

設

で
き

る

よ
う

に

な

っ
た
。

い
わ
ゆ

る
金
融

機

関

の
自

由
設

置

を
可

能

に
し

た

(口
経

一
九
九
、
.
。
四

.
一
五
)。

一
方

、

E

F
T

A
加

盟
園

は
、
当

面

E
C

の
共

通
農

業

政
策

に

は
参

加

し

な

い
。

さ
ら

に
E

C
か

ら

E
F

T
A

へ
の
不

動
産

投
資

な

ど

に
は
制

限

が
残

っ
て

い
る
。

ノ

ル
ウ

ェ
ー
、

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

の
漁

業
水

域

へ
の

ア
ク
セ

ス
、

オ

ー

ス
ト
リ

ア
、

ス
イ

ス
国

内

へ
の
ト

ラ

ッ

ク
通

行
権

は
、
両

者

の
妥

協

で
、
徐

々
に
拡

大

し
、
E

F

T
A

の
セ
張

を

認

め

る

こ
と

に
な

っ
た
。
E

E
A
域

内
総

生
産

(G
D
P
)
は
六
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兆

八
千

七

百

二
卜

億

ド

ル

(九
〇
年
)
で
あ

る
か

ら

ア
メ
リ

カ
を
上

回

り
、
日
本

の
二
倍

以

L

に
な

る
。
欧
州

巨
大

市
場

圏

が
形
成

さ
れ

る
。

だ

が
、

問
題

は
山

積

し

て
い

る
。

}」
の
点

は

す

で
に
述

べ
た
。

と
く

巌

し

く
指
摘

し

た

い
点

は
、
市
場

圏

は
拡

大

し

た
が
・
市

場
圏

に

お
け

る

E
C
、

E
F

T
A

の
多

国
籍

企
業

に

よ
る
市
場

獲

得
競

争

が
激

化

す

る
だ

け

で
な

く
、

日
本

、
米

国

の
そ
れ

ぞ
れ

の
多

国
籍

企
業

に
よ

る
E

E

A
市

場

を

め
ぐ

る
競

争

が
激

化
す

る
。

こ
の
点

を

踏

ま
え

た

う

え

で
、

E

E
A

の
あ

り
方

が
改

め

て
問

わ

れ
な

け
れ
ば

な

ら

な

い
。

E
E

A

の
G

D

P

の
発

展

の
中

で
、

ひ
と

り
当

り

の
生

活

水
準

が

ど

の
よ
う

に
向
上

す

る
か
を
見

守

る
必
要

が
あ

ろ
う
。

五

E
C
と
東
欧
と
の
経
済
協
力
を
考
え
る

ω

E
C

の
対
東
欧
経
済
政
策

と
は
何
か

万

、

E
c

の
東
欧
政
策
も
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。

充

八
八
年
時
点

で
、
東
欧

の
従
来

の
社
会
嚢

的
集
権
体
制
か
ら
鹿

主
体

の
分

権

体
制

へ
の
移

行

を
誰

れ

が

予
測

し

え
た

の

で
あ

ろ

う
か
。

だ

が
経

済

の
動

き
を

み

る
限

り
、

一
九

八

八
年

の
東

欧

は
、

コ
メ

コ
ン

(
ソ
連
中
心
の
東
欧
経
済
相
互
援
助
会
議
)
中

心

の
貿

易

相

互
依

存
体

制

(輸
出
入
六
〇
%
)
に
あ

っ
た

に
も

か

か
わ

ら
ず
・
E

C
・
E

F
T

A
と

の
協

力

関

係

も

ほ

そ

ぼ

そ

と

続

虻

し
い

た

の

で
あ

る

ハ
冗

八
八
年

E
C

へ
の
輸
出
入

.・・%

、
E
F

T
A
と
蟄

入

四
～
五
%
を
維
持

し

て
い
た
)
・

だ
が
旧

ソ
連

の
政
治
的
指
導
体
制

に
よ

.
て
旧
東
欧

の
西
欧

(、
の
貿
易

は
厳

し
く
制
限
さ
れ

て
い
た
。

こ
う
し
た
轟

か
ら
解
放

さ
れ
た

の
か
、

八

九
年

か
ら
九

〇

年

に
か

け

て

の
東

欧

「
市

民

革
命

」

で
あ

っ
た
。

そ
れ

は
、

九

葦

六
月

・八

日
・

ハ
ン
ガ

リ
ー

の
ブ

タ

ペ

ス

ト

に
お

け

る

コ
メ

コ

ン
は

、

四

二
年

の
歴

史

の
幕

を

閉

じ

た

。

だ

が

、

東

欧

の
中

で
も

、

ハ

ン
ガ

リ

i
、

旧

チ

ェ
コ

ス

ロ
バ
キ

ア
・

ボ

ー

一フ
ン

ド

は

、

E

C

、

E

F

T

A

の
影

響

を

つ
け

着

実

な

経

済

改

革

を

進

め

て

い

た

。

こ

れ

ら

の
国

は

、

E

C

と

の
間

に

・

関

税

や
貿

易

条

件

で
東
欧
諸
国

に
最
恵
国
待
馨

与

え
・づ
れ

て
い
た

こ
と
、
E
c
企
業

の
東
欧

で
の
活
動
を

で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
・
遷

保
護
・
金

融

サ
ー
ビ

ス
で
の
経
済
協
力
を
進
め
る
、
共
通

の
評
議
会
を
設
け

て
年

面

経
済
問
題
を
中
心

に
協
議

し
・
協
力
関
係
を
た
も

つ
こ
と
な
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ど
を

決
定

し

た

の

で
あ

る
・

一
九

九
〇

年

の
、
耳

の
E
C

閣
僚

理
事

会

で
は
、

な

ん
と
手

早

く

と

い

.
て

い

い
の
か
政
治

的

塗

爵装

明
を

し
た
・

そ
れ
は

「
法

に
よ

る
統
治
体
制
を
実
現
す
る
こ
と
。
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
。
民
主
義

の
原
則

で
あ
至

党
独
裁
制
か

り
複
数

政
党
制
を
確
立
す

る
こ
と
・
畠

で
公
正
な
肇

を
実
現
す

る
こ
と
。
市
場
型
経
済

の
導
入
を
目
指

し
た
経
済
白
由
化
を
実
現
す
る
}」
と
L

な

ど

で
あ

る
。

こ
う

し
た

E

C
と
東

欧

と

の
関
係

は
・
地

理

的
接

近
性

な

る
が

ゆ
え

に
問
題

の
展
開

は
早

い
と

い
わ
ざ

る
を

え
な

い
。

E

C

は
政

治
的

に
・
東
欧

と

の
経

済
協

力

関
係

を

保
持

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
経

済

圏
域
拡

大

を
志

向

し
、
東
欧

は
、
従
来

の
体

制
変

動

を
通

じ

て
、
「
市

場

」

経
済

の
活

性
化

を
図

る
た
め

に
、

E

C
と

の
経

済
協

力

を
志

向

し

て
い
る
。

東
欧
諸
国

は
・
共
通

の
政
治
、
経
済
、
ま
た
は
文
化
的
価
値
観
、

さ

り
に
地
域
的
共
通

の
風
上
感
情
を
ど
の
よ
.つ
に
鰺

す

る
か

に
迫

ら
れ

て
い

る
・

東
欧

の
活

性
化

は
、

ま
ず

E

F
T

A
と

の
協
力

関

係

を
通

じ

て
E
C
と

の
経

済

協
力

関
係

を
志

向

し

て
い
る
。

抽

象
的

次

元

で
・

E

c

と
東
欧

の
経
済
協

力

関

係

と

い

っ
て
も
、

市

場
圏

の
拡

大

と

い
・つ
ワし
と
事

態

が
、

そ

の
前
提

に
あ

る

}」
と

は
当

然

で
あ

る
・
社

会
市

場

経

済

の
拡
大

な

く

し

て
、

市

民

の
生
活

向

L

が
な

い
か

り
で
あ

る
。

私
自

身

は
、

市
民

の
生

活
権

を
確

保

し

た
.つ

え

で
、
市

場

の
あ

り
方

を
論

ず

る

べ
き

で
あ

る
と
考

え

る
。

E
C
委
口貝
会

は
・
東
欧

に
対
し

て

蓮

合
協
定
L
を
志
向
し
、
本
格
的

に
経
済
協
力
関
係
を
確
芒

よ
・つ
と
し
て
い
る
。
E
C
と
東
欧

と

の
連
合
協
定

が
両
者

の
経
済
協
力

の
基
礎

に
な

っ
て
い
る
。
ま
ず
連
合
協
定

の
箪

は
環
境
が
整

.
た
時
点

で
畠

化
政
策

を
段
階
的

に
実
施
し
・
最
終
的

に
は
自
由
貿
易
を
目
指
す

こ
と

に
あ
る
。
第

、
亘

協
力
関
係
を
深
め
登

」
と
に
あ
る
。
従
来

の
協
定

の
枠
組

の
男

関
係
を
新

た
な
形
態

の
下

で
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
第
三
は
各
国

の
経
済
状
況
、

〒

ズ
、
吸
収
能
力

に
応
じ

て
技
術
男

と
資
金

援
助
を
行
う
・
第
四
は
イ

ン
フ
ラ
ス
与

ク
チ

ャ
窪

撃

中
心
と
す
る
共
同
事
業
を
行

つ
Ψし
と

に
あ
る
。
第
五
は
個

々
の
相
手
国
と
定

期
的
な
政
治
討
議

の
場

を
設
定
す

る
。
第
六

は
情
報
交
換
と
文
化
男

を
図

っ
て
い
≦

し
と
に
あ
る
。

}」
・つ
し
た
E
C
と
東
欧

の
連
A
口
関



係

の
原
則

は
、

両
者

対

等
平

等

を
原

則

と
し

て
進

め

ら
れ

る

べ
き

で
あ

る
。

も
ち

ろ
ん
現

実
的

に
は
、
当

分

E
C

の
東

欧

へ
の
経

済
援

助

を
続

け
、
東

欧

は
、

そ
れ
を

通

じ

て
経

済

政
策

を
推

進

せ
ざ

る
を

え
な

い
状
況

に
あ

る
。

E
C
委

員
会

は
、
「
東

欧
諸

国

と

の
関
係

強

化

を
急

ぎ

た

い
」

(
ア
ン
ド
リ
ー
セ
ン
E
C
副
委
員
長
)
と

い

っ
て
い
る
し
、
当

面

の
課
題

は
、

E
C

と
東

欧

が
配

い
に
市
場

開
放

を

進

め
、

関
税

を
撤

廃

し

よ
う

と

い
う

E
C
準

加

盟

の
構
想

で
あ

る
。

ポ

ー

ラ

ン
ド
、

ハ
ン
ガ

リ

ー
・

旧

チ

ェ
コ

・
ス

ロ
バ
キ

ア

の
三

か
国

と

は
農

産

物

の
市

場
開

放

に

つ
い

て
は
E

C
側

と

の
合
意

を

み

て
い
る
し
、

ブ

ル
ガ

リ

ア
・

ル
ー

マ

ニ
ア
と

の
市
場

開

放

も
進

ん

で

い
る
。

だ

が
東

欧

は
、
経

済

改
革

に
し

て
も
、

一
〇

年

は
か
か

る

で
あ

ろ

う
。

E
C
加

盟
申
請

し

て
も

こ

○

○

○
年

頃

に
な

ら
ざ

る
を

え
な

い
。
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②

一
九

九
〇

年

の
東

欧

経
済

の
混
迷

一
九
九

一
年

一
二
月

時

点

の
東
欧

五
か
国

の
経
済

指
標

を

み

て
も

厳

し

い
と

い
わ

ざ

る
を

え
な

い
。
例

え

ば

ハ
ン
ガ

リ

ー
に

つ
い

て
み

る
と

、
累
積

債

務

は
二

.
↓八
億

ド

ル

で
あ

り
、

西
側

工
業

国

か

ら

の
輸

入
額

に
占

め

る
割

合

が

な

ん
と

三
四

・
九

%

で
あ

り
、

そ
れ

に
対

し

て
輸
出

の
割
合

は

二
三

.
七

%

で
あ

り
、

マ
イ

ナ

ス
約

=

%
、

金
額

で
約

一
〇

億

ド

ル
の
赤

字

で
あ

る
。

G

D
P

は
九
〇

年

に
比

べ

て

マ
イ

ナ

ス
九

%

で
あ

る
。

チ

ェ
コ

・
ス

ロ
バ
キ

ア
は
、
累

積
債

務

九

三
億

ド

ル
、
西

側

か

ら

の
輸

入

一
〇

・
六
%

で
、

西
側

へ
の
輸
出

が
六

・
六

%

で
、

G

D

P

は
、

対
前

年

比

マ
イ

ナ

ス

一
五

・
九

%

で
あ

る
。

ポ

ー

ラ

ン
ド

は
、

な

ん
と
東

欧

で
最

大

の
累
積

債
務

国

で
あ

る
。

そ

の
金

額

は
、

四
六

五
億

ド

ル

で
あ

る
。

い
ま

や
内

発
的

経

済
改

革

の
限

界

で
あ

る
。

経
済

的

に
み

る
と
、
対

外

依
存

率

が
高

く
半

植

民

地
的

シ

ス
テ
ム
化

に
あ

る
。

ル
ー

マ

ニ
ア
は
か

な

り
経

済

改
革

が
進

ん

で
い
る
。
累

積

債
務

額
も

二

一
億

ド

ル
、

西
側

工
業

国

か
ら

の
輸

入
依

存
率

も

、

マ
イ

ナ

ス
.
丁

四
%
、

輸

出

は

マ
イ

ナ

ス

一
三

・
三
%
、

G
D

P

の
成
長

率

マ
イ

ナ

ス

一
三

・
五

%

で
あ

る
。

い
か

に
生

産

第

一
†

義

を
図

る
か

が
問
題

で
あ

る
。

ブ

ル
ガ

リ

ア
に

い
た

っ
て
は
、

累
積

債

務
額

一
一
六

億

ド

ル

で
、
西
側

工
業

国

か

ら

の
輸
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入

は
全

体

の
七

〇

%
、

西

側

工
業
国

へ
の
輸

出

は
瓦
一..
・
四
%

、

G
D

P

は

マ
イ

ナ

ス
ニ
ニ

.
九

%

で
あ

る
。

こ
う

し

て
み

る
と

、
東

欧

五

か
国

の
西

側

へ
の
経

済

依
存

率

は

一
質

し

て
高

い
。

し

た
が

っ
て
市
場

経
済

の
活

性
化

の
た

め

に
、

ど

の

よ
う

に
経

済

政
策

を

実
現

す

る
か

で
あ

る
。

こ

こ
で
は
、

東
欧

の
す

べ
て
の
企
業

経

済

の
実

態
を

紹
介

し
論
評

す

る

こ
と

は

で
き
な

い
。

い
く

つ
か

の
事

例

を
紹

介

す

る

(後
藤
尚
雄

、
朝
日
新
聞

」

.
九
九
.
.年
四
月
hハ
日
号
)。

例

え
ば
、

す

で
に
米

国

の
G
M

は
、

ハ
ン
ガ

リ

ー

の

ブ

タ

ペ

ス
ト

の
西

一
八
〇

キ

ロ
に
あ

る

ツ
エ
ン
ゴ

ッ
ト

ハ
ル
ド

に

ハ
ン
ガ

リ

!
L
場

を
設
動

し
た
。

合
併

企
業

の
G

M

ハ
ン
ガ

リ

ー
の
出

資
比

率

を

み
る

と
、

G

M

オ

ー

ス
ト

リ

ア
と

G
M

の
欧

州
子

会
社

オ

ペ
ル
の
G

M
グ

ル
ー
プ

が
六
七

%
を
出

資

し
、

ラ
バ
鉄

道

車
両

.
機

械
製

造

会
社

と

ハ
ン
ガ

リ

ー
国
家

資

産
庁

側

が

.二
三

%
を

出
資

し

て

い
る
。

当
面

は

オ

ペ

ル
の
小

型
乗

用
車

を

年
産

一
万

五
千

台

、
六

月

か
ら

は
排

気
量

一
四
〇

〇

C
C

と

一
六

〇
〇

C

C

の

エ
ン
ジ

ン
を

年
産

二
〇

万

台
、

そ
れ

ぞ
れ
組

み
立

て
る
。

乗
用
車

は

ハ
ン
ガ

リ

ー
匡

内

向

け

で
あ

る
が
、

エ
ン
ジ

ン
は

ド
イ

ツ
に
あ

る
オ

ペ

ル

の
工
場

に
送

る
。

い
ず

れ

は
乗

用
車

の
生

産
能

力

を
年
産

四
万
台

、

エ
ン
ジ

ン

は
四
〇
万

台

ま

で
引

き
上

げ

る
と

い
う
。

さ

ら

に
後

藤

氏

に
よ

る
紹

介

を
続

け

る
。
G

M

の
投

資

総

額

は
五
億

マ
ル
ク

(約
四
百
億
円
)。
し
か

し
、
工
場

新

設

に
あ

た

っ
て

ハ
ン
ガ

リ

ー
側

か
ら

の
優

遇
措

置

を

う
け

る

と

い
う
。

私

な
り

に
整

理
す

る
と
、

G

M

は
、

天
然

ガ

ス
の
供
給

に
よ

る
利

便
性

を

う
け

る
。

さ

ら

に
・

法
人

所

得
税

は
、

五
年
間

に
わ

た

り
免

税

を

う
け

る
。

部
品

の
九
九

%

は

ド
イ

ツ
か

ら
輸
入

し
、
無

税
扱

い
で
あ

る
。

従
業

員

の
技

術

も
高

い
し
、

人
件

費

の

コ
ス
ト

は
社
会

保
障

費

や
福

利
厚

生
費

を

考

え

る
と
、

ド
イ

ッ
の

一
〇
分

の

一
で
あ

る
。

だ
か

ら
、

G

M

の

ハ

ン
ガ

リ

ー
進

出

の
メ
リ

ッ
ト
が

あ

る

の
だ
。

ハ
ン
ガ

リ

i
政

府

は
、

一
九

八

九
年

以
降

、
外

資

と

の
合

併
企

業

づ

く
り

に
力

を
入

れ

て
い
る
。

九

一
年
末

ま

で
の
合

併
企

業
数

は

一

万

一
千

社

、

投

資
総

額

は

三
卜

.
一億

ド

ル
で
あ

る
。

か

な

り
合

併

企

業

の
受

け
入

れ

に
積

極
的

で
あ

る
。

そ

う

で
な

い
か

ぎ

り

ハ
ン
ガ

リ

ー

の
市

場
経

済

は
前

進

し

な

い
。
九
〇

年
年

末

に
比

較

し

て
、
企
業

数

は
三

・

一
培

、
投

資
総

額

は
三

.
六

培

で
あ

る
。
投

資
額

の
ト

ッ



プ

は
米

国

で
あ

り
、

.
一位

は

ド
イ

ッ
企
業

の
五
億

ド

ル
、

三
位

は

オ

ー

ス
ト
リ

ア
企

業

の
三
億

ド

ル
で
あ

り
、

欧
州

各
園

の
投

資

額

の
総

計

は
全

体

の
六

〇

%

に

の
ぼ

っ
て

い
る
。

ハ
ン
ガ

リ

ー
は
、
外

資
導

入

を
積

極

的

に
進

め
、

電
機

、

自
動

車
、

建
設

、

ホ

テ
ル
、

電
気

通

信

な
ど

に
積

極

的
投

資
優

遇

策

を
計

画

し

て
い
る
。

一
九

九

↓
年

に
設
立

さ

れ

た
投

資
促

進
基

金

は
、

E
C

と

ハ
ン
ガ

リ

ー
の
出

資

で
、

電

気

、
水

道

、

ガ

ス
、

道

路

な

ど

イ

ン

フ
ラ
投

資

に
集

中

し
、

民
間

企
業

の
基
盤

づ

く
り
を
計

画

し

て

い
る
。

こ
う
し

た

一
例

を
紹

介

し

て
も

わ
か

る

よ
う

に
、
東

欧

は
、

西
側

の
公

・
私

を
問

わ
ず
経
済

援

助

と
協

力

を
期

待

し

て

い
る
。

だ

か

ら
、
E

C

は
、
九

一
年

=

月

に
、
前

述

し

た
よ

う
な

、
「連

合

協
定

」
を

ハ
ン
ガ

リ

ー
、
旧

チ

ェ
コ

・
ス

ロ
バ
キ

ア
、

ポ

ー

ラ

ン

ド
な

ど
東

欧

三

か
国

と
、
自

由

貿
易

協

力

を
も

り

こ
ん
だ
経

済
協

力

を
中

心

に
し

た
準

加

盟
協

定

に
調
印

し

た

の

で
あ

る
。
ハ
ン
ガ

リ

ー
、

旧

チ

ェ
コ

・
ス

ロ
バ
キ

ア
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

の
三
か

国

が
要
求

し
た
農

産
物

、

繊
維

、

鉄
鋼

の
対

E
C
輸

出

も
、

か
な

り
制

限

を
緩
和

さ
れ

た
。

も
ち

ろ
ん
問

題

は
あ

る
。

全

般
的

に
経

済

力
水

準

の
低

い
東

欧

が

E

C
と
対

等

に
対

応

す

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

E
C

が
東
欧

の
イ

ン

フ
ラ
整

備

へ
の
経

済

援

助
、

自
立

す

る
た
め

の
経

済

改
革

の
条

件

づ

く

り

に
宅

体
的

に
手

を
か

す

こ
と

で
あ

る
。

E

C
、

E

F
T

A
、

E
E

(東
欧
)

の
経

済

条

件

の
違

い
を
認

め

た
う

え

で
、

新

し

い
計

画
手

法

に
基

づ

い
た
市
場

経

済

を

ど

の
よ
う

に
活
性

化

す

る
か

に
か

か

っ
て
い

る
。

と
く

に
完
全

雇

用

を
前

提

に
し

た
市

場
経

済

を

ど

の
よ

う

に
進

め

る
か

に
あ

る
。

新EC論57

③

東
欧

の
対
E
C
貿

易
の
厳

し
さ
と
今
後

の
課
題

わ
た
く
し
は
、
E
C

の
東
欧
援
助
政
策

は
、
あ
く
ま

で
も
東
欧

の
自
立
し
た
経
済
改
革
を
優
先
し
、
そ

の
た
め
の
経
済
援
助
を
し

つ
つ
、

相
互

の
経
済
協
力
関
係
を
構
築
す

べ
き

で
あ

ろ
う
と
思
う
。

東
欧

の
市
民
革
命

は
、
市
場
至
上
主
義
を
め
ざ
し
た
革
命

で
は
な

い
。
市
民

の
自
治
、
連
帯
、
創
造

の
た
め

の
す

べ
て
の
市
民
権
を
樹

立
す

る
た
め
の
市
場
経
済

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
人
権

と
民
セ
主
義
、

E
C
市
民
権
を
前
提

に
、
経
済
協
力
関
係
を
結

ぶ
べ
き

で
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あ

ろ

う
。

E
C

、

E

F
T

A
、

E

C

の

「
欧

州
共

通

の
家

」

ま

た

は

「
欧
州

経
済

地

域
」

を

作

る
セ
体

は
市

民

で
あ

る
。

市
民

ひ
と

り

ひ

と

り

が
、

自
立

と
連

帯

と
創

造

の
哲

学

を

も

っ
て
、
新

し

い
欧

州
を

作

る

べ
き

な

の
で
あ

る
。

新

E

C
論

の

一
環

と
し

て
の
E
C

と
東

欧

関

係

が
創

造

さ
れ

る

べ
き

で

は
な

い
か
。

そ

れ

は
、
経

済
統

計

の
デ

ー

タ

で
の
E

C
と
東

欧

関
係

の
あ

り
方

の
証
明

で
は
な

い
。
人

間

の

生

き
方

の
問
題

と

し

て
E

C
、

E
F

T

A
、

東

欧

関
係

を
考

え

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

一
方

、

現
実

に
は
準

加

盟

の

ハ
ン
ガ

リ

ー
、

旧

チ

ェ
コ

・
ス

ロ
バ
キ

ア
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

の
三
国

の
対

E
C
貿

易

に
か

な

り

の
摩
擦

を
示

し

て
い
る
。

一
九

九

一
年

一
、
一月

に

こ
れ

ら
東
欧

三
国

が

E
C
準

加
盟

協
定

に
調

印

し

た
と

き
、
貿

易

に
関

す

る
部
分

は
、
各

国

の
批
准

を

必
要

と

し
な

い

「
暫
定

協

定
」

で
処

理

し

た
。

こ
の
協

定

は
九

.
一年

三
月

一
日

に
正

式

発
効

し
、

す

で
に
工
業

製

品

の
う

ち
約
七

〇

%

の
関
税

を

撤

廃

し

た
。

チ

ェ
コ

・
ス

ロ
バ
キ

ア
の
黒

字

の
増

加

の
効

果

は
、
年

問

三
億

ド

ル
程

度

で
あ

る
。

九

一
年
実

績

で
、

輸
出

の
四
〇

%

以
上

を

E

C
向

け

に
好

転

し

た

の
に
も
拘

ら

ず
効

果

は
少

な

い
。

そ

の
理
由

は
、
東

欧

三
国

の
輸

出

口m
で
あ

る
鉄

鋼

、
繊

維

が
差

別
品
扱

い

に

な

っ
て
い
る
か

ら

で
あ

る

と

い
う
。

鉄

鋼

に

つ
い

て
は
段

階

的

に
関
税

を
下

げ

、

五
年

後

に
は
自

由

化

す

る
予

定

に
な

っ
て

い
る
が
、

繊
維

の
方

は
関

税
貿

易

一
般

協

定

(ガ

ッ
ト
)
の
多

角

的
貿

易

交
渉

(ウ
ル
グ
ア
イ

・
ラ
ウ
ン
ド
)
や
多

国
間

繊
維

取

り
決

め

(M
F
A
)
と

の
か
ら

み

で
見
通

し

が
き

か
な

い
。

ま

た
合

成
繊

維

な

ど

の

一
部

品

目

で
は
、
従
来

、

一
般
特

恵

(G
S
P
)
の
対

象

だ

っ
た
も

の
が
協

定

に
縛

ら
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

そ

の

結

果
、

逆

に
E
C
向

け
輸

出

削

減
を

迫

ら

れ

る
と

の
不
満

も

で

て
い
る
。

ま

た
東

欧

は
、
開

放

市
場

経
済

へ
の
過
度

期

に
お
け

る
国
内

産

業

を
保

護

す

る
た

め
、
相

次

い
で
輸

入

関
税

引

き
ヒ

げ

や
、
輸

入

数

量
規

制

な

ど
を
要

求

し

て
い
る
。

ま

た

ポ

ー

ラ

ン
ド
は
自
動

車

の
輸

入

割
当

枠

を
設

定

す

る

に
当

っ
て
、

ド
イ

ツ
、
米

国
、

イ

タ
リ

ア
の
車

を
優
先

し

た
。

こ
れ
ら

の
国

が
ポ

ー

ラ

ン
ド

へ
の
投

資

の
貢
献
度

が
あ

っ
た
か

ら
だ

と

い
う
。

こ
れ

に
対

し

て

フ
ラ

ン

ス
が
ポ

ー
ラ

ン
ド

に
抗
議

し

て
、

ル
ノ
ー
車

の
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輸
入
枠
割
当

て
を
要
求
し
た
。
東
欧
と
E
C
と

の
貿
易
を
本
格
化
す

る
に
は
、

E
C
は
、
東
欧

へ
の
経
済
援
助

の
積
極
化
と
企
業
育
成
を

共

通
政
策
と
し

て
継
続
し

て
い
く
必
要
が
あ

ろ
う
。
E
C
と
東
欧

の
貿
易
関
係

は
、
相
互
利
益
を
通
し

て
よ
り
も
、
当
分
東
欧

の
黒
字
を

優
先

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
E
C
の
対
東
欧
政
策
を
続

け
る
こ
と

に
よ

っ
て
援
助

か
ら
企
業
老
体

の
時
代

に
発
展
す

る
こ

と

に
な
る

で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
東
欧
市
民

の
生
活
向
上

の
た
め

の
市
場
経
済

の
発
展

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
東
欧

は
、
東
欧

の
失
業

者
を

で
き
る
だ
け
解
消

す
る
た
め
の
経
済
政
策
を
全
体
的

に
打
ち
出

す

べ
き
な
の
で
あ
る
。
も
し
東
欧

の
経
済
政
策

が
失
敗
す
る
と
、
東

欧

の
失
業
者
が
大
量

に
E
C

へ
移
動
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

E
C
と
東
欧

と
の
経
済
協
力
関
係

の
好
転
は
、
東
欧
と
E
F
T
A

の
経
済
協
力
関
係
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

E
C
、

E
F
T

A
、
東
欧

の
全
欧

に
お
け
る
経
済
循
環
の
三
局
構
造
を
形
成
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
欧
州
全
体

の
市
民
生
活

の
向
上

に
連
動
す

べ
き
な

の
で

あ

る
。

マ
ー
ス
ト
リ

ヒ
ト
の
精
神

は
、
欧
州

の
経
済

の
安
定
化

の

一
貫
と
し
て
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
E
C
、

E
F
T
A
、
東

欧

の
協
力
関
係
が
注
目

さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

六

あ

と

が

き

E

C

は
、

一
二

世

紀

の
世

界

経
済

の
新

し

い
秩
序

を

め
ざ

し

て
、

市
場

統

合
、

通
貨

統

合

、
政

治
統

合

の
、二
位

一
体
化

の
具
体

化

を
進

め

て

い
る
。

新

し

い
歴

史

の
峠

の
実

験

で
あ

る
。

だ
が

す

で
に
E

C
統
合

を
実
現

し

て
か

ら
約

三
五
年

を

経
験

し

て
い

る
。
九

、
一年

E

C

市

場

統
合

の
完
成

を

ふ
ま

え

て
、
通
貨

統

合

を

具
体
化

し

て

い
る
。
た
し

か

に
現
実

は
厳

し

い
。
し

か
し

、
E
C
市

民
、
E

F
T

A
市

民
、

東

欧

市
民

は
、

さ

ま
ざ

ま

な
矛
盾

を
抱

え

な
が

ら

も
、
国

境

を

は
ず

し

て
平

和

と
人
権

と
民

t
セ

義

を
欧

州

に
肉
体

化

す

る

こ
と

を

望

ん

で

い
る
。

そ

の
た
め

の
市

場

統
合

、

通
貨

統

合

、
政

治
統

合

の
..一位

一
体

化

を
実

現

し

つ
つ
あ

る
。

そ

の
プ

ロ
セ

ス
は
矛

盾

も
あ

る
。

こ

う

し

た
矛

盾

を
克

服

す

る

こ
と

こ
そ
欧

州
市

民

の
誇

り

と
す

べ
き

で
あ

ろ

う
。

マ
ー

ス
ト
リ

ヒ
ト

の
理
念

を

ど

の
よ
う

に
具
体

化

す

る
か
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が
欧

州
市

民

の
新

し

い
生

き

方

で
あ

り
、

、
二

世

紀

に
向

か

っ
て
欧

州

の
新

経
済

秩

序
づ

く

り

で
も

あ

る
。

そ
れ

は
、

他

の
先

進

国
、

途

上

国

に
と

っ
て
も
、

自

ら

の
課
題

と
し

て
注

目

し

て
い
く
必

要

が
あ

ろ
う
。

一
国

ナ

シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
、
安

易

な

イ

ン
タ

ー

ナ

シ

ョ
ナ

リ

ズ

ム
が
、

戦

争

を

よ
び

お

こ
し
、

人

間

を
無

視

し

た

こ
と
を

改

め

て
猛
省

す

べ
き

で
あ

ろ
・つ
。

私

た

ち

ア
ジ

ア
の
人

間

に
と

っ
て
も

、
欧

州

の
市

民
権

を

、
複

雑

な

風
土

と

歴
史

の
条

件

の
中

で
、

ひ
と

つ
ひ
と

つ
学

ん

で
い
き

た

い

と
思

っ
て

い
る
。

!
新

E
C
論

は
、

私

に
と

っ
て
、
下

か

ら

の
新

し

い
世
界

秩

序

づ

く

り

の

ひ
と

つ
の
生

き

た
見
本

で
あ

り
、
人

間

の
生

き
方

に
あ

る
と
思

う
。

占

い
国
家

r

義
、

階

級
k

義

を
克

服

し

て
人

間

の
臼
立

と
連
帯

を

ど

の
よ
う

に
構

築
す

る
か

に
あ

る
と
患

う
。

も

ち

ろ

ん
そ

の
基

本

に

は
、

生
態

系

を

守

り
な

が

ら
生

産
力

を

尚
あ

つ
つ
人

間

の
生

活
水

準

を
量

的

、

質
的

を

ど

の
よ

う

に
向

上

す

る
か
も

問

わ
れ

て
い
る
。

と
く

に
E
C
市

民

と
途

上

国

の
市

民

の
相

互

の
自

立

と
連
帯

を
具
体

的

に
進

め

て
い
く

べ
き

で
あ

ろ
う
。

七

参

考

文

献

(本
文
中

の
.文
献
を
除
く
)

O

・
9

ω
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℃
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℃
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《
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⊆
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℃
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O
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O
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O

噂
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O
ゴ
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O
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O
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℃
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づ
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①
薯

・。
∴

ぎ

ω
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莚
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Φ
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a
の
三
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圃
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昆
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§

§
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長

婁

Φ
仲
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ε
α
塁

≦

釦×
×
百

ぎ

・と

§

Φ

一
㊤
8

.

。
。
ヨ
駐

・。ω
凶。
b
。
;

Φ
穿

8

§

。
。
自

薯

三
g

・・
響
ぎ

葺

g

。・
遷

。
〉
。
二

呈

餌
き

豊

鳶

畠

Φ
琶

皇

Φ
¢
p

の
・。。
z
Φ
=
。
角

7
Φ
z
Φ
≦

穿

8

ρ

2

竃

諾

国
§

。
簿

歪

き

霧

σ
Φ
幕

①
島

自・
器

乱

謬

ω
二

§

一
.閃
§

一ω
¢
<
騨
・
.ゴ

¢
噛¢
ζ

①
。
h
。
藷

爵

?

量

葺

琶

Φ
8

8

昇

雪

『
量

島

婁

Φ
∋

図
¢
δ
§

…

ゴ
巴

。・
の
壇

ぽ

Φ
「
℃
譲

三
Φ
α

離
;

Φ
甥
『・凸
菖

。
コ
』①
『
①
瓢
。
Φ
。
;

Φ
穿

8

§

〉
・…
。
量

一。
鼠

。
呂

。
「§

婁

く
Φ
。。
ε
α
冨

卜・
マ

ト・
㊤
の
受

Φ
喜

巴

㊤
㊤
。
,

八

補
足
資
料
に
つ
い
て

こ
こ
に
掲
げ
た
統
計
図
、
表

は
、
本
論
文

を
補
足
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
資
料

は
本
論
文

の
全
体
構
想

の
基
礎

の

一
部
を
形
成
し

て

い
る
。
資
料

の
直
接

の
解
析

は
し

て
い
な
い
。
資
料
は
啓
蒙
的
性
格
を
も

つ
と
同
時

に
分
析

に
と

っ
て
不
可
欠
な
学
術
的
性
格
を
も

つ
も

の
で
あ
る
。

こ
こ

で
は
本
文
中

に
爵
接

か
か
わ

っ
て
分
析

す
る
手
法

は
と
ら
な

い
。

だ
が
簡
単
な
補
足
を
し

て
お
く
。

篁

図

は
、
E

C

、
E

F

T
A
、
東

欧

の
現
勢

図

で
あ

り
、
欧

州
領

域

の
地

理
的

連

関

性
と

多
様

性

と

も

っ
て
い

る

こ
と
が

わ

か

る
し
・

欧

州
領

域

を
基

本

的

に
支

え

て

い
る

の
が

E
C

の
機

関

(第
.
図

)
で
あ
り

、
E

C
委

員
会

婁

務

局

、
欧

州

理
事
会

・
欧

州

議
会

の
構

図

を
形

成

し

て

い
る
。

第

一
表

は
E

C
全

体

の
人

日
、

面
積

、

人

口
密

度

、
G

N

P
、

輸
出

入

、

イ

ン

フ
レ
率
、

経
済

成
長

率

を
端

的

に
示

し

た
も

の

で
あ

り
、

独

、
仏

、
英

、

伊

の
各

国

の
指
導

的

影
響

力

が
わ

か

る

で
あ

ろ
う
。

第

二
表

は
E

C

が
ど

の
よ
う
な
歩

み
を

し

た
か

が

百

で
理
解

で
き

る

で
あ

う

つ
。

と
く

に
八
五
年

の
92
E

C
市
場

統
合

、

九

一
年

の

7

ス
ト
リ

ヒ

ト

に
お

け

る
通

貨
統

合

・
政

治
統

合

に
関

す

る
条
約

の
流

れ

が
明

ら

か

に
な

る
し

、

こ
の
点

は
、
本

論

の
.
一、

三

に
お

け

る
論

理

と

つ
な

が
り
を

も

っ
て
い
る

こ
と
が

わ
か

る
。
第

三
図

で
は
、

E

c

の
先
進

困

に
お

け
る
輸

出

の
割

合

が
、

.
6

0

0
年

に
か

な

り
増
大

す

る
と

い
う
予

測

で
あ

る
・

第

三
・

四
・
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五
・

六

の
各

表

第

四
図

は
、

本

論

三

の
㈹
を

補
強

し

て
い
る
。

と

く

に
第

三
表

は
三

の
⑧

の
⑥

と
関
連

し

て
よ
み
と

.
て
ほ
し

い
。

第

七
表

は
・

ド

イ

ツ
・

フ
ラ

ン

ス
・

イ
ギ

リ

ス
璽

、ぶ

国

が
経
済

・
通
貨

統

合

に

つ
い

て
の

ア
.フ

ロ
ー
チ
を
明
確

に
示

し
、

イ
ギ

リ

ス
が
独

自

の
主

張

を

し

て

い
る

こ
と

に
注

目

さ
れ

た

い
。

第

八
・

九

の
蓑

・
第

五
、

六

、

七

の
各

図

は
、

E

M
S
参

加

国

の
対
独

・
対

E

C

の
貿

易
依

存

度
、

E
C

の
経

済

見
通

し

が
明

、り
か

で
あ

る
し
・

ド

イ

ツ
以

外

の
嚢

国

で
あ

る

フ
ラ

ン

ス
、

英

国

の
失
業

率

が
か

な

り
高

い
}」
と
、

九

二
年

E

C
市

場
統

合

の
完

成

に
当

っ

て
厳

し

い
経

済
環

境

に
あ

る

こ
と
が

わ

か

る
。
こ

の
点

は
、
本
論

三

の
⑧

の
⑦

と

の
関
連

で
よ

み
と

っ
て

ほ
し

い
。
第

一
〇

.

二

表

は
、

市
場

統
合

の
進

展

の
中

で
・
E

C

に
お

け

る
国

際

的

M

&

A
が
進

み
、
資
本

の
国
際

集
中

と
分

散

が

深
化

し

て
い
る

ワ」
と

を
示

し

て

い
る
。

第

三

表

第

八

・
九

図

は
、

E

C
以
外

の

ヨ
占

ッ
パ
諸

国

の
E

C

と

の
関

係

、

と
り

わ

け

E
C
と

E

F
T

A
、

E
C

と
東
欧

と

の

貿
易

関
係

を

示
す

も

の

で
あ

り
、

そ

の
中

味

は
、

本
論

の
四
、

、五

に
お

い

て
展

開

さ
れ

て

い
る
。

以
上
・
補
足
資
料
は
・
あ
く
ま
で
も
、
本
論
文

の
構
成

の

蔀

を
補
足
す

る
も
の
で
あ

る
。
社
会
憲
章
、

E
c
市
民
権

に
関
す
る
統
計

資

料

の
補

足

は
割

愛

し

た

(
一
九

九

・
年

四
月

、・.○

日
脱

稿
、
七

月
六

日

一
校

r
、
七
月

.○

日
-
.校

f
)
。

な

お
、

九

月

二
〇

日

の

フ
ラ

ン

ス

の

マ

ー

ス
ト

リ

ヒ

ト
条

約

の
批

准

の
国

民

投

票

は

僅

少

の

差

で
賛

成

派

が

勝

利

し

た
。

こ

の
点

は

い

ず

れ

、

他

の
機

会

に
紹

介

し

た

い

(
十
月
七

日
、一.校

r
)
。
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第1図EC,EFTA,EE(東 欧)の 現勢 図
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第2図ECの 機関

EEC条 約

石炭鉄鋼
共同体条約

原子 力 共 同体

条約(Eurat・m>
1

酬

」

一

一

職 業教 育セ ン ター

広報出版局

事務局一{E倭 員会
一一
生活 ・労働 条件

改 善財団
(コ ミッショナー17入)(約11,500人,

23の 総 局) 一

J

ユ ー ラ トム管 理 局

一

ユーラトム研究機 関

一常任代表委員会1一 欧州理}絵 閣僚理事会

(12力 国 の 政 府 首脳} q2ヵ 国 の 閣 僚)(12ヵ 国のEC大 使)

一 欧州会議 1 議長団 1

0

(518議 席) 委貝会

一
i

欧州裁判所
一

一 一

大法廷 1検事

u
第'審 裁判所

一一

1通貨政策協力基金
唱

1

一 その他の機関 欧州会計監査院

欧州投資銀行 経 済 ・社 会委員会

(ベ ル リ ン,D)

(ル クセ ンブ ル グ)

(ダ ブ リ ン,IRL)

(ブ リュソセ ル,B)

(硝 ∵)

;1Lク セ ンブ ル グ)傅 門 家 の 委 員 会)

(出 所)EEC,theEuropeanCommunity,1990。
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(出 所)CommissionoftheEC ,EuropeanEconomy,1991よ り 作 る 。
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第2表EC統 合の歩み
　 「

市 場統統

合 の 深 化

再隔 τ磧 齋 丁政.治
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1990.7

.10

1991.3

.6

7
習

0
μ

.to

.12

1992.5

6

7

1992.12

経済 ・通貨統合第
1段 階開始
イギ リスERM参 加

合実現)

EC首 脳会議開催 一
(経済 ・通貨,「 連邦制 」を明記 した
政治統合について協議)

の鱒
講繍
園

市
σ
撤ー

f
ー
⊥

マー ス トリヒ ト条

駒 合 意1デ ンマ ーク国民 投

{票批 准 せず

アイル ラ ン ド国民

投 票批 准　

1ル ク セ ン ブ ル ク批

減 目標1准

州

・
一

欧
交

の

①
外
策

が
②
政
案

ダ
化
障
提

ン
強
保
を

ラ
会
全
化

オ
議
安
元

鳳 ドイツ続
ハ ン ガ リー,ポ ー
ラ ン ドTチ ェ コ ス

ロ バ キ ア準 加 盟 交

渉

}

1
ス ウ ェ ー デ ン加 盟

輪l

i
I

EEA設 立合意1

[

1993.1

1994.1経 済 ・通 貨 統 合 第

__ …___ _一上 鯉 翌遊重笙… 」
(注)LEEC設 蛸 初 の加 盟 国 は ドイ ツ(当 時 は 西 ドイ ツ)

,フ ラ ン ス,イ タ ・夙 オ ラ ンダ,
ベ ル ギ ー,ル クセ ン ブル クの6か 国 。

現 在 は ト記 の6か 国 に イギ リス,ア イル ラ ン ド
,デ ンマ ー ク,ギ リシ ャ,ス ペ イ ン,

ポ ル トガ ル が加 わ り12か 国。

2.EFTA設 立 当初 の 加 盟 国 は ,イ ギ リス,ス ウ ェー一デ ン,ノ ル ウ ェー ,デ ンマ ー ク,ス

イ ス,オ ー・ス トリア,ポ ル トガ ルの6か 国
。

現在 は ス ウ ェー デ ン・ ノ ル ウ ェー,ス イス sか ス ト リア,ア イ スラ ン ド,フ,ン

ラ ン ド,リ ヒテ ン シュ タ イ ンの7か 国 。

〈参 考 〉経 済 ・通 貨統 合 の3段 階(ドmル ・プ ラ ン)

1

⊥ 幽一

第1段 階 EC加 盟国の全通貨 のERM参 加

第2段 階 欧州中央銀行の創設と各国の金融政策の権限の集約

第3段 階 単一通貨(ECU)の 発行 と金融政策の欧州中央銀行へ

(出 所)A.Roney,theEuropcaraCommunity ,FactBook,1990,経 企 庁,『 世界 経 済 白書 』1992

年 版 よ り作 成 。
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第3図OECD(EC域 内貿 易 を含む)の 輸 出の予測

(10億 ド ノレ)
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`LOOO
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1987×99()19952000

囲 ヨ熟 撫 含む)團 米 国 口 日本・塁 漂誘 。

(出 所)CommissionoftheEuropeanCommunities,PanoramaofECIndustry,1990,p.56.



69新EC論

第3表EMU参 加基準の達成状況(☆ 印 は達成)

刻
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ラ
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_.___ __⊥____.____一

(注)

獺鞭轡
汁 … ……一 一十 一 一一☆2
.1136.7!

10M1

Y5Y

w

3.9

☆1.7

☆2.7

5、4

17.9

☆ ※1.9

103.811.02

☆

☆

?.S

7嚢.5☆8.73 劃
13L5 ☆9.20 ☆1

45.3 簸.窃2
]

59.6 ☆9.00 ☆
r

I1&o ☆9.14 ☆

k 14.11

852

叩

一

4.7 ___db

,_..__.___.____-」

ECU参 加 の条件 は第1に 物価 の安定,第2に 財政 の健全性,第3に 通貨の安定,第4に 経

済の持続性 の4項 目にあ る。 物価 の安定 は,過 去1年 間,経 済状 態が安定 してい る3か 国の

消費 者物価指数の水準を,15%ト 回 ってはな らない。 「財政」 は財政赤字 の対GDP比 は3%

以 内,公 共部門負債 の対GDP比 は60%以 内 に限定 されて いる。 「通貨 」 は,過 去2年 間 に欧

州通貨制度(EMS)の 変動幅2.25%を 超 えない こと。 「経 済の持続性」 は長期国債 また はそ

れに類す る金利 で判断 し,過 去1年 間,も っとも経済状態の よい3か 国の金利水準 を
,2%以

卜,ト 回 ってはな らないとされてい る。

(出所)OECD,MainEconomicIndicator,December199L
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第4表ERM参 加国 によ る外 国為替市 場介 入の規模 と通貨 別内訳(1979-1989)

(10億 ドル,%)

釆 ドル

ERM通 貨

その他通貨

限界点での介入

変動幅内での介入

計 グロス(買 い+売 り)

ネ ッ ト(買 い 一売 り)

[備考]VSTFの 利用

ECUで の決済

薪騰
構12・.5(1・.7)
　

買 し110.6(5.5)

づ宅 りll8.6(9.7)

買 い0.1(0。1)

う皆 り2.2(1.2)
一ヒ ー}一'』 …}一 一…}

190.7(104.0}

・86
.0(45.1)

17.1(9.0)

1983--1985

29.0(19

19.x(13

__22.5(

1.5(

1985 1986-19$7 1988-1989

{15.F} 40.4(20.9} 5.3(8.

(38.4) 13.3(6.9) 24.2(37.

(14.5) 22.3(11.6) a.s(1.

(19.8) 42.fi(22.1) 23.1(35.

(13.4) 71.1C36.9) 9.3(14.

(2.2) 1.4(O.7) 2.0(3.

(o.s) 1.8(0.9) o.s(a.

Sao.o) 192.9(100.0) 65.4(100.

15.4) 一1 .8(0.9)
一3
.7(5.

la.4) 34.3(1?.S) C

10)
10・8(0・4)

一 一

_邑____L_.__一 一一一_一　 一

5.7)

)

一 一 一

(注)1)1979`4三`よ3ナ 】～12∫ 」。2)1989{rlま1～6ナ103)-1モ よゼ ロo

咄 所)P.D.G・auweandLPap・d・m…,・d・.,TheEur・peanM・netarySy・teminthe1990's,

Longman,199Q,

第5表ERM参 加 国 の 公 的 対 外 準 備(1979-・1989)t)

(年 末残 高,

1癖藩窟繍轟繍 露{禰濡轟il
FMS通 貨3.2[8,2]1・.2[17.・1h9.7[29.4」121.6[21.2]29.33・ ・2]

E品 噸 貨}21・ll31:ll41:2[59(46:ll41:1瀦61:S[80{39:6]4)749:ll31:ll

讐 ヨ壕 灘綴 畿 　:雛lll灘諜ii
(注)1)金 を 除 く 。2)ネ ッ ト。SDRを 含 む 。3)5月 末 。4)そ の 他 資 産

(出 所)BISMonthlyStatisticalSeries,variousISS1.1(',S.よ り 作 る 。

10都 意 ドノレ)

1989;

99.3(79.0)

5.7[59.1]

34.5L34.7ユ

6.116.1】

X2.7(34.0)

12.6(10.0)

面1而ll52丁 買1・・.・)':136.・(1・・.・)125.7(1・ ・.・)

公的笈歪期f責務。

吐28.8(22.9)__一 一 冊



71新EC論

第6表 民 間ECU市 場(19854990)

19871988
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ネ ッ ト7.25.9

ネ ッ ト

グ ロ ス2.01.7

、
不 ッ ト2.Q1.7

グ ロ ス

ネ ッ ト1
一一十

CUDO.81.1i
._._____L__ .L

(10億 ドノレ)

1翻懸
i互計i亨1一 一一
fi.7i11.2174.6

'4 .9S.4

へ 　 し 　へ　 　よ 　　 　　 　 ゐ　　 し

1)期 末 の為 替 相 場 で換 算。2)報 告銀 行 間 の 再 預金 に よ る重 複 計 算 を控 除 した もの
。

BankforInternationalSettlements61AnnualRepart
,1991(東 銀 調 査 部 訳 よ り).

10.3il5.0

8.7;13.9

19.5

3.720.2-2.4

7.313.7

47.8

2。。2i

11.4

36.9

第4図 欧州 中央銀行機構の しくみ(ロ ーマ条約最終案による)

(出 所)TheFinancialTimes,December10,1991よ り 作 る 。
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第7表 主要3か 国の経済 ・通貨統合に関するアプローチ

賑 本的立場

単一通貨の候補

(第3段 階におけ

降 通貨の扱い)

[
殴

斗ーり 創設時期

従

来

中
現

央
一一 在

撫.

匡 一 一

ド イ ツ フ ラ ン ス イ ギ リ ス

備 考

慎 重 派 積 極 派 消 極 派

マル クよ り弱 い 現行 のECU

通貨 で ない こと(単 一通貨創 設)

(単 一通 貨創設)

ハ ー ドECU

(新 しい13番 目

の通貨)創 設

現 行 のECU

が有力1

1州
当初 の94年 か1

ら96年以劇

設の方向

第2段 階 移 行 第2段 階 初 期

後,収 れん状 況(1994年)に 設

を確認し遅くと泣

第2段 階 で 殴 州

通 貨 基金(FMF)

と して ス ター ト
i
1

も97年 に検 討

開始

97年 以 降

各国政府などか

ら独立 し,独 自

}に 金融政策を実1
施皿蒋 死嘱

　

!済 パ フ オー マ ン1
iス の収れ ん のみ

施

　
上

響
1第3段 階への樹 られる国から移

i行時期 方法i行 ㈱)

　 1 -」

ト

P7年 以降97年 以 降 が 【97年以降

撫 事会」藤繍溜 副
の決定のドで金 細 中央銀行に り調 整が難1

とどまる{

墨 麩_一

!航

欝 癒1蹴
で ス ター トさせ1

る,② 通 貨 同 盟

(注)議 長国 オランダの提案 を もとに,次 の3点 を軸 に,調 整が

図 られ たとみ られてい る。 ①94年1月 に殴州通貨協議会を設置す る,② その後,経 済条件 の

達成状況をみて,7～8か 国以 ヒが基準を達成 していれば,97年 以 降 に,欧 州通貨協 議会 を欧

州 中央銀行 に格 トげ し,達 成 して いる国 々が第3段 階へ移行 す る,③ ただ し,移 行時期 にっ

いて は,EC首 脳会議で の全会一一致を もって決定す る。

(出所)経 企庁 『世界経済 自書』1991年 版,366ペ ージ。
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第8表EMS参 加 国の対独 ・対EC貿 易依存度(1981,1985,1989)

()内 …対EC貿 易/世 界貿易,[〕 内…対独貿易/EC貿 易

(10億 ドノレ)

Germany

France

対EC輸 出

輸入

収支

対独 輸出

輸入

収支

対EC輪 出

輸入1

収剰

Italy対 独 翻

護金
対EC輪 出

輸入

収支

1981

8fi,fi73(49.2)

80,226{49.0}

十6,447

対独 輸 出 「1,763[18.8

1985

15,056[28.4]

19,215×32.9]

-4
,159 　

53,475(49.9)1

58,452(48.3)

5,377

11,735[34.1
　

14,265[37.0;
-2
,630

34,434(45.7)

38.519(42.3)

-4
,・851

十10,887

一3
,217

60,171(55.6)

一?
,69Q

12,7fi7[33.4]

15,161×35.3]
i

-2 ,394

38,169(48.3)'

42,988(47.2)

-4 ,819

」 1989

(49.7) 188,169

(50.9) 13,898

+50,271

[27.9 27,643

[29.7] 36,877
一9
,234

(51.6) 105,745

(55.$) 114,137

8,392

23,878[30.0]

32,428[37.3]

-8
,55Q

79,525(56.4)

86,834×56.7)

-7
,3a9

Spain

Portugal

Netherlands

一輸入

収支

対EC輪 出

輸入

収支

対独 輸出

輸入

収支

対EC輪 出

輸入1

収支

2,611[27.6]
-848

9,371{46.1)

9,476(29.5)
-105

520[22.0

1,087[24.4]
-5s7

2,3fi2(56.5)

4,446{44.9)
-2 ,084

・一一一 一 一一一一一

対 独 輸 出{20,260[40.5]

輸 入14,104[38.6]

収 支+6,156

対EC輪 出50,080(72.9)

饅 金1+3s,5so13,520(54・5)

　　ロのへ り 　　　　 り　　　 ロキ 　

2,36[18.3]

3,1?9[28.8

if
　

12,fi45(52.2)e

11,Q41(36.8)

十1,604

784[22.0

876[25.0]

-92

3,563×62.6);

E

3,511(45.8)'x,

+52…

20,504[40,6]

14,522[38.4,

十5,982

50,479(74.0)

37,$59(58.2)

十12,6201

5,281[17.8 .

11,483[28.1]
-6 ,202

29,703(fifi.9}

40,810(57.1)
-11,147

1,990[21.9]

2,711[21.2]
-721

9,09fi(71.8)

12,816{67.5)
-3 ,721

27,852[34.4]

2fi.744[40.6]

十1,108

80,932(75.4)

65,816(63,3)

十15,116



商 経 論 叢 第28巻 第1号 74

Ireland 対独 輸出

輸入

収支1

対EC輪 出

輸入

収支

UnitedKingdom 対独 輸出

輸入

収支

対EC輪 出i

輸入

収支
一 一 一 一』i-一 一 一 一 一『「『 一一 一一 一 一

↑
731

797

-66

5,584

7,653

-2
,069

ミ

†一一一一一 一一T　 一一一

111,108

111,883

--775

44,951

}45,933
-982

卜

BelgFLuxem

　

対独 輸出i
　

輸 入1

収 支i

対EC輪 出l
I

輸 人i

収 支1

圃_.一一__一___『 一_一_L一

11,191

11,743

-552

39,699

38,758

十941

[13.1]

[10.4]

(72.7)

(72・2)1

[24.7ゴ

L25.9]1

(44.O)、

(44。8)旨

1

[28.2]

[30.3i

対独 輸出1--

1

=Y1'J

ヨ

収 支1

対EC輪 出

輸べ

収支i

2,686

3,240

-554

7,695

8,514

-819

1,048

777

十271

7,157

6,659

十498

[14.6]

x_11.7]

(69.3)i,

{66.5);

2,277

1,510

十767

15,387

11,383

十x,004

X14.8]

[13.3]

(74.0)

(65.2)

11,531

16,311

-4
,780

49,17

53,637

4,320
一 一__一 一

9,974

11,783

1,814

(71.4)37,804

(62.4)'39.259

--1
,455

→ 一 一 一 一 一 一 一 一 一幽

Denmark

対独 翻 丁
輸入

収支

対EC輪 出

輸人

収支

[23.4」 「 一

[30.4]i

(48.7)

(49.2);

」

18,135

32,734

-14
,592

77,132

104,062

--26
,880

[23.5]

X31.5]

(50.7)

(52,6)

[26.4ユ

[30.0]1

　

{70.4)1
　

(69.8)1

X8,853

23,116

-4
,263

73,383

70,tog

モ3.174

[34.9」1

[38.1]'

(47.8)

(48.5)

[35.5]

[42.7]
1

(44.6)'

(49.6)1

025.7]

[32.9

(73.6)

(71.5)

2,703

3,856

-1
,13

7,605

9,034

-1
,29

一 一一 一 一一 一一 一 一一・ 一一ト ー 一一 一一一

Greece

4,896

5,917

--1
,021

14,180

13,303

+877

[34.5]

[44.5]

(50.6)

(50.0)

779[41.7]

i1
,728[38.5

の49

1,870(44.0)',
1

4,494(51.0)',

:-2,624上

915

1,722

-go7

2,465

4,885

-一一2
,420

[37.1

[35.3]

　

(54.0)

(48.2);

_一 一一1

(出 所)IMF,DirectionofTradeS'α'ゴs`盛csYearbook,1990よ り 作 る 。

1,477

3,127

--1
,650

4,524

9,890

-5
,36

X32.6]

[31.6]

(64.2)

(80.5)
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第9表ECの 経 済見通 し(単 位 は%,▲ はマイナス)

実 質 成 環 率 イ ン フ レ率 失 業 率

91履 三『`-92召39192-19391'9293

EC12か 国1.32.252.55.04 .54.258.69.09.5

ド イ ッ3.32.251.753 .54.254.04.65.05.5

フ ラ ン ス1.32.252.53.03 .42.759,510.010.25

英 「珂 ▲1。822.756.54.54.08.49.7510.0

(出 所)FCC,EuropeanEconomy,1991.

第5図EC主 要 国 の 失 業 率

(%)

15

IO

5

U

1980818283848586878889

(注)1.ド イ ッ は,旧 西独 地 域 の み を示 す 。

2.91年 は,EC委 員 会 見通 し。

(出 所)ECC"EuropeanEconomySupplementA"1991,

9091({膏 つ
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第6図EC主 要国 の イ ンフ レ率 の推移

)

P1

%

30

(

zo

10

=愛＼ 外 /雪 噸一蘭＼ ㌦

U

n5

1980818283848586878889

(注)ド イ ッは,旧 西 独地 域 の み を示 す。

(出 所)FCC"EuropeanEconomySupplementA"1991.

9091({1り

第7図EC主 要国の名 目賃金上昇率
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(注)1.ド イ ツ は,1日 西 独地 域 の み を示 す 。

2.91年 の 計数 は,91年1月 ～3月 期 の前 年 同 期 比

(出 所)OECD"MainEconomicIndicators"192.

899091(負 の
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第10衰 世界の国際的M&A(91年 上半期)

}
名

「
ス

ス

ツ

ア

ダ

ク

C

計

二
∵

釧4

墨
イ

フ

ド

イ

オ

デ

そ

「
ー

」

ー

ト

ー
ー

Lド
ー

ー

ー

ー

ー

ス

ン

ド

ア

一

計

カ

デ

ン

リ

ェ

A

リ

一

ラ

ト

ィ

エ

ン

ス

ウ

T

メ

ウ

イ

一

ル

F

E

…
ス

ス

フ

オ

ノ

.
E

、
ア

「

ー
ー
t
ー
ト

ー

ー

ー

ー

-ー

1

本日

他のそ

合 t㎡鋸
口

件 数

129

119

76

36

34

20

23

443

47

45

13

6

金額(百 万 ドル)

L721

x,138

2,063

361

2,414

2fi3

981

13,044

1,327

413

175

29

6117

1171,961

1443,192

56

95

8552,6632,40223,262

(出 所)"FTMERGERS&AC;faUISITIUNSINTER-

NATIONAL,August,1991"



部 門

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1■4

品

学

機

械

機

属

器

材

業

維

築

算

澱

の

食

化

電

機

電

金

輸

木

鉱

繊

建

そ

計

商 経 論 叢 第28巻 第1号78

第11表 国 内,域 内,国 際 的 企 業 の買 収 ・統 合

(1983～84,84～85,85～86,86～87年)の 件数

聡遇照繍一諜証憂錨悪湘魂臨;II壷海轟

他Ll

101

720

2125

913

1624

02

913

58

1110

47

57

1314

3

146
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0
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1

4
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4
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40}10
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00{g
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3017:155

上

2

3

2

1

3

7

0

8

7

7

5

3

2

5

2

3

1

1

1

1

802

3452

5771

1341

2931

12

1719

1021

2725

109

96

14玉9

67

227303

(出 所)CommissionoftheEuropeanCommunities,PanoramaofECIndustry,正99Q>P.39.
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第12表
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iオ ー ス ト リ ア

　

Elフ ィ ン ラ ン ド

Flア イ ス ラ ン ド
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ス ウ ェ ー デ ンA
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}

一 一斜 ラジF'一 一
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liル ー マ ニ ア
lI

"
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翻
、μ
⑩
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由
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易
協
定

E
C
と
の

ヘ
ノ
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ノ
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◎

名

EC以 外 の ヨー ロ ッパ諸国 のECと の関係

iIE一 「涯 皿『
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l、
I

I　 　

1⑥10101
11111

E

C

U

・
リ

ン

ク

・⊃ぼ

-

@10ゆ …

◎

　　 　　 セ

∩1
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○

n

ル

ク
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備
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-
ー
ー

E
C
加
盟

貿
易
協

E
C
と
の

}欧

摩

o

ー
考

騨 一 一 一__-

1該IOiト ラックの国 内通 行 に難 色

ブル ガ リア

アルバ ニア

!一
エ ス トニ ア

△

:当:
1漁業権開放に難色IIII

　 　
・ 同 上l

lせIi

■c喉 糟 難 欝 強(91る9)1こ1
0[Io ず 、 政治的中 、励 義 。労働移動の 自由l

l一ド眺1総 讃 醐了に難色 1
ほ1・ 農畜産物1

∴i会i講 難EC側 に強く要l

!求

O

1国

け ⊥漣

一一 十 一

ラ ト ビ ア ー一

リ トアニアL

1・

≠毛

)(

牛

「
○ ・1経 済 改 革が 立 ち遅 れ

ま」一一 ず

1

「 一δ

1経済改 革がrち 遅れ

政治的混乱

難
望
困
希
立
を
自
上

結
的
締
済
定
経
協

,同

合
状
連
現

同 上

.L-__ _-J,__一_⊥ ⊥ ⊥{政 情硫 繍 璽 死 コ
(注)1・ 輸 出 に ・止1めるECの 割 合(90年 第4四 半 期)は,@50%超,040%超50%以 下

,△30%

未 満,資 料 な し。IMF"DIRECTIONOFTRADESTATISTICS"に よ る。

2.EC加 盟 申講 は,elE式 加 盟 砕蓄講 中 ,△ 欧州 協定(連 合 協 定)交 渉 中。

(出 所)経 企 庁 『世界経 済 白 書」1991年 。
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第8図ECの 対EFTA輸 出入の推移
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宿8

邑6
t1

出

入

輸

輸

(出 所)P.Robson,TheEuropeanCommunity,

EFTAandtheNewEurope,Journal

CommonMarketStudies,Junel990よ り 作

る 。

第9図ECの 対東欧輸出入の推移
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(注 、 ア ル バ ニ ア は 除 く

(出 所)P.Robson,theEuropeanCommu-

nity,EFTAandtheNewEurope,

1990よ り 作 る 。


